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本日の委員会に付された案件は次のとおりである。  
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午前９時 30分 開会 

 

○委員長（永谷幸弘君） 

皆さんおはようございます。 

３月６日の本会議におきまして、予算特

別委員会が設置され、委員には、この６名

が選任されております。 

また、私永谷が委員長に池田議員が副委

員長に選任されました。 

審査を円滑に進めていきたいと思ってお

りますので、皆様の御協力をよろしくお願

い申し上げます。 

さて理事者におかれましては、非常に厳

しい財政状況の中で令和６年度の当初予算

案を提案されたものと思います。 

したがいまして、議会としましても、十

分に審査を行い、住民の皆様に御了解いた

だける予算としなければなりません。 

限られた審査期間でありますので、効率

的に運営していけるよう、委員各位の御理

解と御協力をよろしくお願いいたします。 

それでは座らさせていただきます。 

ただいまの出席委員は６名であります。 

定足数に達しておりますので、予算特別

委員会を開会いたします。 

委員会の開会に当たりまして、町長より

御挨拶がございます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

皆様、おはようございます。 

本日はお忙しい中御参集いただきまして

誠にありがとうございます。 

本日の予算特別委員会では、令和６年度

の予算につきまして、御提案をさせていた

だいております。 

先ほど、委員長のほうからのお話もあり

ましたけれども、過日、本会議の場でです

ね、私、町政運営方針を述べさせていただ

きました。 

その中でですね、大体るるお話しさせて

いただいておりますが、厳しい財政状況で

限られた予算でございますが、この中にお

きましても、将来へ向けてですね、持続可

能なまちづくりに向けた取組を進めるため

の予算編成をさせていただいたところでご

ざいます。 

詳細に御審査いただきまして、議員の皆

様方に御理解を賜りたいと存じますので、

どうかよろしくお願いをいたします。 

簡単ではございますが、開会に当たりま

しての御挨拶とさせていただきます。 

本日は何とぞよろしくお願いを申し上げ

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ここで委員長から皆様にお願いございま

す。 

発言の際には、最初に挙手をしてくださ

い。また今回、理事者は、主に課長補佐が

説明、答弁されると聞いておりますので、

指名がスムーズにできるよう、課長補佐は

挙手の際、所属と名前も言ってください。 

次に、委員長が指名してから起立のうえ、

質疑、答弁をよろしくお願いいたします。 

また理事者は、初めに所属と名前を言っ

てから説明、答弁をお願いいたします。 

審査は第 22 号議案から第 27 号議案まで、

議案番号順に、１議事１処理で、質疑、討

論、採決をしていきます。 

委員会の進め方でございますが、一昨年

より、予算説明資料のページ番号順、所属

順に進めまして、歳入につきましても、各

事業とあわせて審査しておりますので、今

回につきましてもそのとおり進めさせてい

ただきます。 

理事者の説明については、事前に当初予

算説明資料が配付されておりますので、新

規事業や、町政運営方針で述べられている

もので特に説明が必要と思われるところを、
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順次挙手していただき、説明していただけ

れば結構でございます。 

説明がなければ質疑から始めます。 

また委員は教えてくださいとか、要望や

予算に関係のない質疑、一般質問のような

質疑は控えてください。 

理事者の答弁も簡潔明快にお願いいたし

ます。 

委員会は、本日とあした 12 日に開催しま

して、３月 14日が予備日でございます。 

委員長といたしましては、第 22 号議案か

ら第 27 号議案までの審査を繰り返しになり

ますが、円滑に進めたいと思っております

ので、皆様の御協力をよろしくお願いいた

します。 

初めに第 22 号議案から審査しまして、暫

時休憩を入れながら、担当部署を交代して

いただきますので、担当部署以外の方は、

それまで自席で待機してください。 

以上のように進めたいと思いますが、御

意見、御質問はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

ないようですので、円滑な議事進行に御

協力をよろしくお願いいたします。 

それでは第 22 号議案、一般会計予算から

始めます。 

初めに、議会事務局、総務部、出納室、

吉川支所が所管する事業予算について審査

しますので、その所属職員以外の方は退出

し、自席で待機をよろしくお願いいたしま

す。 

それではこれより本日の会議を開きます。 

本日の審査日程は御手元に配付のとおり

でございます。 

第 22 号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

最初に、予算説明資料の 11 ページから 15

ページまでの議会事務局、続いて 16 ページ

から 62 ページまでの総務部（総合政策課・

広報職員課・総務課・行財政課・税務課）、

そして 164 ページの出納室、165 ページ 166

ページの吉川支所が所管する事業予算につ

いて、御説明をお願いいたします。 

広報職員課は特別会計を含む各会計の人

件費事業全般の説明についてもよろしくお

願いいたします。 

順次説明をよろしくお願いします。 

平田主幹。 

○議会事務局主幹（平田 旬君） 

おはようございます。議会事務局、平田

です。よろしくお願いいたします。 

それでは、議会事務局分につきまして御

説明させていただきます。 

着座にて説明させていただきます。 

初めに、今回 SideBooks に掲載しており

ます予算書及び予算説明資料、しおりのほ

うをセットしておりますので、また御活用

ください。 

それでは、御説明させていただきます。 

予算説明資料につきましては 12 ページ、

予算書は 62ページになります。 

この議会広報事業でございますけれども、

令和６年度におきまして、議会放映拡充事

業としまして、各種委員会のインターネッ

トによる配信を行うための環境整備を行う

ものです。工事請負費、機械器具費、合わ

せて 50万 5,000円を計上しております。 

説明は以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

おはようございます。総合政策課の田中

です。 

それでは総合政策課所管の分、予算説明

書に基づきまして御説明をさせていただき

ます。 
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着座にて御説明させてもらいます。 

説明は令和５年度から変わっているとこ

ろを中心にですね、主要な事業を順に御説

明をいたします。 

それでは予算説明資料 18 ページ、予算書

65ページになります。 

政策推進事業の２、スマートシティ推進

事業でございます。 

この事業は、高齢者にやさしいまちづく

りや子育てしやすいまちづくりに向けた課

題解決のために、公民連携の取組としまし

て令和３年度より、コンパクトスマートシ

ティープラットフォームの実証を行ってま

いりました。 

令和４年度に構築しましたサービスの検

証事業を行う必要があるため、令和５年度

に実施したサービスについて、令和６年度

においても引き続き実施するための予算と

なっております。 

予算内容につきましては、西地区におい

て運行しますＡＩオンデマンド交通にかか

りますモビリティサービス、それから、タ

グを用いて児童や高齢者を見守るための見

守りサービスを実施する予定にしておりま

す。 

いずれもサービスを行うためのシステム

経費が主なものとなっております。 

なお、ヘルスケアサービスにつきまして

は、健康増進課所管の予算で計上しており

ます。 

次に５の万博推進事業でございます。 

こちらは新規事業になっております。 

この事業は、2025 年大阪関西万博に向け

た機運醸成を図ることを目的としておりま

す。万博協会などとも連携をいたしまして、

今年度は 500 日前イベントに参加したりで

すとか、広報とよのや職員の名札などへ万

博のロゴを掲載をしたところでございます。 

予算内容としましては、令和６年度さら

なる取組としまして、北摂の自治体と連携

した取組を実施するための予算を計上して

おります。 

具体的には今後詳細を検討していくこと

となるんですけども、デジタルスタンプラ

リーの実施ですとか、共同グッズの製作、

こういったことを検討しておりまして、広

域で連携して万博の機運醸成に取り組んで

いくものとなっております。 

次に６の学校施設等跡地利活用検討事業

でございます。 

こちらも新規事業となっております。 

この事業は令和８年４月からの義務教育

学校開校に伴いまして、町内の各小学校が

廃校となるというところから、この施設の

跡地利活用について検討する検討委員会を

設置する事業となっております。 

検討の対象としましては西地区の学校施

設３小学校を予定をしております。 

予算の内容につきましては、主に検討委

員会委員の委員報酬となっておりまして、

委員は 14 名を想定しておりまして、開催回

数は３回を予定をしております。 

続きまして予算説明資料の 19 ページ、予

算書は 69 ページになるんですけども、町政

ＰＲ事業の１番目とよのんＰＲ活動事業で

ございます。 

この事業は、イメージキャラクターとよ

のんのＰＲ活動を通じまして、本町の様々

な魅力や特性、または特産品や観光資源等

を内外に効果的かつ積極的に発信していく

事業となっております。 

昨年度予算、骨格と肉付け予算の合計と

比較しますと、131 万 7,000 円増額をしてお

ります。 

この予算内容の主なものとしまして、毎

年新しいグッズというのを製作しておるん

ですけども、制作をしてＰＲしてるんです

けども、令和４年度につきましてピンバッ
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チをつくりました。また令和５年度は今定

規のですね政策を進めておるところでござ

います。製作 

令和６年度においても新たなグッズ製作

に取り組みたいというふうに考えておりま

して、また増額の要因となっておりますの

は、在庫が不足しているグッズが出てきて

おりまして、特にＴシャツ関係が多いんで

すけども、そちらを追加で製作していきた

いというところでちょっと増額となってお

ります。 

続きまして予算説明資料は 20 ページ、予

算書 70 ページになるんですけども、地域活

性化事業の１番、住宅流通・多様化促進事

業でございます。 

この事業は、総合戦略に基づきます地域

ぐるみの定住促進といたしまして住まいの

相談窓口を開設しまして、空き家バンクと

ともにＮＰＯと連携して取り組んでいる事

業でございます。また、空き家の流通促進

を図るため各種補助金のほうを交付してい

くという事業でございます。 

こちらも昨年度予算、骨格、肉付け合わ

せて合計と比較しますと 69 万 2,000 円を増

額しております。 

空き家の流通促進施策につきましてはこ

れまでもですね、納税通知書に空き家活用

に関するチラシを送付、一緒に同封しまし

て送付したりですとか、自治会と定期的な

意見交換を実施してきました。 

令和５年度は、新規事業といたしまして、

家財道具の処分補助金事業、これを実施し

まして、空き家の掘り起こしに注力いたし

ました。 

ただ、流通促進がもう一工夫必要と思っ

ておりまして、今回予算を増額しまして、

掘り起こした物件の利活用促進を図るため

に、空き家リフォーム支援補助金、こちら

は上限 30 万円掛ける３件分なんですけども、

こちらを新規で計上しております。 

これは、空き家バンクを通じて移住され

た方を対象に、購入又は賃貸された物件を

リフォームする場合に、補助金を交付する

というものでございます。 

こうした補助事業を充実させまして、移

住促進や空き家バンクの活性化を図ってい

きたいというふうに考えております。 

次に３の地域魅力創出事業でございます。 

この事業は、国の制度を活用しまして、

地域おこし協力隊を受入れ、その活動を支

援しながらですね、様々なコミュニティ、

それから活動団体と連携をしていってまい

りまして、将来の移住につなげていくとい

う事業です。 

また、同じく国の制度を活用しまして民

間企業の社員を一定期間受入れまして、民

間のノウハウを活かして、地域活性化方策

を検討していく事業でございます。 

こちら昨年度予算と比較をいたしますと、

1,318 万円増額ということになっております

が、こちらは主に民間からの地域活性化起

業人を受け入れるための予算を計上してお

るものでございます。 

主な予算内容といたしましては、地域お

こし協力隊の業務委託料、それから地域活

性化起業人制度の負担金、それから令和５

年度から実施しております、地域住民が地

域のにぎわいを創出するような取組に交付

するにぎわい事業補助金、これらを計上し

ておるものでございます。 

続きまして、予算説明資料 21 ページの４

番、移住就職応援事業でございます。 

こちらは新規事業となっております。 

この事業は、本町の課題であります人口

減少を食い止めるための事業で、移住促進

と民間企業等の人材不足を解消することを

目的に、大阪府外から移住された方を対象

に移住応援金を支給する事業です。 
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また、あわせて新たに正規就労等を伴う

移住をされた方には、追加の支援金を支給

するものです。 

移住応援金の内容ですけども、生産年齢

人口の流出が顕著なことから、子育て世代

及び若年層をターゲットにしまして、単身

者の場合は５万円、複数世帯の場合は 10 万

円、40 歳未満の若年夫婦の場合は 20 万円、

中学卒業までの子を養育している子育て世

帯の場合は 30 万円の支給を予定をしており

ます。 

また、就業加算につきましては、町内に

本社、本店、支店、営業所等がある企業に

正規で就職された場合に、加算金の支給を

想定しております。 

また、テレワークですとか、御自身で起

業されるという場合も考えられます。 

加算金は 10万円を予定しております。 

また、介護職、交通事業者につきまして

は特に人材不足の課題というのを伺ってお

りまして、サービスが提供できなくなるな

どのリスクを考えたときに、住民への影響

が大きいというふうに考えまして特例加算

といたしまして 20 万円を予定しております。 

移住施策のスキームとしまして、魅力発

信、それから就業相談、物件提供、それか

ら経済的なメリット、こうした施策をです

ね、相互に連携させまして実施して、移住

者を増やすことにつなげるだけではなく、

移住者を増やすことにつなげるだけではな

く、就業を組み合わせることによって、特

に人材不足である介護職、それから交通事

業者への支援にもなり、また定住につなが

る取組になるというふうに考えております。 

続きまして、予算説明資料の 22 ページ、

予算書は 70 ページになりますけども、地域

公共交通促進事業の１番、地域公共交通維

持確保事業でございます。 

この事業は、まちづくりの根幹でありま

す交通インフラの維持のため、交通弱者に

優しい町、また町外からの来訪者を呼び込

むため、地域公共交通計画に基づきまして、

利便性の高い公共交通ネットワークの構築

を目指す事業でございます。 

地域公共交通計画の期間につきましては

令和６年４月１日から令和 11 年３月 31 日

までの期間となっております。 

予算内容につきましては、路線バス、豊

能西線及びデマンドタクシーの運行に係る

補助金を交付するものでございます。 

続きまして、予算説明資料 24 ページ、予

算書は 71ページになります。 

ふるさと寄附促進事業の１番、ふるさと

寄附促進事業でございます。 

この事業は、町ホームページやふるさと

納税ポータルサイトなどを活用しまして、

ふるさと寄附制度を周知し、寄附額の増加

と特産品のＰＲを図るものです。 

令和４年度にふるさと寄附金が減少して

いるということで、ふるさと寄附の促進の

ためには広く広報、周知するという必要が

あるというふうに考えておりまして、令和

６年度は、広告に係る予算を増額をいたし

まして、これまでの既存媒体に加えて、新

たな媒体での広報を行っていきたいという

ふうに考えております。 

予算の内容といたしましては、これまで

の返礼品とか、サイトの利用料とか手数料、

こういった経費に加えまして、増額分とい

たしましては、新聞広告の広告料ですとか、

ふるさと納税の促進のパンフレット、こう

いったものを作成していきたいというふう

に考えております。 

それから続きまして、予算説明資料 25 ペ

ージになります。 

予算書は 115 ページで、企業誘致事業の

１番、余野地区商業施設開設事業でござい

ます。 
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こちら新規事業となっております。 

この事業は国道 423 号沿いに企業誘致し

まして、地域の雇用促進や賑わいづくりに

よる地域活性化を図るという事業で、企業

を誘致する土地をですね、町が地権者より

借り上げるということで、その賃貸借料と

登記設定に伴う手数料を予算措置するもの

でございます。契約期間に伴いまして、令

和 27 年度までの債務負担行為の設定をして

おります。 

総合政策課の説明は以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

おはようございます。広報職員課の福本

です。よろしくお願いします。 

それでは当初予算説明資料にあります事

業の説明の前に、まず、一般会計予算の人

件費について、その概要を説明させていた

だきます。予算書の 150 ページ以降に給与

費明細書を付けていますので、あわせて御

覧ください。 

ここからは着座に提出させていただきま

す。 

まず、人件費のうち、特別職につきまし

ては約１億 4,500 万円で、対前年比約 700

万円の減、会計年度任用職員を含む一般職

は約 17 億 5,400 万円で、対前年比約１億

4,900 万円の増となり、特別職と一般職の合

計で申し上げますと、約 18 億 9,900 万円で、

前年度当初と比べまして、約１億 4,200 万

円の増となっております。 

増加の主な要因でございますが、令和５

年の人事院勧告によります給料改定で約 470

万円の増、期末勤勉手当率の引上げで期末

手当が約 670 万円、勤勉手当が約 640 万円

の増、給料、期末勤勉手当の増額による共

済費への跳ね返りで約 660 万円の増、定期

昇給によりまして約 270 万円の増、最低賃

金の改定により会計年度任用職員の報酬を

改定したことによりまして報酬で約 900 万

円の増、報酬の増額による期末手当、共済

費への跳ね返りで約 210 万円の増、新たに

会計年度任用職員に勤勉手当を支給するこ

とに伴い約 1,800 万円の増となっておりま

す。 

次に、減少の主な要因でございますが、

特別職の給料月額を減額後で予算計上した

ことによりまして、給料で約 460 万円の減、

期末手当で約 200 万円の減、職員の扶養形

態の変更により扶養手当で約 110 万円の減、 

退職等により管理職手当で約 200 万円の減、

児童手当対象者の減により約 120 万円の減

となっております。 

次に、退職手当でございますが、令和６

年度は、定年退職者及び任期付職員で任期

満了する者がいることから、退職手当とし

まして約 7,900 万円の増となっております。 

なお、退職手当と会計年度任用職員の人

件費を除き、特別会計及び下水道事業会計

を含めた町全体の一般職の人件費につきま

しては、約 13 億 5,400 万円で前年度に比べ

ますと約 2,200 万円の増となっております。 

増加の主な要因としましては、先ほど御

説明させていただきましたとおり、給与改

定や期末勤勉手当率を引上げたことによる

ものでございます。 

人件費の概要につきましては以上でござ

います。 

続きまして、広報職員課において所管し

ています事業分の主なものについて御説明

させていただきます。 

予算書 64 ページ、当初予算説明資料の 26

ページを御覧ください。 

人事給与管理事業でございますが、今回

議案を提出しています、豊能町会計年度任

用職員の給与及び費用弁償に関する条例改

正によりまして、会計年度任用職員にも勤
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勉手当を支給する必要があることから、現

在の給与システムを改修する費用としまし

て、業務委託料に 66 万円計上しているもの

でございます。 

説明は以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。よろしくお願いいた

します。 

私のほうからは総務課が計上しておりま

す予算について御説明をさせていただきま

す。 

なお前年度から内容に大きい変更があっ

た事業や新規事業を中心に御説明をさせて

いただきます。 

では着座にて説明をさせていただきます。 

まず、予算書 20 ページの第４表、債務負

担行為の表を御覧ください。 

二つ目の部分になりますけれども、４町

村自治体クラウド導入事業としまして、物

件使用料としまして、令和６年度、７年度

で 3,804 万 9,000 円を計上させていただい

ております。 

次に、基幹系システム標準化対応機器等

導入事業としまして、令和６年度から令和

12 年度までで１億 6,248 万円を計上させて

いただいております。 

それから次に、住基ネット接続用ＣＳサ

ーバ更新事業としまして、令和６年度から

令和 11 年度までで 2,385 万 5,000 円を計上

させていただいております。 

次に、ＬＧＷＡＮ府域ネットワーク整備

事業としまして、令和６年度と令和７年度

で 426 万 5,000 円を計上させていただいて

おります。 

それでは債務負担につきましては以上で

ございます。 

では、当初予算説明資料 41 ページ、予算

書 72 ページの行政情報化推進事業にまいり

ます。 

小事業の二つ目でございますけれども、

イントラネットプリンタ更新事業としまし

て、事業費 300 万円を計上しておりますが、

これはイントラネットに接続しております

プリンタが、平成 27 年度に導入したもので

ありまして、老朽化によりまして故障が頻

繁に発生しておりますので、このため新し

いものに更新するものです。プリンタは全

45 台を５か年かけて更新していく予定をし

ております。 

小事業三つ目のイントラネットメディア

コンバータ更新事業としまして、事業費 400

万円を計上しております。 

これは職員が業務に使用しておりますイ

ントラネットの環境におきまして、本庁と

それ以外の出先の各施設間を光ファイバー

で結んでおります。各建屋の中にはいわゆ

るＬＡＮケーブルを接続しておりますけれ

ども、この光ファイバーとＬＡＮケーブル

の接続する機械でありますメディアコンバ

ータ、これも平成 26 年度からの導入でして、

老朽化によりネットワークがつながらない

というようなトラブルが近年頻発しており

ます。つきましては全 60 台を５か年計画で

更新していくものであります。 

次に当初予算説明資料 42 ページ、予算書

は 72 ページの住民情報化推進事業を御覧く

ださい。 

まず、小事業の二つ目でございますけれ

ども、基幹系システム標準化対応事業とし

まして、事業費 9,680 万円を計上しており

ます。 

これは標準化法に定められた、令和７年

度末を期限とします基幹系システムの標準

化に向けて、必要な対応作業を行うもので

ございます。 

こちらにつきましては、特定財源としま
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してデジタル基盤改革支援国庫補助金の全

額補助対象となっております。 

続いて、小事業三つ目でございますが、

電算室入退室管理システム更新事業としま

して、事業費 230 万 5,000 円を計上してお

ります。 

こちらは役場本庁の電算室及びサーバー

ルームの入退室管理システム、カードキー

によるオートロックの電子錠でございます

けれども、こちらがですね不具合を起こし

ておりまして、それによりましてですね、

入退室管理の厳格化によりセキュリティの

確保を今後も図っていくために更新するも

のでございます。 

それから四つ目の小事業四つ目の電子申

請システム導入事業としまして、事業費 20

万 1,000円を計上しております。 

こちらにつきましては自治体専用の LoGo

フォームというものがございまして、こち

らは職員がですね、自ら電子申請や各種施

設の予約申込み枠、アンケート等のフォー

ムをつくることによりまして、集計等を一

元化でできるものでございます。 

こちらにつきましては、財政負担の緩和

を図るために、大阪府の共同調達事業を活

用して導入するものでございます。 

次に小事業五つ目でございますが、法改

正によるシステム改修事業としまして、事

業費 104万 9,000円を計上しております。 

マイナンバーによります情報連携に関係

しまして毎年改修が必要となっているもの

でございますが、令和６年度につきまして

も、番号連携サーバの令和６年度データ標

準レイアウト改版、これは国が示している

ものでございますが、これに対応するため

にシステム改修を行うものでございます。 

それから最後六つ目の小事業、基幹系シ

ステムネットワーク等更新事業としまして、

事業費 841 万 4,000 円を計上しております。 

こちらは本庁の電算室にございます基幹

系システム用のネットワーク、これが従前

からの以前のシステム会社のネットワーク

を引き続き再利用している関係から、老朽

化が進んでおります。また、先ほどもあり

ましたように、令和７年度からの基幹シス

テム標準化、国が設けますガバメントクラ

ウド、こちらへの移行に向けまして、スム

ーズにネットワークがつながるようにする

ために、ネットワーク機器を更新するもの

でございます。 

次に当初予算説明資料は 43 ページ、予算

書 73 ページの総合行政ネットワーク推進事

業を御覧ください。 

こちらにつきましては、小事業ベースで

514 万 8,000 円の増額となっておりますけれ

ども、こちらの増額の要因につきましては、

令和５年度は臨時事業としまして、総合行

政ネットワーク機器の更新事業として 945

万円を計上しておりました。その中で、今

回は計上予算に入っております総合行政ネ

ットワークの利用料金を計上していたこと

によるものでございます。 

続きまして、予算説明資料 44 ページ、予

算書は 73 ページの防災対策事業を御覧くだ

さい。 

小事業の二つ目、防災備蓄品緊急整備事

業でございますが、事業費として 200 万円

を計上しております。 

例年はこの事業で 100 万円を計上してい

るところではございますが、今般の能登半

島地震の発生等も踏まえまして、非常食や

備蓄品、さらには非常用発電の機械や水の

汲み上げポンプ等についても、整備してい

くものでございます。 

それから、小事業四つ目の防災マップ配

布事業としまして事業費 44 万 2,000 円を計

上しておりますが、こちらは令和５年度の

事業で改訂をいたします豊能町総合防災マ
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ップ、これを全戸に配布するものでござい

ます。 

こちらは特定財源としまして、社会資本

整備総合交付金が２分の１の補助対象とな

っております。 

続いて、小事業名五つ目の吉川中学校改

修に伴う防災無線移設事業としまして、事

業費 971万 9,000円を計上しております。 

こちらは吉川中学校の改修に伴いまして、

屋上塔屋に設置しております防災行政無線

のスピーカーを撤去、移設するものでござ

います。移設先につきましては、現在、設

置場所も考慮しまして、今後、現地調査等

により決定をいたします。 

それから小事業六つ目の自主防災避難活

動環境整備助成事業としまして、事業費 143

万円を計上しております。 

令和５年度は肉付け予算で 80 万円を計上

しておりましたが、今後も自治会や自主防

災組織の防災活動等のため、環境整備に係

る費用の一部を助成するものでございます。 

私のほうからは以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

おはようございます。総務課消防担当の

田村です。 

引き続き、総務課消防担当が計上してお

ります予算について御説明いたします。 

なお、前年度から内容に大きな変更があ

った事業や新規事業を中心に御説明いたし

ます。 

着座にて失礼いたします。 

当初予算説明資料 50 ページ、予算書 124

ページの消防広域化事業ですが、平成 28 年

度から箕面市への消防事務委託により、消

防広域化を図り、さらなる消防力・救急力

の強化と本部機能を一つにすることによる

効率的な運営を目指すものです。 

総事業ベースで 1,844 万 3,000 円の増額

となっていますが、これは、令和６年４月

１日運用開始の通信指令業務共同運用に係

る経費 7,118 万 6,000 円及び常備消防車両

更新に係る経費 1,363 万 8,000 円について、

按分による町負担分として増額するもので

あります。 

次に、当初予算説明資料 51 ページ、予算

書 124 ページの消防団活動事業ですが、二

つ目の切畑分団消防ポンプ車更新事業とし

て、事業費 2,586 万 8,000 円を計上してお

りますが、消防団切畑分団消防ポンプ自動

車は、登録から 25 年を経過しており、老朽

化による対応及び消防団員の安全確保のた

め、地方債を活用し更新整備するものです。 

三つ目の消防団現場活動用ヘルメット購

入事業として、事業費 51 万 1,000 円を計上

しておりますが、消防団員が火災や土砂災

害時に使用するヘルメットを更新するもの

でございます。 

以上で、総務課所管事業の説明を終了い

たします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  玉川課長補佐。 

○行財政課課長補佐（玉川 徹君） 

はいそうしましたら、行財政課の所管す

る主な事業について御説明させていただき

ます。 

予算書の 68 ページを御覧ください。当初

予算説明資料は 56ページになります。 

庁舎等修繕事業につきましては、本庁舎

旧館用サブ変電設備の老朽化に伴う更新工

事を行うものでございます。 

なお、この事業につきましては、予算繰

越しを予定しております。予算書 19 ページ

にお戻りください。 

第２表、繰越明許費に記載のとおり、年

度内に事業が完了する見込みがないため、

繰越しをするものでございます。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

  江崎課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江崎純史君） 

はい。行財政課、江崎です。 

引き続き、行財政課の所管の予算につい

て御説明させていただきます。 

着座にて御説明させていただきます。 

ページ飛びまして予算書の 149 ページ、

149 ページを御覧ください。当初予算説明資

料は 58ページとなります。 

公債費償還事業ですが、元金につきまし

ては、５億 5,910 万 1,000 円と、前年度と

比べまして 1,795 万 6,000 円の減でござい

ます。 

主な要因は過去に借入れをした公債費の

償還完了に伴う減となっております。 

続きまして、当初予算説明資料の 59 ペー

ジを御覧ください。 

こちら同じく公債費償還事業の利子にな

ります。利子につきましては 2,273 万 4,000

円となっておりまして、前年度と比べまし

て 206万 2,000円の減となっております。 

こちらは元金が減少することに伴う、支

払い利子の減ということが要因となってお

ります。 

続きまして、地方債の現在高について御

説明申し上げます。 

また、予算書飛ぶんですけれども 164 ペ

ージを御覧ください。 

164 ページが地方債現在高の表となります

が、１番下の行が地方債現在高の合計の欄

となります。左から２番目の前年度末現在

高見込の欄、こちらが令和５年度末の現在

高見込額となりまして 53 億 7,447 万 5,000

円でございます。 

１番右の欄が令和６年度末の現在高見込

額で、58 億 2,330 万 4,000 円。前年度より

４億 4,882 万 9,000 円の増となる見込みで

ございます。 

なお、この現在高見込額のうち、約 44 億

7,000 万、44 億 7,000 万円は、地方交付税

として措置される見込みであるため残りの

約 13 億 5,000 万円が実質的な町の負担額と

いうことになります。 

予算書戻っていただきまして 149 ページ

にお戻りください。 

款 12 の予備費でございますが、予備費に

つきましては、1,302 万 1,000 円で前年度よ

り 215 万 1,000 円の増額とさせていただい

ております。 

歳出についての説明は以上でございます。 

続きまして歳入について御説明申し上げ

ます。 

予算書の 32ページを御覧ください。 

32 ページの款２の地方譲与税から 36 ペー

ジの款 10．地方特例交付金及び、37 ページ

の款 12．交通安全対策特別交付金でござい

ますが、こちらは国の地方財政計画ですと

か、あと大阪府の交付金の見込み率を参考

に予算を計上しております。 

なお 36 ページの款 10．地方特例交付金に

つきましては、令和６年度実施されます定

額減税による個人住民税の減収相当額を加

算しておりましてその分が増となっており

ます。 

予算書の 36ページを御覧ください。 

款 11．地方交付税でございます。１．普

通交付税につきましては、基準財政需要額

が増となるために、前年度より増額を見込

んでいるものでございます。 

続きまして、予算書の 54 ページを御覧く

ださい。 

款 19．繰入金、項１．基金繰入金でござ

います。こちらにつきましては、当初予算

説明資料の８ページに、各繰入金の充当先

を記載しております。 

続きまして、予算書の 59 ページとなりま

すが、款 22．町債でございます。 
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こちらは当初予算説明資料の９ページに

充当率ですとか、あと交付税の措置率を記

載しております。 

歳入の説明については以上となります。 

行財政課からの説明は以上になります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水税務課長。 

○税務課長（清水義和君） 

はい、税務課清水です。 

税務課が所管いたします予算につきまし

て御説明いたします。 

着座にて説明させていただきます。 

予算書 76 ページ、予算説明資料 60 ペー

ジを御覧ください。 

大事業名は、税務管理事業でございます。 

本事業では、税務事務全般に係る事業とい

たしまして、主に一般事務費及び負担金等

の予算を計上しております。 

昨年との比較で 63 万 5,000 円の増となっ

ている主な要因といたしましては、地方税

共同機構に対する負担金の増によるもので

ございます。 

続きまして予算書 76 ページ、予算説明資

料 61ページを御覧ください。 

大事業名は町税課税事業でございます。

本事業では、税金を納めていただくための

通知書や納付書の印刷に係る費用や、還付

金に充てる償還金を主な経費として計上し

ております。 

昨年との比較で 36 万 5,000 円の減となっ

ております主な要因といたしましては、印

刷製本費の減によるものと、家屋評価シス

テムの使用料が年度途中で終了することに

よるものでございます。 

小事業名４の万博ＰＲ用ナンバープレー

ト製作事業につきましては、万博公式キャ

ラクターをデザインした原付用ナンバープ

レートを作成・発行するものでございます。 

次に予算書 77 ページ、予算説明資料 62

ページを御覧ください。 

大事業名は、町税収納徴収事業でござい

ます。本事業は、町税の収納及び徴収に係

る事業で、主な経費としましてはコンビニ

納付や電子決済に関する手数料や口座振替

の手数料となります。 

昨年度と比較しまして 80 万 4,000 円の増

となっている主な要因といたしましては、

口座振替の伝送サービスにおいて、従来か

ら使用しておりました ISDN 回線が令和６年

１月にサービス終了となり、AnserDATAPOTO

回線に切替えたことによる月額基本料金の

増額によるものと、コンビニ収納の手数料

の増額によるものです。 

歳出のほうの説明は以上です。 

引き続きまして、歳入につきまして御説

明いたします。 

予算書は 27 ページ、予算説明資料は７ペ

ージを御覧ください。 

町税全体の予算額は、予算書 27 ページに

記載のとおり、15 億 854 万 9,000 円で前年

度より１億 1,654 万円、率にして 7.2％の減

となっております。 

それでは各税目について御説明いたしま

すので、予算説明資料の７ページを御覧く

ださい。 

町税のうち、町民税については、１億 300

万円の減で、対前年増減率 11.0％の減とな

っております。 

このうちの大部分につきましては、定額

減税によるものですので、定額減税を除き

ますと約 2,800 万円の減となっております。 

その内訳といたしましては、平成 26 年度

以降 10 年間、防災減災事業の財源確保のた

め、町民税の現在額に 500 万円加算してお

りましたが、その加算が終了したことによ

る減額が約 500 万円、残りの 2,300 万円に

つきましては、近年の決算状況や就業人口

の推移により見込んでいるものですが、近
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年の傾向である、定年や人口の減少による

就労者の減少を考慮し、減としております。 

また、法人町民税に関しましては昨年度

の実績を考慮し、若干の増を見込んでいま

す。 

次に固定資産税ですが、前年度より２.

５％の減としております。 

この要因といたしましては、土地につい

ては地価の下落による減として約 100 万円、

家屋については評価替えの年に当たり、評

価額の減少による減として約 1,100 万円、

また償却資産については、減価償却による

減としまして約 300 万円を見込んでおりま

す。 

次に軽自動車種別割につきましては、前

年度より２.２％の増としております。 

 前年度の増加率を考慮し、増としており

ます。 

続いて、町たばこ税ですが、前年度より

１.４％の増としております。 

町たばこ税につきましては、健康志向の

高まりや、喫煙者の減少等はありますが、

それでも決算状況等から大きく影響をしな

いため若干の増を見込んでおります。 

また、町民税、固定資産税、軽自動車税

の各滞納繰越分については、過去の徴収実

績等を踏まえて計上をいたしました。 

税務課からの説明は以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

石井会計管理者。 

○会計管理者（石井慎子君） 

はい。会計管理者の石井です。よろしく

お願いいたします。 

出納室に係る予算について御説明申し上

げます。 

着座にて説明させていただきます。 

予算書 67 ページ、予算説明資料 164 ペー

ジを御覧ください。 

会計管理事業でございます。 

昨年度に比べまして、役務費、手数料が

149万 8,000円の増となっております。 

これは、令和４年３月の総務省通知によ

り、地方公共団体と指定金融機関等の間に

おいて、公金の収納又は支払いの事務につ

いて、適正な経費負担となるよう見直しを

行うこととされ、令和５年度にも派出窓口

を含む事務手数料の見直しを行ったところ

ですが、さらに、公金の支払振込手数料に

ついても無料であったものが、令和６年 10

月より、全ての銀行において有料とすると

あり、予算計上したものです。 

指定金融機関である三井住友銀行と協議

を行い、手数料の額について、給与振込み

を除きまして、同行の伝送化によるものは

規定振込料金の中で最も低い一件当たり 110

円を、振込用紙を使用したものについては

それぞれ一般と同じ額での支出を予定して

おります。 

なお、銀行窓口での収納に係る手数料に

ついては引き続き無償となっております。 

説明は以上です。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

説明資料の 18 ページです。政策推進事業

の小事業名２番のスマートシティ推進事業

ですが、見守りについてなんですけれど、

令和４年度の予算で約 1,000 万、ルーター

80 個と、250 個のタグ、設置費用も令和４

年だと思うんです。 

これまたスマートシティ特別委員会で、

債務負担行為じゃないのかという話もして

いたんで、そこはまた言いますけれど令和

５年の７月に予算認めました 79 万円。今回

は 30 万なんですけれど、この金額の説明い
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ただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

今回の令和６年度の予算計上させていた

だきました分なんですけども、基本的には

今年度、令和５年度にやっております見守

りサービスの継続費用ということになって

おります。予算額を積算する際にですね、

見積書というのを概算見積書というのを取

るわけなんですけども企業のほうから取る

わけなんですけども、基本的内容としては

同内容で見積りをくださいというような依

頼をさせていただきました。 

その際に出てきたのが今回計上させてい

ただいております 30 万円というところにな

っておりますので、30 万の中で今年度と同

じような事業をやっていくというふうに理

解をしております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

あんまり機械のことわからないんですけ

ども、令和５年７月に予算を認めましたシ

ステム運用に 79 万円、今回もシステム運用

ということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

はい。今回もシステム運用という部分で

計上させいただいております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

続いてモビリティなんですけれども、ハ

ニタスを走らせる実証実験はもう終わりな

のか。スケジュール、令和６年の秋に運行

すると聞いていたような気がしますけれど

このスケジュールをお聞かせいただけます

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

令和６年度の進め方、スケジュールのと

ころなんですけども、実証運行自体はです

ね令和５年度、令和４年と令和５年２か年

ということなんですけども、ただその検証

事業につきましては令和６年度までという

ところで進めていきたいというふうに考え

ております。なので、運行はいたしますけ

ども、それにつきましてはその検証事業と

いうところの中での今回の予算というとこ

ろです。 

スケジュール的にはですねちょっとまだ

明確なところは決まっておりませんけども、

令和６年の秋以降というふうなところでの

スケジュール感で進めていきたいというふ

うに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

検証事業に 900万もかかるんですか。 

何にお金がかかるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課の田中です。 

検証事業というのは主にいわゆるデータ

連携基盤のほうとの接続という部分がござ

いまして、こちらの連携費用というのが主

なものとなっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 
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心配してるのは 22 ページの地域公共交通、

これもまた内訳を聞かせいただきたいんで

すけれども、ここで豊能西線で 1,000 万ぐ

らいですか、入れているにもかかわらずこ

っちでまた 900 万円かかる。昼間の路線バ

スをやめるとかいう、そういうこともまだ

聞いていない中で、二重にお金計上されて

いるような気がするんですけど、その辺は、

22 ページも内訳を教えてほしいんですけど

もね。 

お答えいただけます、二重だということ

を。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

公共交通のほうの事業の 4,100 万円の内

訳につきましては、3,500 万円が豊能西線へ

の路線バスへの補助となっております。残

り 600 万円がデマンドタクシー、これは東

西、西、それから東含めてなんですけども、

デマンドタクシーへの補助金は 600 万とい

うことで 4,100万なっております。 

二重ではないのかということなんですけ

ども、このスマートシティ事業の中に含ま

れるこの 900 万円の事業とあくまでシステ

ムの連携のシステムの部分になっておりま

して、令和５年度は、運行の協議会に対す

る 615 万円の補助金があったかと思うんで

すけども、令和６年度についてはこれは計

上しておりませんので、基本的には、実証

運行がもう終わったという扱いで、令和６

年度はこの 3,500 万円の補助の中でですね、

運行していくということになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そしたらこの 22 ページのデマンドタクシ

ーなんですけれど、電話してもつながらな

いとかという不具合も聞いているんですね。 

使い方がわからないんじゃないかなと思

うんです。私、雪降ったときにね、東西デ

マンドバス、使ったろうかと思ったんです

ね。ほんで、８時 50 分支所前っていうとこ

ろで、前日に電話せなあかんのですけども

ね、本当に電話出てくれるんかなとかいう

のが不安だったんですけども、ハニタスだ

ったらハニタスラボで電話受け付けてはっ

たと思うんですけれど、その辺、しっかり

できているのか、デマンドタクシー、デマ

ンド交通を利用できる状況にあるのかお聞

かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課の田中です。 

デマンドタクシーの周知につきましては

ですね、これまでも公共交通御利用ガイド

というのを作成いたしまして、その中でで

すね、もちろんダイヤですとか、それから

利用のしかたとか電話番号とかそういうと

ころも含めまして、周知をしておるんです

けども、これにつきましては来年度もちょ

っと更新ということで、ご利用ガイドの更

新をさせていただこうと思っておりまして、

その中でなるべくわかりやすい形でつくっ

てですね周知していきたいなというふうに

考えております。 

今デマンドタクシーの予約に関しまして

は京都タクシーのほうにお願いをしている

んですけども、ときわ台駅前のところで電

話とってもらってるんですけども、ちょっ

と、事務の方といいますか、電話をとって

いただける方が週４日の勤務ということに

なっておりましてね、ちょっと残りの３日

間の間はちょっと運転手の方がちょっと兼

用でとっているというような状況になって
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おりまして、ここにつきまして京都タクシ

ーさんのほうにも、いろいろ問合せをして

おるんですけど、今スタッフをですね、確

保するような取組で今ちょっとやってると

ころですというところで伺っておりますの

で、なるべく早く、そういった人材を確保

できるような形で、我々も協力できるとこ

ろはしていきたいと思っておりますし、そ

んな形でちょっとやっていきたいというふ

うに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

才脇です。 

デマンドタクシーとか、交通のこと、今

ちょっと言ったら話が長引き、言いたいこ

とはもういっぱいあるんですけど、デマン

ドタクシーこの前も電話しても出ませんで

した。それだけ言っときます。 

いいですか、変わって。 

とよのんＰＲ活動事業です。19 ページ、

説明資料 19 ページ。消耗品費というのは、

このピンバッチとか商品のことですかね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

はい。消耗品につきましてはとよのんグ

ッズの製作費用というふうになっておりま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  Ｔシャツなんか売れるかなと思うんです

ね。そしてこれね、特産品や観光資源等と

いう、これ観光とこれは連携しているんで

しょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

Ｔシャツにつきましては既に在庫がちょ

っと不足を今してきておりまして、それの

補充というところでさせていただきたいな

というふうに考えておるところでございま

す。 

特産品や観光資源等というとこなんです

けども、このとよのんのキャラクターをで

すね、いろんな媒体であるとか、いろんな

イベントであるとかそういうところでＰＲ

するというところの連携というふうに考え

ておりまして、例えばそのパンフレットの

中にとよのんのイラスト入れるとかですね、

そういった連携というところの意味合いで

ございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

私とよのん大好き、ものすごいファンな

んですけどね、Ｔシャツを何枚つくって去

年ね、前年。何枚つくって何枚売れて何枚

余ってるんですかね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

すいません。とよのんのＴシャツにつき

まして昨年度は製作は追加製作はしており

ませんで、すいません、ちょっと今在庫の

数のどれぐらい残っているかというところ

につきましてちょっと今数字をすいません、

持ち合わせておりませんので、ちょっと確

認をさせていただきたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

これはもうちゃんと吟味してね、このキ

ャラクターのグッズは、吟味して調査して
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つくってほしいと思います。可愛いですか

ら、とよのんは。 

それと、いいですかね。 

18 ページ、説明資料の万博、デジタルス

タンプラリー58 万 5,000 円。これ、北摂と

連携すると言ってますけど、例えばどんな

ことをするんですかね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

この北摂の自治体連携につきましては令

和６年度に詳細を詰めていくというような

形になっとるんですけども、方向としては

デジタルスタンプラリーのようなものをし

ていこうかというところでございます。 

万博自体が 2025 年４月からということで

令和７年度入ります。もうすぐ始まるとい

うところである程度令和６年度の中でやっ

ていくんですけども、今考えてますのはシ

ステム関係、例えばスマートフォンを使っ

たスタンプラリーですとか、そういった内

容になってくるのではないかなというなと

ころで検討するところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

そしたら誘客するということですね、豊

能町は積極的に。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

万博という大きなイベントでございます

ので、そういった機会、一つのいい機会だ

なと思ってとらえておりますので、できる

だけ豊能町のことを知ってもらうという取

組にしたいなと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

一般質問でも言いましたけどこれ高山右

近、これクリスチャンが 23 億、24 億います。 

これをしっかりね、してもらったらいい

と思うんですが、もうはっきり言うてくだ

さい、もう時間ないですからね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

こちらの観光にも絡んでくるというふう

に思いますので、関係部署と連携しながら

進めていきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

高尾です。よろしくお願いします。 

説明資料の 22 ページなんですが、先ほど

デマンドタクシーを検証が終わって、また

５年度の分を進めるということですけれど

も、東西、東地域のほうは今回試験的にす

るとかそういうのは一切ないのでしょうか、

お聞きしたい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

今回の予算の中でですね、東地区での実

証といいますか運行の経費については含ん

ではおりません。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○総合政策課長（田中久志君） 

デマンドタクシーを利用しなさいという

ことですねそれでは。その点確認します。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

路線バスを含めた、デマンドタクシーも

含めてなんですけども、既存の公共交通と

いうところでですね、ネットワークのほう

で対応していくというところになっており

ます。以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

このデマンドタクシーの 600 万円ってい

うのは、それを利用可能なところの見込み

で算定しておられるということでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

デマンドタクシー600 万円の補助金につき

ましてはこれは東地区だけではございませ

んで、西も東西もというところで全体含め

たところでございます。 

これまでの実績にある程度基づいた金額

ということになっておりますので、こちら

のほうで対応していきたいというふうに考

えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

なかなかタクシーで 3,400 円ぐらいにな

って 400 円は自己負担、3,000 円は町が負担

するという、そういう仕組みだと思うんで

すけれども、なかなか使い勝手が苦しい状

態ですね、使うほうは。タクシーで 3,000

円の負担を、税金でしていただくいうそう

いう格好になるのでね、その点をやはり、

もっと、民間的に利用できるような、そう

いう方向でぜひ何かつくってもらいたいと

思うんですけどね。 

これは予算ですので 600 万円、この令和

５年度と同じように、進められるというこ

となんですね。 

これは、要望になりますが、東西のほう

もぜひお願いしたいと思います。東西を利

用できるような格好での、交通ですねお願

いしたいと思うんです。 

あと万博のところなんですけどね、私は

万博は反対、一般質問でも言いましたけど

も、やはりここはもう湯水のようにお金が

使われてる、自治体負担も増えてくるんじ

ゃないかなという懸念があるんですけど、

今この範囲で 58 万 5,000 円、これが、いろ

いろグッズっていうことなんですけれども、

これをどのようにね、活用するいうような

方向なのかちょっとお聞きいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

共同製作というところで北摂の７市三町

でですね、何とか機運を盛り上げていこう

というところで今取組を進めているという

とこなんですけども、せっかくの機会です

ので、単独で、自治体で取組むよりも、大

阪府といいますか北摂の自治体で取組むこ

とってスケールメリットもあるのではない

かというところで、一応例えば北摂版の何

か冊子ですとか、例えば人来てもらえるよ

うな何か小冊子をつくったりとか、あとこ

れもちょっと先日も全協でも申し上げたか

もわかりませんけど、特産品なんかをそれ

ぞれ詰め合わせました北摂の北摂弁当とい

ったものですね、そういったものが今候補

として挙がっているということでございま

すので、何かそういう一つきっかけにしま

して、北摂のほうの地域に人を呼び込んで

くるようなものにしたいなというふうに考
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えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

こういう場合、とよのんですね、そうい

う利用も十分考えておられるのかどうかそ

の辺をお聞きします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

とよのんにつきましてはもう私どももも

うこれは絶好の機会と思っておりまして、

実は今年度も 500 日前イベントというのが

吹田の万博公園のほうであったんですけど

も、そこでもうとよのんのほう一緒に行き

まして、ＰＲをしてきたところでございま

す。 

これは引き続き来年度につきましてもや

っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ちょっとたくさんあるんですけれど、20

ページの１、地域活性化事業の１番上の住

まいの相談窓口なんですけれど、不動産屋

さんみたいな仕事をなさってるような気が

するんですけどね。 

スマホやパソコンで新光風台、スペース、

不動産って出た画像検索したら、いっぱい

10 件ぐらい出てくるんですね。この町の事

業にする必要があるのかっていうんです。

本当に家探そうと思ったら、豊能町のホー

ムページもわかりにくいし、わざわざ豊能

町のホームページを検索して家探すとかっ

ていう人私は１人もいないと思うんです。

ホームページすら、私たちだってちゃんと

開けられへんからね。 

住まいの相談窓口でやっている事業を理

解されているんですか、実績が上がってい

るんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

町の施策としてといいますか町の事業で

やっていく必要があるのかというところで

ございますけども、我々としましてはでき

る限り子育て世代、若年層が生産年齢人口

が流出が顕著というところがあるので、そ

こを何とか呼び込みたいというところでで

すね、確かに来てもらうのは不動産屋さん

は物件たくさんお持ちですので物件を紹介

していくというとこは当然不動産屋さんの

カテゴリーかなと思ってるんすけど、それ

だけではやっぱり来ていただけないのかな。 

町としては町の魅力を発信するであったり

とか、そういったところでやっぱ連携する

必要があるのかなというところを思ってお

りまして、なのでそういったところを含め

て町内のＮＰＯと今連携をしてやっている

ということでございます。 

実績としましては、今大体毎年、空き家

バンクといいますか空き家バンクとのマッ

チング件数は大体６件、５件から６件ぐら

いの実績となっております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

実際に草ぼうぼうのところをね見に来て

もらって、草刈りの人につないでもらった

ということは、近くで見ています。 

  豊能の魅力をアピールするということで、

３番目の地域の魅力創出事業の地域おこし

協力隊の活動ということですけれど、広報

とよのの５月号にこうやって宣伝をされて
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いましたけど、この方もいらっしゃらない

ということなんですけども、いらっしゃら

なくなった理由を、理由を追求したら、こ

の町には必要かどうかわかるんじゃないか

なと思うんですね。 

私は、外から来はった人がものすごいお

友達がおってね。ばーっと引っ越してきて

くれはると勝手に思ってたんですね。 

そういうお友達私をいるけども、この年

だったら引っ越してきていらんし、そうい

うための人じゃなかったんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

第１号の豊能町の地域おこし協力隊、実

は前年 10 月で退職ということになりました。 

いろいろ御本人さんともいろいろお話を

させてもらってたんですけども、最後は御

自身の達成したいことというか、やりたい

ことがちょっと豊能町では難しいというよ

うなことをお聞きしたところでございます。 

地域おこし協力隊の受入れなんですけど

も、これ国の制度、総務省の制度でござい

まして、全国の自治体でも多数受入れてい

るという実績がございます。目的としては

都市部のほうから人材を流入させまして、

地域課題の解決を図ったりとか、最終的に

は定住につなげていくという制度でござい

まして、なるべく若い世代に来ていただく

という部分ではですね、豊能町にもマッチ

するのではないかと。 

ただ来てもらって、そこで何をしてもら

うのかであったりとか、最終的にその人が

どういうことをここでしたいのかというと

ころがやっぱり大事になってくるかと思い

ますので、そこは募集するにあたってです

ね、しっかり練っていきたいなというふう

には考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そんなに志高い人が来てくれると思わな

いんですけど、引っ越してもらって、お友

達が引っ越してもらって、ただ、お勤めじ

ゃ駄目なんですか。 

若い人が若い人を呼び込むためのこの人

なんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

地域おこし協力隊なので、来て引っ越し

てきてそこでどこかの企業に勤めるという

だけではやっぱりそこは制度の目的には合

わないのかなと思っておりまして、その方

が豊能町で自分の特技とか強みとかそうい

ったものを活かして、地域といろんな関係

をつくっていってそこで新しいことをやっ

ていくというのが本来のといいますか正し

い姿なのかなと思っておりますので、単に

引っ越ししてきて、そこで何か勤めてって

いうところではなくて、ここで何か自分の

力、特技を活かしてもらうというのは大事

かなと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

昨年度はね、株式会社能勢・豊能まちづ

くりとの協働っていう仕事もされるような

形だったんですけど今年度は違うんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

内容に関しましては新電力の業務に限ら

ずですね、例えば移住に関することとかで

すね、そういったこと、柔軟に動いてもら
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えたらなというふうに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

外から来てね、そんなことできるかなと

思って、今町を見ていますとね、花さんぽ、

ＷＥマーケット。大体感じ３人ぐらいは同

じかなと思って。そしてそこにいてはる会

計年度任用職員のとよのんのフェイスブッ

クしてる人は、とよの大好きというフェイ

スブックをされていて、私も載せてもらっ

て、吹田や茨木、箕面森町、箕面の町から

も私とこの活動に来ていただいているんで

すねその宣伝で。私の管理している夢ラボ

のフェイスブックよりもずっとお友達が多

いんです。 

そういう人でいいんじゃないんですか。

わざわざ外から来てもらわなくっても、豊

能町にはすばらしい人材がいるんですけど、

これは国の施策で絶対にやらなあかんので

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

国の制度ではありますけどもこれ絶対に

やらなあかんわけではございません。 

ただ、こういった制度を活用して地域の

もちろん今までから地域の中で活動されて

いる方たちは当然それはすばらしい活動さ

れてますし大事にしたいなと思っておりま

すけども、そこと外とのつながりといいま

すか、そこで何て言いますか、新陳代謝と

いうか、そういったものが生まれてくるの

ではないかというふうに考えますので、新

たなプラスアルファの施策として、それは

それでやっていきたいという考えでござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野議員。 

○委員（管野英美子君） 

 それと総括質疑でね、副町長の言葉です

ね、町内で活動していただく活動団体と連

携してブランディングとおっしゃるんです

けど、活動団体との連携っていう意味が私

には理解できないんです。 

 説明いただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

この地域おこし協力隊なんですけども、

最終的には定住をしていただくというとこ

ろまでが目的といいますか目標にありまし

て、ただ来てすぐなかなかその自分の特技

なんかできないというところもあります。 

大体３年間を来ていただいてから３年間

を目標に定住してもらうというのを見込ん

でおります。 

活動団体との連携といいますのは、例え

ば来られましたと。１年目っていうのはや

っぱり豊能町のこととか何もまだわからな

いので、地域で活動されておられる団体と

か人とかとつながりを持ってもらって、ま

ずは豊能町のことを知ってもらおうという

考えがございまして、その意味で活動団体

との連携というようなところで考えておる

ところです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

過疎地に指定されてね私たちにはもう時

間がないと思ってるんですね、ごめんなさ

い、私も年っていってるからそう思ってる

んかもしれませんけどね。 

わざわざこの１年でつながってもらって

と言われますけど、私も悪かったと思うん

ですけど、ハニタスラボへ行ったことない
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この人とお話しすればよかったなと秋元議

員は行かれたそうなんですけどね。 

私も悪かったと思いますけど、この方も

気の毒やったんじゃないかなと思うんです。

そんなすごい人が来てくださるんですかね、

何か当てはあるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

まだ当てというのはございませんで、こ

れから募集をしていくと。 

ただその募集をしていく中で何とか豊能

町の魅力なんかもお伝えしながらですね、

本当に合う方に来ていただけるような努力

をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

もう１点、地域活性化で民間人を起用と

いうことなんですけれども、この方もまた

豊能町で雇用するという形なんですか。

1,360 万なんですけど、もう少し詳しくお答

えいただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。松本でございます。 

こちらについては町の職員として雇用す

るということではございません。 

その身分は民間のところにいらっしゃる

ままで、豊能町のほうに来ていただいて、

活動していただくということになります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

民間の会社に勤めながら、こっちの仕事

をしていただく。民間の会社は休職という

形で来てもらうんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

休職ではないです。民間にいらっしゃり

ながら豊能町のほうにお越しいただくのは、

豊能町の開庁している日の半分以上は来る

ことという決まりがありますので、半分以

上お越しいただいて豊能町で活動していた

だくということになります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

民間の企業に勤めながら、半分はこっち

に来るっていう、そういう会社があるんで

すね。もう当てはあるんですね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。こちらからお示ししましたそうい

う半分以上来ていただくとか、いろいろな

お話をする中でですね、お越しいただける

ところを探していくということになります。 

以前、私阪急グループっていう言葉を出

したことがあると思うんですけれども、こ

れまで大阪スマートシティーパートナーズ

フォーラムっていうところは民間とマッチ

ングをしていただけるっていうお話もした

ことあると思うんですけれども、ここで阪

急の方と名刺交換をしたというところから

ですね、今までになかった公民での意見交

換ができるっていう機会がこれまでにあり

ました。 

その中の阪急グループの中でですね、エ

イチ・ツー・オーリテイリングっていうと

ころがあるんですが、そこを初めとして株

式会社阪急阪神百貨店ですとか、あとはイ

ズミヤ株式会社、それから株式会社阪急オ

アシスですね、この辺りの社員の方との意
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見交換とかもしておりますので、阪急グル

ープ、これを阪急グループという意味で伝

えたんですけれども、その中から豊能町の

ことをよく知っていただいてる民間の方と

一緒に活動していくというイメージを持っ

ております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

もし阪急の社員さんが来てくださった、

その方は阪急からも給与をもらって、ここ

の 1,300 万、これはそのままこの人の給料

じゃないと思いますけど、もらえるんです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

この負担金っていうのは、会社側にお渡

しをする負担金になりますので、その来て

いただいてる方はいらっしゃる身分を置い

た会社からお給料もらわれてる形になりま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

企業に 1,360 万渡して、企業からその人

はお給料をもらう、そんなにたくさん払わ

なあかんのですね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

この予算の中での想定ですね、お越しい

ただく方を２人という形で今考えておりま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これで何してくれはるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

こちらについてはこちらにも書いている

んですけれども、妙見口駅前ですね、リフ

ト、ケーブルがなくなったことによってお

越しになられる方が減っている、その部分

で、何とか妙見口の活性化をしなければい

けないのではないかっていうのは能勢電鉄

との意見交換の中でも出てきておりますの

で、こちらに注力を注いでいただくつもり

でお願いしようと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

何か脅迫関連かなと思ったりしてね、そ

の人ら雇ったらとりあえず能勢電命拾いす

るんかなあって、そういうふうにね意地悪

やからそういうふうに、そしたらええやん

って、今ちょっと思ったんですけどね。 

妙見口の活性化っていうのを、その人に

担う。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

この方来ていただく２名がですね、それ

が全てができるものとは思っていません。 

まずはその妙見口でですね、以前から活

動していただいてる花折街道で、にぎやか

なときがあったと思います。それを復活さ

せるというイメージでお話ししたらいいん

でしょうか。その地域の方と一緒にですね、

妙見口の駅をこれからまた復活させていく。 

 初谷川の辺りのお話も住民の方と話をし

てますと、来ていただくのは来ていただき

たい。だけれども、車で乗り入れるという

ようなところで、地域としては困っている、

そういう双方ですね、うまくメリット、デ

メリットをですね、整理しながら、民間の

方っていうのはいろいろなノウハウってい
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うのをお持ちですので、それを入れながら

地域の方と一緒にしていく、そこに行政も

関わっていくというイメージしてますので、

来られたこのお二人がですね、魔法のよう

に妙見口の活性化をしていただく、そうい

うイメージじゃなくて、つくり上げていく

というそういうふうに思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この内訳の中でにぎわいっていうので 50

万、このお金で事業をされるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

この 50 万円の分につきましては、今年度

新規事業で立ち上げましたにぎわい事業補

助金といいまして、地域の団体さんそれか

ら地域の方々が、自分たちでイベントとか

をやる場合に、補助しますよということで

上限５万円、１件５万円なんですけどね、

５万掛け 10 件ということで 50 万円予算措

置させていただいているというもので、こ

れはだから起業人とは全く関係ない別のも

のでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

何かお金かかるような事業がありました

らどこから出すんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。今回この内訳として考えておりま

すのは、お二人来ていただく、その費用に

ついては 560 万円を考えております。これ

は特交、特別交付税の措置が 550 万円まで

上限でございますので、この 550 万円掛け

る２人分ということで、これを人件費とい

いますかその部分に充てようと思っており

ます。 

残りの 240 万円というのが、今御質問ご

ざいましたいろいろな事業、取り組んでい

ただくために使っていただく費用というふ

うに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この項はわかりました。 

一つ戻って２番目の協働による魅力発信

事業でトヨノノレポーターの自主活動を支

援しとありますけれど、トヨノノレポータ

ーは、誰に向けて発信してるんですか、私

も時々見るんですけど、５人ぐらいしかや

ってはれへんのちゃうかなと思ったりする

んですね。 

ときわさんととよレポみほさんと、がわ

ちゃんはわかるんですけどね、20 人ほどい

らっしゃるのに、何も発信されないことが

ちょっと寂しいんですけど。 

その辺りの活動状況はどうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

トヨノノレポーターの事務局的な要素を

担っていただいてる、とよのていねいさん

のほうともいろいろ定期的に打合せさせて

もらっておりまして、今、委員おっしゃっ

たようにですね、特定の人が発信している、

もう少しレポーターさんは多いのに発信で

きてる人は特定されているというようなと

ころでそこの課題感というのは非常に聞い

ておるところでございます。で 

何でじゃあその発信ができてないのかな

あというところで、もう少し町のほうから

も、例えばその町のイベントなんかの情報
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をレポーターさんのほうに、例えば渡して

いって、こんなイベントがあるから１回取

材してもらえませんかみたいな、そんなこ

とについて今年度もやりましたし、またや

っぱりフィードバックというかちょっとや

りがいみたいなところが段々落ちてきてい

るのかなというのもありまして、そこを何

とかこうつくってあげたいねというところ

で、今回のちょっと予算の中でですね、そ

の辺のＰＲも強化したいなというところで、

例えばなんですけども広報の同配として、

例えばその活動の内容なんかをチラシをつ

くってですね、広報で入れると。そしたら

広報、住民の方にも目に届きますし、やっ

てる方のやりがいにもつながるんではない

かというところでそんな活動もしたいなと

考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

思い出しました。図書館で１度、活動を

貼ってはりましたね。 

１個聞くのを忘れましたけど、地域おこ

し協力隊というの、外から絶対呼ばなあか

んのですか。 

先ほども言いましたように花さんぽ、Ｗ

Ｅマーケット、あの人たちにね、こうやっ

て報酬をあげて、やったほうが、豊能の魅

力は発信できるんじゃないですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

確かにその花さんぽであるとか、そうい

ったところの団体さん、本当にいろいろ、

本当に発信していただいてるので、もう本

当に町が発信できてないところも発信して

いただいているので、そこはすごくありが

たいなと思っておりまして、いろんなイベ

ントなんかにも町も協賛させていただいて

おるところもございますし、そこは連携し

て引き続きやっていきたいと思っておりま

す。 

やっぱり先ほど言いましたけども、中だ

けじゃなくて、やっぱり外から新たな人に

入ってきてもらうところがこの地域おこし

協力隊のポイントかなと思っておりますの

で、そこもちょっと並行してといいますか

あわせてやっていきたいというところが考

えでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

これまで出てる中でちょっと補足の質問

みたいになるんですけど、まずデマンドタ

クシー、電話出ないなんてあり得ないです

よ。事業をして１度出なかったら次離れる

っていうことを考えないと。常に出るって

いう体制で準備ができてから事業というの

は進めないと。準備ができてないから出な

いときもあります。たまに出ます。１回出

ないときに当たったら、もうその事業信用

ないですよ。 

そこはちゃんとすぐにでも押さえないと、

今こうやって車乗りながらでもちょっと横

に止めて、ウインカーも使って電話出るこ

とできるわけですよね。運転士でも。 

それ出ないっていうことが１件でもあっ

ちゃ駄目なんですよ。それは何人もが離れ

るということなんで、そんならやめた方が、

それが準備ができるまでしないほうがいい

です。 

それととどのつまり、もうアイデアない

んでしょう。何かもう、他市町村の人にい

ろいろ頼るような形の事業ばっかりですよ

ね。やっぱり地域である程度イメージ持っ

てます、何か、何か来てもらったら魅力出

してもらえるっていう、そんな感じのばっ
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かりなんですよね。 

とりあえず他市町村に住んでる人たちが

豊能町に入ってきてもらったら、こんなこ

とできるんじゃないですかっていう提案を

してもらえるっていうすごい期待ばっかり

を豊能町に住んでない人に求めている。 

やっぱりある程度、妙見口の駅前の開発

であっても、ある程度イメージを膨らまし

ておかないと、民間の持ってるノウハウは

一から生み出すことじゃないですよ。 

いろんなイメージがあった中でそれを解

決する手段をいろいろ持っているというこ

とです。 

何もない中で、ねえ、魅力を発信探して

くださいと言っても出てきませんよそれは。

それは、やはり地域で住まれている人が一

番よく知っている。 

そこである程度こういうものが足りない

からこういうものをしてもらいたいってい

うのがある程度見つかった段階で、民間の

ノウハウを入れると、それが現実になって

いくんですよ。何か豊能町の場合、もうそ

の手前のところから、それはもう住まない

と、住んで豊能町のことを知らないとなか

なか出てこないところまで民間に頼ろうと

しているのが地域おこし協力隊であり、阪

急バスのエイチ・ツー・オーリテイリング

に支払う人件費みたいなものもそれも同じ

なのかなと思うんですけど、もう少し練っ

てから、予算化されないとしんどいかと思

いますよ。 

それととよのん、うまくいってるのはい

いんですよ。毎回つくるのはいいんですよ。 

どうだったんですか、その報告をしないと。 

事業をするなら。 

 よく有名チェーン店なんか、1,000 ぐらい

のアイデアが出てきてそれで採用されるの

は、数十種類って言われるんですよ。それ

はなぜかっていうと、出したものを失敗し

たら困るからです。 

何かそこへの今回定規つくります、何つ

くります。どれくらいの中から練ってそれ

を出したんですか。それだったら、もうＴ

シャツだけにしたほうがいいんですよ。そ

れがすごい 100 何種類あった中で、それを

選びましたっていうならわかるよ。そして

今までつくった事業がどれだけグッズがど

れだけ売れてるかっていうのを精査してい

かないと、つくりっ放しで終わってるもん

ないですか。 

もうちょっとそこら辺、事業をするんで

あれば、そういうところを押さえていかな

いと。 

まずここら辺をちょっとお聞かせいただ

けますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

すいません。何点かいろいろ御意見いた

だきました。 

まず１点目なんですけども、デマンドタ

クシーの件でございます。これについては

今日に限らず、以前も才脇委員とか、いろ

いろな委員から電話してもつながらへんや

んけと、こういう御指摘いただきまして、

その際我々のほうも、それは非常に具合の

悪いことだということ認識しております当

然。京都タクシーのほうと話をさせていた

だいております。 

京タクのほうもそこは申し訳なかったと

いうことで、運転者がとれないときには本

社のほうで、営業所のほうにも人がいてな

いときには本社のほうで対応いただけると

いうようなことを聞いておるんですけども、

それでもまだなおかつ今おっしゃってるよ

うなことでつながらないということをまた

我々お伺いしましたので、これについては

さらに、京都タクシーのほうと協議いたし
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まして、つながらないことがないいうこと

を当然、当然我々もそう思っておりますの

でそこんところは十分わきまえたうえで、

改めて京都タクシーのほうとは交渉してい

きたいというふうに思います。 

またつながらないということがございま

したらまた御指摘いただきましたら、さら

にまた京都タクシーと協議してまいります

ので、その点よろしくお願いしたいと思い

ます。 

それとあと、地域の魅力創出事業の件で

ございます。これ我々、過去にも妙見口の

駅前のついては、職員の中でいろいろ検討

したこともございました。それも踏まえて、

今回また改めてエキスを、あるいは阪急グ

ループのほうと連携しながらやっていきた

いというふうに思っております。 

ただ、やみくもに、ここどうですかって

言ったところで民間というのはなかなかそ

の構想っていうんですかね、町の、永並議

長がおっしゃってられるように町の考え方

っていうんですか、そこがないとなかなか

企業さんというのはこっちのほうに向いて

いただけないということもございますので、

私申し上げました過去に職員のほうで練っ

たものプラス、今回、民間企業の方にお越

しいただいてるものとあわせてですね妙見

口のあの辺りをどう町として今後整備して

いくのか、どういう考え方であそこの辺り

をにぎわいをつくっていくのかっていうの

は、町の方針としてまとめたいということ

で、このエイチ・ツー・オーであり地域お

こし協力隊の方もどこまで力御協力いただ

けるのかわかりませんけども、その方の協

力いただきながらですね、町としてどうし

ていくのかっていうところは当然考えてい

きたいというふうに思っております。 

また議会にも、その都度ですね、今こう

いう形で進めさせていただきますというこ

とも御報告をさせていただきたいと思って

おります。 

あと、とよのんのＰＲの件でございます

が、今何がどんだけ売れてんねんというと

ころはちょっと把握できてないというのは

大変申し訳ないと思っております。今、こ

こでお答えできないというとこで申し訳な

いと思っておりますという意味で申し上げ

ております。今何個売れてるのは当然わか

っておりますので、そこんところは今お答

えできないということで申し上げてるだけ

でございます。 

全く売れないものについて我々はこれ消

耗品で予算を組むという気はありませんの

で、そこんところは、総量と需要と供給を

見ながら、何が一番費用対効果があるのか

というところは見極めながらですね、この

予算執行というのを行っていきたいという

ふうに思っておりますのでよろしくお願い

いたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

皆さんいっぱいいっぱい質問されるから

私もしたいんですけどちょっと忘れてしま

いますような、交通です。 

今の電話がつながらない、これ本当事実

で、もうとても困ってます。 

そして、何か言うたら町は阪急バスを守

らなあかん公共交通守らなあかんと言って

ますけど、空白時間帯のことを言ってるん

ですよね。それをどないかしてほしいって

言ってるんですよ。阪急バスが通ってる時

間は、それに合わせて乗るんですよ。でも

それはその時間が間隔が長い。もう百も承

知やと思いますけどそれを言ってるんです

よ。 

この前も、つながれへんけどって連絡あ

りました。私に電話あります。荷物がいっ
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ぱいやねん。私も今そのときは車の事情が

１台がなかったから、その人を助けてあげ

られへんかったですわ。そしたら裏から行

くかとなったんですよ。ある昔農園してた

今ちょっとややこしいところ。そしたら割

と切畑からやったら早く行ける。しかし熊

とか動物が出たらどうするのってそういう

ことはやったらあきませんということで。

もうそういう状態なんです。 

高山とかやったらどうします、歩道もな

い。切畑の奥やったら、大丸から向こう、

歩道がないですよ。本当にそれこれ真剣に

考えてほしい。 

モビリティですね、これは国家デジ田事

業、これは、西地区でするって言うて事業

費を置いてますけど、東地区の変更はでき

ないんですか。 

ちょっとぐらい４台のうち１台はこっち

ちょっと回したろかとか、そういうことで

きないんですか。こんだけやいやい交通の

ことを毎回毎回言わせてもらってますけど。 

これ一遍に言うたら、とりあえず一偏に

でいいですか。 

はい。お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

今東地区のデマンドタクシーの御利用状

況を申し上げますと、１か月に５名程度と

いうことになっております。 

確かに路線バスのない時間帯をどうする

のかというところにつきましては、今公共

交通計画のほうの策定も進めておりまして

その中でですね、利便性の高いネットワー

クをつくっていくという考え方のもとで、

今やっておるというところでございます。 

ＡＩオンデマンドにつきましてはデジ田

事業で、西地区を対象に実証運行をやった

ところなんですけども、令和６年度につき

ましても、その検証というところがござい

ますので、この予算の中ではすいません、

西地区の部分しか入っていません。東地区

のほうに持ってくるというな予算ではござ

いませんので、西地区の中での検証を引き

続き行うというところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

松本です。補足させていただきます。 

東のデマンドタクシーについてはですね、

地域公共交通の維持の事業のところで 600

万組んでおります。 

東については今デマンドタクシーが走っ

ている状態ではあるんですが、一方電話が

つながりにくいという部分は改善していか

ないとということは御指摘いただきまして

認識しております。 

ただもう一つ町政懇談会と伺ったときに

ですね、デマンドタクシーを御存じなくて、

非常に移動が不便になってきているんだっ

ていうような御意見もあったっていうとこ

ろも旧村の中にはございましたので、デマ

ンドタクシーを周知するっていうのも一つ

必要であると思っておりますので、デマン

ドタクシーという乗り物がある、デマンド

タクシーを御利用いただく方、今５名と言

いましたけれどもそれを増やして、乗って

いただくということを進めながらですね、

今、才脇委員がおっしゃいましたその空白

の間ですね、ここをどううまくデマンドタ

クシーで、結節地点のところにつないでい

くかっていうことを考えていくということ

をしていく必要があると、そういうふうに

認識しております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 
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デマンドタクシー知ってる人でも、知っ

てる人が電話しても出ないんですよ。 

何を今言われた私、違うでしょ。デマン

ドタクシーを知らない人が多い、知ってる

人でも電話出ないでしょう、そしたら知っ

てたらどうなるんですか皆さん。 

東 1,500 人、これみんなデマンドタクシ

ー知ってたらどうするんですか。 

今屁理屈言われたのかな。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

大変申し訳ございません、屁理屈を言っ

たつもりはなくてですね、これから私たち

がしないといけないことは二つあるという

ふうに考えております。 

その一つがデマンドタクシーを御存じな

くて、移動に御不便を思われている方に、

デマンドタクシーをもっとさらに周知して

いく必要がある。そうするともっと電話が

かかってくるでしょうというお話だと思う

んですけれども、そこのところについては

京都タクシーとですね、どのようにその辺

りは整理していくかっていう、そういう必

要性はあるというふうに思っておりますの

で、二つ、今後デマンドタクシーについて

はしていくことがあるとこのように御説明

したつもりでおりました。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

そのデマンドタクシーは今ちょっと置い

ときます。 

そして、去年までまちづくりですね、こ

れやることね多過ぎてるんですよ。多過ぎ

て雑多になってるんですよね。 

この地域おこし、都会から来られました。 

どこに住めるんかなと思ったら、申し訳な

いで新興住宅地でした。ここまで来るのに、

423 を使ってこんな田舎こんなのどかなとこ

ろに、私たちは住めるんや家族が住めるん

やと思ったら、住宅地でしたということで

すね。 

何かにつけて私、このデジタルも思うん

ですけど、やることはいっぱいあり過ぎて、

頑張っておられるのはものすごくわかりま

す。でも、持ち過ぎ。全然丁寧な仕事され

てないと思うんですよね。 

何しかこの今月までに何とかおてつたび

のこの人数を確保せなあかん、パッパパッ

パとされる。受けた側は、大変な状況やけ

ど、町のために、まちづくりのためにやろ

うと思ってもそのまま。その気持ちは全然

わかっておられないと思います。全てに対

してそうなんですよ、きっと。だからこの

地域おこしのこと来られたけど、ほったら

かしにされて、知らない土地から豊能町に

来て、だから逃げていってしまう、また同

じような繰り返しですわ。 

やり過ぎなんです何でもかんでも。一つ

のことを丁寧にできない。違いますかね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

答弁いいですか。 

（「答弁はいいです」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに、ほかの委員の方。 

寺脇議員。 

○委員（寺脇直子君） 

18 ページのちょっと確認したいんですけ

れどもスマート推進事業、これモビリティ

と見守りだけ載ってるんですけど、ほかの

事業は今どういう状況になってますでしょ

う。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課の田中です。 

今回の、令和６年度の予算につきまして
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計上させいただいておりますのは、令和５

年度に予算をお認めいただいてやっており

ますモビリティとヘルスケアと見守りのこ

の３事業でございます。 

ヘルスケア事業につきましては健康増進

課のほうの所管の予算のほうで計上させて

いただいております。 

残りの５サービスについては予算のほう

は計上しておりません。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  いいですか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

もう１点さっきからモビリティですね。 

これは、この予算っていうのは、もう今

回についてはもうデータ連携とか検証に限

ってで、運行っていうのはされないのかそ

ういう話が出てるかどうかっていう、お伺

いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課の田中です。 

今回のこの 914 万 6,000 円のモビリティ

についてはシステム利用に係る分でござい

ます、データ連携等に係る予算でございま

す。 

運行に係る部分につきましては令和４年

度、５年度は協議会という３者協議会とい

う形でですね、運行主体を、町と阪急バス

さんと京タクさんと３者で協議会をつくり

ましてですね、そこに負担金という形で運

行経費についても予算を組んでおったんで

すけども、そちらにつきましては令和６年

度はもう協議会形式ではなくって、阪急バ

スの中の阪急バスいいますか交通事業者の

運行の中でやっていくというところでござ

いますので、この協議会負担金については

もう計上していないというところでござい

ます。 

なので公共交通のほうの事業の 3,500 万

円の補助金ございますけども、そちらのほ

うに溶け込んでるというようなことでござ

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そしたら、ハニタス、令和６年秋頃から

運行されるときには、豊能西線の 3,500 万

円のうちで運行されるということは先ほど

聞きましたけれど、京都タクシーさんの費

用はどうされるんですか。 

その中から、阪急さんが京都タクシーさ

んに渡すんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

そうですね、その運行に係る部分でもし、

もしといいますか阪急バスさんが、京都タ

クシーさんのほうに頼まはった分につきま

してはもうそれ阪急さんのほうから支払っ

ていただくというとこで町から京都タクシ

ーに支払うとか、そういうことはございま

せんので。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

例えば４号車を予約したら、阪急バスさ

んが京都タクシーさんにお支払いするんで

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

はい、委員のおっしゃるとおりそのよう

な認識でおります。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

先ほどの地域おこし協力隊なんですけど、

株式会社能勢・豊能まちづくりとの協働を

されるのかというのと、能勢豊能ニュース

か何かに能勢のことばっかり載ってる、そ

れでも手伝うんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

地域おこし協力隊につきましては当然新

電力会社としてのまちづくりとの連携とい

うのも、一部入ってくるかと思いますけど

もそこに限っているわけではございません

ので、広くその地域、先ほど一つの例とし

て申し上げた例えば移住に関することです

とか、そういったことを、例えばですけど

も、空き家バンクの、もう少しこう見てい

ただきたいなと思ってもらえるような例え

ば何かこうＳＮＳの発信であったりとか、

そういうふうなこともやっていただきたい

と思っております。あくまでも新電力にこ

だわってるものではございません。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ここで暫時休憩いたします。 

再開はこの時計で 11 時 30 分といたしま

すのでよろしくお願いいたします。 

  （午前 11時 19分 休憩） 

  （午前 11時 30分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

質問をよろしくお願いします。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

もとに戻ります。もとに戻りますが、先

ほどの地域おこし協力隊ですけど、これは

人選の失敗やったんですか、それとも任期

満了で、終わったのか。お伺いします。 

定住されなかった理由です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

前の地域おこし協力隊なんですけども、

これは任期満了ではございませんで、任期

の途中、約１年間、務めていただいたんで

すけども、１年で退職をされたということ

でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい。ほかに。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

理由は。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

理由はというところでいろいろ意見交換

のほうもさせていただいたんですけど、御

本人にはいろんな考え方があるというふう

には想像しておるんですけども、最終的に

は御自身の達成したいということが豊能町

では難しいというようなことでお聞きをし

ておりました。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

全然別のことなんですけれど、先ほど人

件費のことを報告いただきましたけれど、

学校の職員で授業に必要な先生編成で、町

費で賄わなければいけない先生の数、金額

もわかりましたら、勤務状況もわかりまし

たらお答えください。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

現在令和５年度ですね、５年度中に任用

している教科を担当していただいてる先生

は、東能勢中学校にお二人いらっしゃいま

す。 

来年度はですね、同じく東能勢中学校に、

３名分の予算を計上しておりまして、経費

としましては約 200 万円を予定しておりま

す。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それは大阪府の教育委員会からいただけ

ない人なんですか。 

どういう教科で何時間働かれるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

来年度予定しておりますのが、査定の中

で聞いてる話ということで御理解いただき

たいんですけども、週 10 時間の非常勤講師

３名。科目としましては、美術、技術、家

庭科です。 

この３名ですけども、学級数によって算

定されます教職員定数、この配置だけでは

ですねどうしても小規模学校では教科担任

が不足するということで、教科を担当して

いただく先生ということで３名任用の予定

をしております 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そんなことをもっとしっかりね、小中一

貫教育、学校再配置の時に聞かなきゃいけ

なかったんですね。 

町費で賄うっていうことも加味して、学

校を残すか残さないか、そういう議論はな

されてなかったと思うんですね。 

あとで教育委員会のところで言わせてい

ただきますけれど、これは、小規模校だっ

たら先生がもらえないということなんです

か、大阪府の教育委員会から。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

実際のところはですね私もそこまで詳し

く把握してるわけではございませんが、話

を聞いてる中ではですね、学級数によって

教職員の定数が決まってくるということで

すので、東能勢中学校ですと今１学年１ク

ラスで３クラスですね。そこに支援学級を

含めて５クラスだと思うんですけども、そ

の数で配置がされると。 

ただ、中学校の場合はですね教科担任が

必要になってくるということですので、必

ず必要になってくる先生の数というのが、

どうしても小学校に比べると多いというこ

とでその定数だけではですね、その教科の

担任が賄えないというふうになっていると

いうふうに聞いております。 

ですので、小規模学校ですとこれ東能勢

中学校を小中一貫校にするからではなくで

すね、小規模学校では必ず起こっているよ

うな現象だというふうにはお聞きしており

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

どこの市町村も、そのように、そういう

学校ができたら統合って言わはると思いま

すけど、どこの市町村も同じように１クラ

スだったら、こういうことが起こりうると

いうことですね。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

おはようございます。総務部、入江です。 

私昨年は教育委員会おりましたので、知

ってる範囲で申し上げます。 

ちょっと細かいとこまでわからないんで

すが、各学年１クラス、例えば、東能勢中

学校でしたらもう、そのような状況になっ

てると思います。 

その学級数に応じて支援の学級もありま

すけど、定数配置がございますので、今福

本課長補佐が言いましたように、１クラス、

学年１クラス３クラスの普通学級でしたら、

全ての教科に１人、定数はありません。そ

れは事実でございます。 

なので、私が担当してたときは、例えば

勉強外の許可を大阪府にいただいて、例え

ば体育の先生は美術をやっていたとか、時

間は少ないですのでそれでも時間で回るん

ですね、そういう工夫をしながらやってい

ただいたんですがその方も定年になります

とそういう運用もなかなか府のほうが認め

ていただけない、正職でしたらいけるんで

すけど、それが時間講師では無理やという

ことで例えば今言ったような別で配置をし

ないといけないというような状況にありま

す。ほかにそういう方の先生がおれば別で

すけど。 

なので、なかなかそういう方の先生は少

のうございます。例えば技術とか、そうい

うなかなか技術局の先生が少なございます

ので、どこも取り合いという状況になって

おりましたので、その先生が２役やるよう

な状況がなかなか難しいなというそういう

状況を踏まえてですね、別で町費で少時間

ですけど見ていただけないかなというのは

人事に対してお願いしておりましたので、

今回もそのような状況になってるのかなと、

そのように思ってます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

何度も何度もすいませんけど 20 ページ、

21 ページなんですけどね、移住促進と企業、

これ移住促進を試みようって思って頑張っ

てはんのはものすごくわかるんですけどね、

この 360万とかこの地域おこしですよね。 

このお金を、モビリティのお金をこっち

持ってこい、持ってきたらどうかとかいう

たらそんなこと絶対できないですよね。こ

ういうお金を活用してね、交通のほうに持

っていったらいいん違いますか、そしたら

移住促進もできるんじゃないですか。 

そしてこの正規就労、そしてこれ移住、

大阪府以外ですよね。他府県ですよね。 

それもやっぱりホームページを見てくる

と思うんですけどホームページはもう、お

粗末なことをですし、空き家はいっぱいあ

るけど 890 件ぐらいありますけど全く住め

ない状態です。 

何もかもがね、中途半端な形なんですよ

ね豊能町。だから一つのことで一生懸命し

たら、全部こうつながっていくん違うかな

と思うんですけど、ちょっと何か知らんけ

ど、もう今、何か大きなこと言うてると思

いますけど。 

えーとね、地域就労できるような会社、

挙げれたらちょっと今、教えていただけま

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課の田中です。 

この移住就職等応援事業ということで 360

万円、これ新規事業で上げさせていただい

てるもんなんですけども、こういったこと
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を交通にも使ったらどうだというところで

して、今回この移住を移住と就職というの

を組み合わせた今回の事業になっておりま

して、特に交通に関しましては、本当にそ

の利用者が減っているだけではなくって、

最近その運転士が不足しているというとこ

ろで交通がなかなか維持できないという大

きな課題があるので、そこにもちょっと貢

献できるのではないかということで組み合

わせたような、体系にしております。 

例えばどんな企業だというところなんで

すけど、豊能町に本店だけではなくて支店

でも出張所でもあればですね、今回、そこ

に正規で就職していただければ加算金とい

う形で支給したいなというふうに考えてお

りますので、すぐ具体的な名前なかなか申

し上げられませんけども例えば商工会に加

盟しておられる企業さんでしたら今、確か

300 ぐらいあったかと思いますけども会員さ

んがですね、あったかと思いますけども、

そういったところでもいいのかなと思って

おりますし、特に介護事業者、それから交

通事業者に関しては、特に課題が大きいと

いうところもございますので、そういった

ところは特例加算ということでちょっと金

額をアップしているというような状況でご

ざいます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今商工会とおっしゃいましたけど商工会

の人とお話しできてますか、商工会の人は、

今これ社会保険料がすごく上がってるから

大変な状況、社長さんたちは大変な状況だ

と私この前、喋ったんですけど、そんなも

ん聞いてはります。 

それで、こういう豊能町のこの状態で、

正社員なんか雇える企業なんかありますか。 

商工会の人とお話はされたんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

なかなか各事業者さん、たくさんおられ

ますので個別とのお話ってのはできてませ

ん。 

商工会のほうとも具体的な事業の中身に

ついてはまだ、お話はできてないというと

ころなんですけども。そこについてはこれ

からもしやっていく中でですね、詰めては

いきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

絵に描いた餅ですやん、そやから。この

予算。こんなもんなんですかね、予算って

予算組みって。何も話もできてないのにこ

んなして、すらすらと仕事してますよみた

いなこと書いてますわ。 

私議員になってからそれをすごく感じる

んですけど、どうぞ次の質問でお願いしま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

19 ページのとよのんＰＲ活動事業で、こ

こで特産品や観光資源を内外に効果的かつ

積極的に発信するって、さっき何かＴシャ

ツとかいう話が出てたんですけど、例えば

隣の茨木市さんなんかの梅花女子大学がケ

ーキとかいろんな商品開発、これ産学連携

でやってるんですけど、そういう商品開発、

ケーキとかいろんなお菓子とかね、商品開

発、梅花女子大学やってるんですけど、ち

ょっと、豊能町はちょっと特産品がちょっ

と少ないんじゃないかなと思うんですが、

今後そういう産官学連携とかで商品開発と
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かいうことは、何か検討されてますでしょ

うか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

今具体的なところで商品開発というとこ

ろまでのところではないんですけども、た

だその商品開発をしようと思いますと町だ

けではなくって、実際にそれをつくってい

ただける、その事業所さんとか、そういっ

たところとの連携が必要かなと思っており

ますので、ただＰＲしていくには、非常に

効果的だと思いますので、そこについては

そういうところも探していきながら、可能

であればやっていきたいなと思っておりま

す。 

それとすいません、先ほどとよのんＰＲ

活動事業に関連いたしまして、グッズの在

庫のところの御質問がちょっとありまして

答えられなかったのですいません、ちょっ

とこの場でお答えさせていただきます。 

在庫管理につきましては年に１回棚卸し

ということでさせてもらっておりまして、

その中でちょっと特に在庫が今減っている

もん申し上げます。 

とよのんのぬいぐるみがあるんですけど

30 センチの大きさのこれがもう在庫がゼロ

という状況でございます。 

少ない順番で申し上げますと、とよのん

のボールペンこれが残り５本というような

状況です。それから、とよのんのＴシャツ

先ほど申しましたけどＴシャツなんですけ

ども特に子どもさん用のＴシャツなんです

けども、これがあと 12 枚というところと、

あと、とよのんのエコバック、これがあと

残り 38、それからとよのんのストラップ、

これが残り 56 と、この辺りがですね在庫が

非常に少なくなっておりまして、イベント

なんかで非常によく売れているということ

でございますので、こういったところを中

心に補充していきたいなと考えております。 

すいません。以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

あとちょっとすいません。 

つくった数も多分、先ほどお話あったと

思うんですけど。分母につくった数にして

ですね、実際どんだけ残ってるかというこ

ともいいと思うんですけど、もしわかれば、

今、わかりませんか。 

 （「今はわかりません」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

ちょっと時間をいただいてまたよろしく

お願いします。 

ほかにございませんか。 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

本町は観光でも高山右近の生誕地とか棚

田とかコスモスの里、観光資源があるんで

すけど、これ内外に効果的かつ積極的に発

信するっていう、どういうふうに発信して

いくのでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

ここ４、５年はちょっとコロナもありま

したのでなかなか内外の外のほうですね、

外に出ていくっていう機会がちょっと少な

くございまして、最近ちょっとフェイスブ

ックとインスタグラム、ＳＮＳのほうでで

すね、発信をしているのが中心となってお

ります。 

とよのんのインスタグラムとか見ていた

だいたらもう本当に２日に１回かぐらいは

投稿といいますかさせていただいてるんで

すけども、そういったところで幅広く観光

だけじゃなくって、イベント内容ですとか、
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そういったところも今発信しているような

状況になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

18 ページのもう一度スマートシティ事業

についてお尋ねしますけれど、見守りタグ

は全部配れていて、この 30 万円を使ってＫ

ＰＩをとるのか。 

それからルーターもそうなんですけど、

ちょっとこの前 78 は付いたとかというのは

聞きましたけど、ちょっと数字をお答えい

ただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。松本でございます。 

まず検知器なんですが、検知器のほうは

80 個ありましたところ今 78 か所に付けてお

ります。残り２は予備ということで置いて

ございますが、今後ですね進めていく中で

付けていくところがあればこれは予備を活

用していこうと思っております。 

それから、タグのほうですね、配布なん

ですけれども、249 個を配布しますと９月の

全協でお話ししたと思うんですが、今 48 人

にしか配られていない現状でございます。 

こちらについてはＫＰＩを達成していく

ということで、配り続けるということで、

次年度もですね、配布のほうをどんどん進

めていきたいなと、今の時点ではですねこ

ういうふうに思っておりまして、この 30 万

円、お認めいただいたときには、検知器と

タグのですね、システムの部分がこの金額

の中に入っておりまして、事業者との CSPFC

との話では、付けれていない部分について

例えばですね、これまで、来ていただいて

る、otta という事業者のところについての

部分というのは、町の予算で来ていただい

ているというものではございません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

７月 24 日の議会の答弁の中で、あとの

249 がはけたとしてもＫＰＩは、令和４年か

ら３年という形だということを聞いたんで

すね。だから令和４年度は１個しか配って

ないけども今の 48 個でしたっけ。そっから

また３年ＫＰＩなんですか。そういう答弁

があるんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。いえ、４年度にデジタル田園都市

国家構想推進交付金を活用してしました。 

これについてはその年度を含めて３年度

間っていうことになりますので、４年、５

年、最終次６年度ということになります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

  議会の答弁の中に配付した時点から３年

間という考えではないかと御理解いただき

たいとあるんですけど、それは違うんです

ね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。誤解を招くような発言をしていた

のかもわかりません、申し訳ございません。 

４年度のデジ活のその推進交付金を使っ

た年度から３年度ということでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

私のほうから一つ質問ありまして、先ほ

どのタグですね、248 分の 48 ということで、

もうかなり少ないんですけど、当初のこの

248 個という数は根幹があると思うんですけ

れども、どうしてこんなに少ないのか。例



36 

えばＰＲとかですね教育委員会との連携と

か、何が原因でこんなに少ないのか、ちょ

っと予想以上に少な過ぎるんですね。 

総括をしてはるのかどうか、その点につ

いてお伺いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。もともとですね１年生から３年生

に配るということで御説明している、その

根拠はそのときに対象者が 245 人おりまし

たので、245 人ということでしたら皆さんが

持ちたいということになれば 249 個の中か

らということで、４年、５年全て入れるか

という議論もあったんですけれども、まず

はこの 245 人という対象がいるというとこ

ろから１年から３年にしようということに

なりました。 

どうして 48 個なのかというのはですね、

お声を聞きますと、ほかのもので対応がで

きているという方もいらっしゃったりです

ね、あとは御存じなかった方もいらっしゃ

いました。お配りしているけれども、その

ことについては紙面で見たという記憶がな

いという保護者の方もいらっしゃいました

ので、そこのところはどうしていくかです

ね次年度予算お認めいただいたあとにです

ね、そういう施策を打っていくのかとか、

配布する年齢、学年を考えるのかとか、こ

のあと高齢者の見守りというところもあり

ますので、その辺りでも検討していくとい

うことになりますが、配布数が非常に少な

かったというのは、最初の検討したところ

から非常に乖離が、こちらの試算等が、も

う少し持っていただけるのではないかとい

うところで乖離してしまったというふうに

考えておりますので、今後はもっと周知す

るということは進めていかないといけない。 

ＫＰＩについては未達ではいけない。未

達であってもいいけれども、配らないとい

うことを進めていくというのはそのＫＰＩ

をとる間はしなければならないということ

になってますので、もちろん数は 249 個全

部が配れるという思いの中でですね進めさ

せていただきたいなと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

既存の見守りがですね、これをする前に

はございますよね実際のところね、それと

の兼ね合いが多分強い、強いと思うんです。 

それを知っててね、これをしたんですけ

どね、余りにも少な過ぎるということで、

多少のＰＲもございますけれども、もっと

丁寧なですねやっぱり御説明とですね、実

際に実物をちゃんと用意してですねやって

いかんとあかんと思うんですけどね。 

余りにも少なくって、大変残念な思いで

おるんですけども、当然ＫＰＩもとらなあ

きませんので、今後、答弁ございましたけ

ど、もう少し副町長ね、真剣にやっていた

だかないと、これはせっかくお金使います

んでね、その点をよろしくお願いしたいと

思いますということと、あと、モビリティ

ですけどね、これ実際実費払っていただい

て一応済んだという段階ですけれども、次

の方針としてね、とりあえずＫＰＩとりま

したと。次はどうなるかというのは、住民

さん、ものすごく興味持ってはるんですわ。 

いやこれでも阪急さん手引いてしもてね、

もう駄目ですじゃなくって、やはり実際の

実現の方向まで持っていかんとせっかくこ

れだけお金を費やしてですよ、やってるん

ですから、その辺のところの見通しという

か、お話しできるんでしたらですね、ちょ

っとお話聞きたいなと思います。 

よろしくお願いします。 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 
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交通に関しては非常に今ほど大きな課題

がある中でですね、何とかそのＡＩオンデ

マンドについても本格的に実装したいとい

う思いでやってきております。 

交通事業者のほうも今阪急さんのほうも

そういう気持ちでやっていただいてるとい

うことでございます。 

ちょっと見通しというところなんですけ

ども秋以降の運行にはなってくるかと思う

んですけども、ちょっと検証のところです

ね今進めておりまして、今回有償になった

ことで大分利用者がちょっと減ったという

こともありましたんで、じゃあ例えばその

300 円が高いと、例えば 200 円だったら乗る

のか、それとも 100 円だったら乗るのかっ

ていうところとか、例えばですけど。例え

ばその運行の形態として FromTo で距離が短

いとこだったら例えば 100 円とか例えばで

すけど。例えば東ときわ台からシートスま

で行くんだったら 300 円とかそういうこと

ができるのかとか、そういったところも含

めてちょっと料金のところもですね、考え

ていかないといけないと思いますので、そ

こはちょっとこれからちょっと検証させて

もらって、進めていきたいというふうに考

えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

先ほどの見守りタグですけど３月までは

無償や言うてはりましたね、月額。４月か

らも月額になるんですか。 

そして、その見守りタグですけど、ほか

の人がほかのメーカー使ってるほかのを使

ってるっておっしゃって、この人数しか配

れてないということなんですけど、ほかの

人やったら、ほかの人はほかの会社で有償

で毎月何ぼか取られてるんですよね。 

そういうことも調べられましたか。そう

いうことを調べてこっちやったらタダやで

とか言って変えれることもできたんじゃな

いですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

otta のほうですね、無料プランと有料プ

ランがございます。無料プランっていうも

のは保護者のほうのスマホでですね、位置

確認はできないけれどもその検知器の中に

ですね、ずっと、検知した内容が残ってい

るというものでございまして、有事の際で

すね、そういうときには捜索活動の一環と

してこれを使っていただける。これは無料

プランになりますので、今後２か月のお試

し期間が過ぎたとしても無料プランとして

ランドセルにぶら下げておいていただくだ

けでですね、ずっと見守っているという状

態になります。 

保護者の方が、見守りの検知をですね、

したいということになればお試し期間以降

はですね、御自身で負担いただいて、それ

も続けていただくということになります。 

私が先ほどお話ししたのはですね、学校

に行ったりとか学童にいらっしゃる保護者

ですね、あとは、検知器を付けに行ったと

ころの方が、たまたまお子さんに持たせて

いた持っていただいていたっていうところ

からいろいろな意見を聞いたということを

お伝えしたわけでございまして、内容につ

いて持っていただいてる 48 人の方のアンケ

ートなりを今後はとってですね、もっとい

ろいろな御意見は持たれてる方については

聞いていくということになります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

何かいけずみたいに細かいこと聞くけど



38 

ね。だから丁寧に仕事をされてますかとい

うことを私確認したいだけなんですよ。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

答弁要りますか。 

   （「いいです」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今の見守りタグですけれども、令和６年

度、７年度からもしこれを続けるとなった

ら、毎年 30 万円はランニングコストとして

要るわけですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

今回の個数、250 個ですね、に見合う分が

この金額ということで今いただいておりま

すので、今後続けていくということになっ

た、次の次の年度以降はかかってくるとい

うものになります。 

今見積をいただいている中では、30 万円

ということになります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

ニーズがないのにね、押しつけたような

事業、全部そうですよねスマートシティは。 

まず本当なら、地域のニーズを把握して、

それを事業に展開していくっていうのを考

えるのが職員の仕事だと思うんですけど、

このスマートシティに限っては、こんな事

業補助金があるからっていうことで全部押

しつけみたいな形で、こんなサービスを利

用しませんかーばっかりですよね、全部が。 

だから結局ニーズ把握ができてない。ど

れも。見守りにしても、保護者たちが、今

子どもの帰宅、通学が不安なんです、何と

かにそういうのが欲しいです、ほかではこ

んなんやってるんですっていう声なんて、

１回アンケートをとってそういう声がどれ

くらいあるかとか、そういう段取りを踏ん

でおけば、皆さんのニーズに期待してこう

いう事業をしてみましたって言ったら、一

気に増えるわけですよ。 

そういうのもなく、スマートシティ事業

で、こういうことやりますっていう上から

の押しつけのサービスばっかりなんで、別

に要らんけどみたいな。 

だから結局最初は、小学１年生から３年

生低学年だったら 250 人ぐらいはけるやろ

うぐらいの計算だったんですよね。でもそ

れが全然はけない。 

本当に、多分都会やったらはけたと思う

んですよ。いろいろ不安があるから。でも

この地域の状況と、保護者の住んでる方の、

もうちょっと危機感を持ったほうがいいの

かもしれないけど、ある意味利点として、

安全なまちっていうのが非常にあるから、

なかなかこの事業も見合っていないという

とこですよね。 

やはりもうちょっと、おそらくどの事業

も続いていかないですよね。 

一番僕怖いのは、一度やってしまって、

うまくいかなかったら次やるのがすごいハ

ードル上がるんですよ。過去にやったけど

うまくいかなかったよねっていう。だから

ハニタスなんていうのは、ちょっと早いん

ですよね。まだ皆さん運転されるし、健康

で歩けるし、この距離やったら歩こうかっ

て思う人がいっぱいいるから。 

でも、それが５年先どうですかっていう

ところの事業だったらよかったんだけど、

それもまた、タイミングがニーズに合って

ないのに無理やりいってるから、これが非

常に不安なんですけど、次の検証だけでデ

ータ連携の検証だけで 1,000 万かかるんで

すか。運行もしないのに。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

  田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総務政策課、田中です。 

データ連携基盤接続であったりとかシス

テムの運用経費で 914 万 6,000 円と 30 万円

ということになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

それはハニタスを継続していくと毎年か

かるお金と理解したらいいんですか。 

今回のＫＰＩを取るための集大成として

それがかかるっていうものなのか、もしハ

ニタスをこれからやっていくのに毎年 1,000

万はシステム利用料としてかかるんだって

いうものなのか。そこだけお聞かせくださ

い。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

ハニタスを運行していくときには当然シ

ステム料というのはかかってくるんですけ

ども、それをどこが負担するかというよう

なところのお話になってくるのかなと思っ

ております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございません。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

18 ページの学校施設等跡地利活用検討事

業なんですけど、これこないだの委員会で

も話出てましたけども、14 名で３回される

ということで、ちょっとこの学校跡地とは

違いますけどそこの木代の崩落跡地でもね

アンケートとったり、これもアンケートと

るって言ってますけど、もうキャンプ場に

してほしいとかね、もう本当に用途として

無理なことも、何でも言ってきはるんで、

何か学識経験者とか自治会の方とか、何か

いろいろ集めて 14 名とおっしゃってますけ

ど、これ先ほど委員会でも話出ましたけど、

ある程度、町の方針とかもないと、もうそ

れぞれ集めてそれぞれの人が、あれして欲

しいこれしたいとか言って住民アンケート

またいろんな意見出てくると思うんで、そ

の辺されるのはいいけども３回されるとい

うことですけど。いろんな検討したけど何

も反映されなかったみたいなことにならな

いようにしてほしいと思うんですが、どう

いうふうに検討していくのか伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

学校施設の跡地につきましてはですね、

当然反映というところ住民さんの意見を聞

きながら、反映させていきながらというの

は当然思っておりますし、この前のところ

でも、お話したかもわかりません、町の方

針というところでございます。これまでも

今まで検討したところもございますし、当

然これからも並行してやっていくというと

ころでありますので、そこは町の方針と住

民さんの意見を聞きながら両方ですね、進

めていきたいというな考えでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今のところの 18 ページの３番ですが、

「まち活」とよの事業なんです。 

池田泉州銀行さんの出張所だったところ

を借りていうことですが、この中身ですね、

金額の中身をちょっと内容を言ってくださ

い。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 
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○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

「まち活」とよの事業につきましては、

267 万 5,000 円ということでこの中身という

とこでございますけども、光風台出張所の

賃貸借料、池田泉州銀行にお支払いする賃

貸借料が 264万円でございます。 

あと５月までですね、５月まではだんで

らいおんということでＮＰＯ法人のほうに

業務を委託しておったんですけども、７月

からはすきっぷが移転しまして今直営で運

営しておりますので、その委託料の分につ

きましては予算が大幅に減額になっておる

というところでございます。 

あと、光熱水費とか通信運搬とかってい

う事務経費があったんすけど、そちらのほ

うはもう健康増進課のほうの予算のほうに

移管をしておるということで、主なものは

賃貸借料というふうにお考えいただけたら

と思っております。以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

このすきっぷすごく利用しやすいところ

にあるのでね、だんでらいおんのときもそ

うですが、今回もすごく利用者が多くて、

所狭しっていうふうに見受けられてるんで

すけども、ここはもう、人数制限があるか

ら限界で、もう続けていくいうことを考え

ておられるのか、お聞きします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

すいません。すきっぷのほうの運営の中

身につきましてはすいません、ちょっと存

じ上げないところもございまして、確かに

見たところ、一日大体 10 組、15 組ぐらいは

ね来ていただいてるところもございます。 

すいません。スキップの運営の中身にな

りますので、ちょっとお答えができません

けども、よろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

このモビリティ、モビリティバス、これ

４台のバス、具体的にどうされますか。 

金額で 300 円、200 円、100 円言うてはり

ましたよね。どういうふうに考えてますか。 

今 26 人やったっけ。どう考えておられます

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

令和６年度につきましては先ほども申し

上げましたとおり検証事業というところで

ございますので、基本的には令和５年度に

あった内容をですねもう１年、続けていく

というようなことなんですけども、はい。 

26 人、一日当たり 26 人ということで有償

になったということで、少なくなったとい

うことなんですけども、ただ検証の中で何

でそれが本当に先ほど言いましたけど、減

ったのか、多分、令和４年度から変えたと

ころといったらその運賃とこだけなので基

本的には。運賃が変わっただけなので、お

そらくそこが原因やと思ってるんすけど。 

ただ、属性的に例えば高齢の方は 300 円

がすごく高いという意見を確かにお聞きし

ておりまして、逆に、若い世代の方にお聞

きしたところでは 300 円については特にそ

んなに高いと感じなかったということも聞

いておりますので、だからその 200 円だっ

たらいいのか 100 円だったらいいのかとか

あるいはその距離によって変えたほうがい

いのかというところの検証をちょっと進め

ていきながら、本格運行につなげていきた
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いなというふうに考えてます。 

今のところは一応継続するような形で考

えているというところです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

私日曜日は西行ってるんですけどね、お

ばさんたちが言うんですよおばあさんたち

が。別に要らんねん、歩くのん運動やし、

駅あるし、駅まで運動やと思ってるし。 

これほんまに要るのはね、東地区やと思

うんですよ、またこんなん言うて申し訳な

いですけど。これ４台のバスね、一日 26 人、

これ遊ばすようになりますよ、これタダに

しても、４台も要らんと思いますけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

４台というところで１台予備車というこ

とで３台ということなんですけども、当初

のシミュレーションの中でもですね、町内

の実際の人流どれぐらいの方が日中動いて

るかというようなシミュレーションをさせ

たときにですね、潜在的な需要としては３

台の車両でですね、運行するだけの需要は

あるというようなところでございますので、

ただ今回、実際に走らせた結果、人数が少

なかったというところでございますので、

そこは何でかというところは、これから検

証の中で進めていきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ここで暫時休憩いたします。 

再開は、この時計で 13 時ちょうどにしま

すのでよろしくお願いします。 

  （午後０時９分 休憩） 

  （午後１時 00分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

24 ページのふるさと起業家支援事業の自

治体版クラウドファンディングの支援を実

施するとありますが、以前に、亀の家のキ

ッチンカーとか、里山ベースハナビさんと

か、自治会を通してクラウドファンディン

グをしたと思うんですけど、外で今ワイナ

リー、高山のワイナリーは自分でされてい

るんですが、この豊能町を通すっていう意

味合いをお答えください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

このふるさと起業家支援事業につきまし

ては、町としましてはふるさと納税の仕組

みを活用するんですけども、地域課題の解

決をしていただける起業家さんを応援する

といいますか、支援するという目的の事業

になっております。 

今おっしゃったように令和３年度ですか

ね、亀の家さんのキッチンカーの話ですと

か、そういったところを応援させていただ

いたんすけど、令和４年度、令和５年度に

つきましては実績ゼロということでござい

ます。 

ただこういった事業周知、ＰＲにつきま

して引き続き行っておりますので、令和６

年度についてもちょっと枠という形にはな

りますけども、対応していきたいというそ

ういう考えでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

特定の起業家さんというわけではないん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 
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○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

特定のというわけではございません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

別の質問で 44 ページの防災についてです。 

防災対策事業の小事業名、防災対策事業

ですけども、防災資機材の点検とあります

が、防災行政無線は２年に１度の点検にな

ったと思うんですが、この内訳をお答えい

ただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課、古田です。お答えさせていただ

きます。 

今防災行政無線の点検は２年に１度にな

ったのではないかという御質問ございまし

たけれども、全て２年に１回というわけで

はございませんで、そのうちの一部分の部

品については２年ないしは３年にできない

かというような検討を昨年させていただき

まして、令和５年度におきましては、以前

に比べて、経費の削減を図ったということ

でございますので、令和６年度につきまし

てもですね、点検自体は行うということに

なります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

内訳、防災行政無線の点検が 1,000 万と

いうことではないですよね。 

内訳をお答えいただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

すいません。失礼いたしました。お答え

させていただきます。 

防災行政無線、点検等の内訳でございま

すけれども、防災行政無線の放送内容の確

認のための通信回線等で９万 7,200 円、そ

れから、防災行政無線の放送を予約するた

めのシステムがございますけれどもそれに

係る電話代が４万 8,000 円となっておりま

す。 

それから、防災行政無線そのものの保守

点検については、733 万 6,000 円という形に

なってございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

予算の 1,000 万から、この金額引いたも

のが防災備蓄品の更新費用ということです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課、古田でございます。 

防災備蓄品の購入につきましては、別途、

小事業のところの、ところで防災備蓄品緊

急整備事業のところで、予算の計上をさせ

ていただいているところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

備蓄品の総額っていうのは幾らですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

備蓄品に関しましては今回 200 万円の予

算の計上さしていただいております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次の質問です。３番目の防災行政無線戸

別受信機設置事業ですが、275 万。何件です
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かそれと希望者にと書いてあるんですけど

もレッドゾーン、イエローゾーンと支援が

必要な人以外でも、聞こえなかったら、手

挙げたらいただけるんですか。置かしてい

ただけるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

はい。お答えさせいただきます。 

総務課の古田でございます。 

今の戸別受信機の設置に関してでござい

ますけれども、要配慮者に関しましてと、

それからレッドゾーン、それからイエロー

ゾーンの方に対して希望される方に貸与す

ることで、それ以外の方で、希望者という

ことで貸与することは今のところやってご

ざいません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

件数ですね。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。 

今回予算計上させていただいてる分につ

きましては、設置 50 件を想定した予算とさ

せていただいております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

その中で、テレビプッシュがいつまで続

くかわかりませんけど、テレビプッシュと

ブッキングしている人はいますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

テレビプッシュの分と、それから戸別受

信機の重なっている方がいらっしゃるかど

うかということですけれども、貸出しを希

望されてる方がテレビプッシュのほうも、

申し込まれてるかどうかというのはちょっ

と把握しておりません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

縦割り行政ですか。わかるんですよ、耳

で聞くのとテレビから目で入るっていうの

はわかるんですけどもね、そのスマートシ

ティ事業がおかしいんじゃないですかね。 

両方持っててもいいっていうお考えです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。スマシの事業についてはデジタル

を活用してですねその情報をテレビプッシ

ュのほうで発信するというものになってお

りまして、今防災無線つけられてる方のと

いうふうな、比べ方としての取組もありか

と思うんですけれども、もう今回テレビブ

ッシュについては自治会単位でですね、デ

ジタルを活用した情報を収集するというよ

うな取組について賛同いただいた自治会に

向いてということにしておりますので、あ

る自治会は自治会の中でデジタル化という

ものを考えている中でテレビプッシュも体

験してみたいというようなお答えでしたの

で、今はそういう形で進めさせていただい

ているところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

はい、池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

まず 18 ページですけど、５番の万博推進

事業の 58 万 5,000 円、この数字の根拠をで

すね、今７市３町で一緒にやる事業だとい

うお話を先ほど聞いてましたけど、これ、

各市町で、全体の予算が決まっててそれを

分担金として割り振ってあるのか、各市町
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勝手な、勝手なというかそれぞれ予算つく

ったやつをみんなが持ち合うのか、その辺

がちょっとはっきりしないんでその辺をお

願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

今日、北摂での共同製作につきましては、

最終的にちょっとどういうスキームでって

いうのは、まだ決まっておらないんですが、

例えばなんですけども、どこかの市がです

ね、中心となっていただいてそこに、それ

ぞれの自治体が負担金という形でお金を出

し合って、それで契約としては一本で契約

していくというようなスキームがいいので

はないかというところで進めておるところ

です。 

金額の根拠につきましては、今回の場合

でしたら例えば豊中市さんのほうに全体の

見積書というのをとっていただいてるんで

すけども、その中でちょっと各市町村負担

割合をですね、各市町村を決めまして、豊

能町は幾らというような形での金額全体の

予算の中から豊能町の負担分はこれだけで

すよということで、予算上ですけども、こ

れだけですよということでいただいた金額

を予算上げさせていただいてるというよう

なところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

ということはこの予算全額を一旦集めて

割り振るわけじゃなくてその一部を集めて、

一部は町独自で何かをするということです

かね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

この消耗品の予算の中では、町でいわゆ

る事務経費として使う費用もあるんですけ

ども、共同製作に係る金額もここには含ま

れております。 

例えばデジタルスタンプラリーでしたら、

それぞれの金額がありまして豊能町分で例

えば 5,000 円。それからグッズの共同購入

ですと単価がちょっと決まっておるんです

けども４万 4,000 円とかですね、あと北摂

弁当で 3,000 円とかですね、そういったち

ょっと金額がありまして、それを組ませて

いただいてるというところになっておりま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

44 ページの小事業名、防災備蓄品ですね、

対策事業、整備事業。これね、豊能町に、

この前の地震みたいな起きたら、大体何日

ぐらい食べるものがもつんでしょうかね。 

これね、住民さんに言われてるんですよ、

食べるもんあるのと。それはね各自、自助、

公助、共助ありますけど、自分とこも備え

ておられると思いますけど、豊能町は何日

ぐらいの確保がしているんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。お答えさせていただ

きます。 

今能登半島の地震も踏まえまして、食料

等の問題ですね、何日分ということですけ

れども、まずこの備蓄品に関しましてはで

すね、どれだけの備蓄をするかという目標

の数値がございまして、基本的にはですね、

水、食料につきましてはひとまず３日分を

確保するという形になっておりまして、そ
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の３日分を、大阪府と豊能町で２分の１ず

つ分担をして確保するということで、その

数に基づきまして、食料等の備蓄を整備し

ているところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

住民の方に聞かれたら３日分は豊能町確

保してるよって言ったらいいんですね。 

あとは御自分で確保するようにと。 

はい。 

    （発言する者あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

ちょっと再度答弁願えますか。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

はい。全住民の方というわけではなくて、

南海トラフの地震が起きたような場合にで

すね、想定される避難者の数を想定してお

りまして、409 人という想定でございますの

で、その方たちが避難されたという想定の

もと、その分の３日分ということでござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ちょっと話がちょっとわかってるんです

けど、避難された避難地に避難された方の

備蓄の話ですよね。 

避難された方、家で家とか車とか、ビニ

ールハウスで避難されてる人は関係ないと

いうことですよね、ということですよね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

ただいま申しました数はあくまで今豊能

町のほうで設置します、指定避難所を想定

しております。 

そこに避難してこ来られる方の数を算定

しまして計算しておりますけども、ただ先

般の能登の地震等を見てますと、当然実情

は、町があらかじめ指定している避難所以

外のところでも、ビニールハウスであった

りとか、車庫であったりとか、そういった

ところで避難をされてる方もいらっしゃい

ますので、当然その避難所にさえ来れない

方っていうことも出てくるかと思いますの

で、そういった数もですね、踏まえまして、

今後、食料等の備蓄をしていきたいと思っ

ております 

○委員長（永谷幸弘君） 

いいですか。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

すいません、防災マップを配布するとい

うことですけど、多分もしかしたら配布し

っ放しにならないですよね。あそこにマイ

タイムラインとか書いてますけど、ちょう

どたまたま新光風台では今年度マイタイム

ラインつくろうかっていう流れがあったう

えであれを配る、ちょうどタイミングはあ

ったんですよ。 

ですから、地域の方にも、そういうのが

必要ですよという啓蒙があったうえで、マ

イタイムラインのちょうど防災マップに載

ってる、豊能町がつくっていただいた防災

マップを配布すると、こういうのが使える

ねっていうことなんですけど、普通に配っ

てしまうだけだと、何じゃこれから入って

しまうと思うんですね。 

そうすると、やはり地域に自主防災会が

あるわけですからそこと連携するなり、地

域にどういう状況ですかって啓蒙してもら

うなりっていう何かの連携をとっておかな

いと、もう、せっかくいいものつくって活

用すればすごい有意義なものであるにもか

かわらず、地域の啓蒙ができてないために、

何か普通に配られる冊子と同じようにポイ
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とを置かれているような感じになっては具

合悪いんで、そこら辺の連携を密にしてい

ただくとと思いますけどいかがですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。 

おっしゃるように防災マップ、タイムラ

インのページを設けまして配布するだけで

は、当然、活用しきれませんので、御指摘

のとおりかと思います。 

今後につきましては、各自治会ないしは

自主防災組織に対しましてもですね、各自

治会区域ごとに、タイムラインをつくって

いただく、このことの御案内、それから今

年度、西と東１か所ずつ、避難所開設訓練

も行いましたけれども、そういったところ

でもですね、防災マップの内容とあわせま

して、そういったタイムラインについても、

各、住民一人一人に対しましてもですね、

そういったことを、啓発、説明のほうをし

ていきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

説明書 44 ページのですね、吉川中学校改

修に伴う防災無線移設事業なんですけど、

現在どこに設置されているのか、これから

どこに移設されるのか、それの撤去移設工

事の日数ですねどのくらいかかるのか、最

後、それで移設してですねそれで現状どお

りのカバーができるのかどうか、その点に

ついてお伺いしたいと思います。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。お答えさせていただ

きます。 

今現在吉川中学校に設置してます防災行

政無線のスピーカーは、校舎の屋上のとこ

ろに、棟屋、ちょっと高くなってるところ

がございますけれども、そこのところの上

にですね、設置しております。 

で、今後につきましては、じゃあそれを

どこに移設するのか、移設先につきまして

は、具体的にはまだ検討段階でございます

けれども、ただ、当然公共施設、ほかの公

共施設の中にですね、設置するということ

も考えられるんですが、そうなりますと、

またその設置する施設の建物自身に、また

アスベストが含まれていないかとか、いう

ような調査が必要になったり、あるいはま

た、今後、施設再編等でその施設が使えな

くなった場合には、また別のところに移転

するという可能性も生じてくるおそれがご

ざいます。 

ですので、今検討している方法の一つと

しましては、施設の建物に直接設置するの

ではなく、ポールをですね支柱を建てまし

て、そこに設置する方法ということも想定

しております。 

ですので、今質問ございました日数につ

きましては、その移設する場所がどこにな

るのかということでも変わってきますので、

現時点で何日というところの想定はできて

おりません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ということは場所もまだ決まってないの

で、決まってから当然、撤去移設しまして

ですね、それから、あとは日数もほぼわか

るんですね。 

そしてあと、運転してみて、専門的な方

来ると思うんですけれども、そこで全てカ

バーできるかどうかもそのときの話になる

と思うんですけど、これ１回やってですね、

971 万 9,000 円ついてますけども、これでま

た移設が必要だということは当然ないと。 

やっぱり問題になるんですけども、そう

いうところしっかりですね、専門業者と思

いますけれどもしっかりやってほしいと思
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いますんでよろしくお願いします。 

ほかにございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

高尾です。予算説明書の 44 ページをお願

いします。 

６番のね、自主防災避難活動環境整備助

成事業なんですが、これ文章が書いてあり

ますが、防災活動や避難活動のための環境

整備に係る費用の一部助成、これは費用と

して助成されるということで、何人分ぐら

いか、具体的な内容としてはどういうこと

になるのかを聞きます。 

お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。お答えさせていただ

きます。 

今御質問のありました自主防災避難活動

環境整備補助金でございますけれども、今

年度から新たに実施しているものでござい

ますけれども、各自治会等におけます、避

難場所におきましてですね、必要な資機材

等を整備されましたら、それに対して４分

の３の額の補助をさせていただくというも

のでございます。 

具体的にはですね、その倉庫の整備に係

る費用であったり、それから消火器である

とか、そのほかですねヘルメットであると

か、それから投光器、発電機、テントとか、

あらゆる避難活動にですね必要となるもの、

この物品の購入費に対しまして、現金で助

成をするというものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

何度も言います。防災の備品なんですけ

どね、もう食べることが一番心配なんです。 

皆さんも心配だと思うんですけど、豊能

町は東地区はお米は備蓄されてます。心配

は西地区ですよね。東地区のこの玄米を確

保皆さんされてると思うんですけど、それ

を白米にして、西地区にどう運ぶかの問題

とか、ちょっとそういうことに、ちょっと

お金をかけてほしいなと思うんですよ。 

例えばね、ここに総務課の人が農業のこ

とを知らないとか、農家のことを知らなか

ったら困るから、越権ではない、越権にな

るかもわかりませんけどね、町の職員さん

で農業のことされてる方もいてると思いま

すので、その人たちに話を聞いて、何が必

要なのか、そしてどういうものが、発電機

やソーラーパネルが必要で大体何台ぐらい

いるのかと。 

避難する人だけの食料３日間でしょ、こ

れこんな地震があったらどうなります。全

く電気も水道もずっと止まって１か月も１

か月半も止まってね。 

そういうことを今そういうことを住民さ

んは心配してはるんですよ。３日とか４日

とかそんな話じゃないんです。 

どうでしょう。どうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。お答えさせていただ

きます。 

この間の能登半島の地震におきましても

当然各被災されました自治体におきまして

もこれまでもですね、当然いろいろな備蓄

品、整備されておったと思われます。それ

にもかかわらず、実際にですね、災害が発

生しますと、やはり命に関わる水、食料で

すら、すぐに全ての避難されてる方に行き

渡らない。こういった現状がございます。 

今おっしゃってますように３日では全然



48 

足りないのじゃないかというようなことも

当然ございます。この３日というのは、本

当に緊急に差し当たって必要なものを備蓄

しておくという意味合いのものでございま

して、当然自助、共助の中で、当然各御家

庭のほうでも１週間分ストックをしておい

ていただく。それから、各自治会、自主防

災組織におきましても、備蓄をしていただ

く。 

さらに災害が長期化した場合にはですね、

大阪府、国からの支援物資も届いてまいり

ます。さらに長期化することもございます

ので、そういった場合に、また何が必要で

あるのか、どういったことが必要なのかと

いうこと、今回の地震の中でもいろいろな

情報等、入ってきてございますので、そう

いった情報も加味しながら、今後の計画に

も役立てていきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

それも全て加味しながら言ってるんです

けどね、豊能町にはお米や野菜がストック

があるということを加味して、どういうふ

うに備蓄していくかというのを考えてほし

いなと思うんです。 

もうあとになってこの防災無線とかも大

事ですけど、あとのことがすごく重要だと

思うんですね。それで、もうちょっとお金

をかけて、いろいろなものを購入できるか

なと思うんです。今の、もうインフラが駄

目になったときのための機械ですね。 

いかがでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。 

今おっしゃいましたように長期的にどう

いったものが必要になるのかという中で、

今回水がですね、出なくて困っておられる

というような話もございましたので、今回

新たに 200 万円、防災備蓄品緊急整備事業

の中で計上させていただいてますけれども、

この中で例えば学校にありますプールの水

ですね、こういったものをトイレ等に使う

というようなこともですね、考えまして、

ポンプを購入するというようなこと、それ

から停電ですね、これも長引くことも想定

されますので、非常用の発電機を購入する

とか、いったようなことも想定して今回購

入の予定の中に入れております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

32ページです。 

連絡メール配信事業でたんぽぽメールな

んですけれど、令和４年度で 4,934 件と伺

っていますが、スマートシティを目指すん

であればもっと数字が上がってもいいんじ

ゃないかと思うんですが、スマホ教室でこ

ういうこと入れられてるんですか、 

今もう、ハニタス呼ぶのに必死のパッチ

かもしれへんけど、そういうことを教育っ

て言ったらあかんな、お伝えしてるんです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

今年度はデジタル教育という中でスマホ

教室させていただきました。その中で４回

ほど相談会っていうところがありまして、

そこのところで御自身が使ってるところで、

何か聞きたいところとかこちらからいろい

ろお知らせする中でですね、たんぽぽメー

ルのこともお伝えしたところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

令和５年度の決算のときには数字がぐん

と増えているということですか。 

身になってなかったら意味がないんで、

楽しみにしています。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

20 ページの住宅流通・多様化促進事業の

今回家財道具の処分ということで、空き家

っていう問題の一つに家財道具がそのまま

置いてあって空き家になってるっていうパ

ターンが多いと思うんですけども、これは

非常に、防犯上、やっぱり空き家の対策っ

て大事だと思うんですが、何件ぐらい申出

があったんでしょうか。実際処分したとい

う家財道具が。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

令和５年度の実績といたしまして４件で

ございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

４件でもやっぱり出てきたっていうこと

が、やっぱり大きいと思うんで、今後も広

報というかこういう事業やってますってい

う、広く発信していってほしいと思います。 

44 ページの防災のところですけど、自主

防災組織、予算ちょっと減額なってるんで

すが、今高齢化してると思うんですけどこ

の組織化っていうのは、推進できてる状況

なんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

自主防災組織につきましては、現在豊能

町内で９地域の組織化ができております。 

残り余野、木代、高山、牧、寺田につき

ましては、現在のところ組織化ができてお

りません。現在何か進展があるかといいま

すと、ちょっとまだそこまでなかなか進ん

でおらないというのが現状でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

余野、切畑、牧、寺田巻が進んでいない

原因について伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

その４地域、５地域ですね、が組織化で

きてない原因、それぞれ事情があるとは思

うんですけども、各自治会の中で人手の問

題もありますし、それから、そういう形に

しなくても既に地域の中で連携ができてい

るので、新たにそういったものを組織化す

る必要がないというようなお考えのところ

もあろうかと思います。 

その辺に関しましても今後ともですね、

町としましても、改めてその組織化の必要

性とか、そういったものは啓発していきた

いと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

41 ページ、２ページ辺りなんですけど、

この辺にいろいろ更新事業が載ってまして、

老朽化、老朽化、もしくは何か不具合とか

っていうお話がありましたけれども、これ

って、本庁だけそれとも支所も含めてなの

か、まずそこをお伺いします。 



50 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

今予算説明資料 41 ページの行政情報化推

進事業のところで、御質問かと思いますが、

今回、この事業につきましては、インター

ネットプリンタの更新事業と、それからメ

ディアコンバータの更新事業、二つ挙げさ

せていただいております。 

この２点に関しましては、豊能町の役場

本庁だけではなくて、全ての町の施設、出

先も含めまして、一元的に総務課のほうで

調達をしておりますので、全ての施設等に

関わるものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

42 ページのほうも一緒に聞いてたんです

けど、42 ページのほうは、例えば、先ほど

言ってた会計関係は本庁舎ですけど、シス

テムのネットワーク環境の整備とか、その

他この辺、住基のシステムはあれですけど、

その辺もいろいろ老朽化とか、何か不具合

がとかいうお話が先ほどありましたけど、

その辺は、本庁舎だけですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

42 ページの住民情報化推進事業の中に載

せさせていただいてます分の更新事業につ

きましては、これは本庁舎に設置してある

ものになります。 

ただ、基幹系システムのネットワークに

つきましては、機器の設置は役場本庁舎で

ございますけれども、ここを経由して、吉

川支所、保健センターでのですね、基幹シ

ステム動いてございますので、影響範囲と

しては、ほかの施設にも関わってきます。 

ただし、今回この入退室管理システムあ

るいは基幹系システムのネットワークその

ものは役場本庁に設置されたものでござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

ではですね、本庁舎の建替の話もいろい

ろありまして、これ、どこまでお金をかけ

るのかっていうことは検討されたうえで、

今ここに出ている分で、全て行く感じなん

ですかね、言いたいことわかりますかね。 

建替するまでの間を維持するためには最

低限必要なものなのか、それとも完全にも

うこれは変えてしまうための予算なのか、

その辺をお伺いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

今御質問のありました、本庁舎の建替と

の問題、関係の御質問かと思いますけれど

も、もう今既に設置されてますネットワー

ク機器につきましてはもう古いもので 15 年

以上経過しているものもございます。 

年数が経ってきますと、いつ機械が壊れ

るかということのリスクが非常に高い状況

でございまして、これが止まってしまいま

すと、住民の方、窓口のサービスが止まっ

てしまうというようなことになります。最

近でも兵庫県内の自治体で老朽化したネッ

トワーク機器が故障した関係で、窓口が半

日以上止まってしまったというような報道

もございました。 

今設置してます期間についてはですね、

相当年数が経っておること、それから、先

ほど少し話しましたけれども、国の令和７

年度までに実施するとされてます、基幹シ
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ステム標準化、ガバメントクラウドへの移

行、これを踏まえまして、それまでに役所、

役場庁内のネットワークのほうもガバメン

トクラウド接続可能なような形で再整備す

る、なおかつ、最優先事項でありますネッ

トワークの安定的な運用、これのために更

新を急ぐものでございます。 

ただ、仮に本庁舎が建替ということにな

りましても、その時点で、耐用年数が来て

いない機器についてはですね、移設等も可

能なものもありますので、そういったとこ

ろは、もしそのようなことになりましたら、

その辺は加味して対応したいと思っており

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

それでですね、そこを聞きたかったんで、

もちろん、移設等を考えてあるということ

の答えをもらいたかったんで、ありがとう

ございます。 

それでですね、41 ページのプリンタとコ

ンバータの分なんですけど、どちらも平成

27 年、平成 26 年に導入して 45 台と 60 台っ

ていうお話でしたが、まず、プリンタの 45

台を一気に、来年度か、次の予算中にこの

お金で更新するのか。何年かで何台更新す

るのかというのと、下の 60 台のほうですね、

60 台のほうも、何か聞き逃してたみたいで

すけどもう一度お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。 

プリンタ、メディアコンバータともに５

か年をめどに順次更新をしていく予定にし

ております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

５か年ってことは１年に対して今 300 万

なので、５年でトータルで 1,500 万かかる

っていう考え方でいいんですかね、ほか下

の金額も含めてですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

はい。単純計算でいきますとおっしゃる

とおりの認識になります。 

ただ、今後、施設再編であったり、そう

いったことも考えられますので、それから、

その時点でのペーパーレス化の進み具合そ

の辺も踏まえまして、必要な数を精査しな

がら、トータルでもう少し減らせるならば

当然、そういったことも考えながら５か年

間で進めていきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

42 ページです。５番の法改正によるシス

テム改修事業ですけれども、法改正だから、

ここのところは、国からの補助金とかない

のか、その６番目のガバメントクラウドに

向けてということであれば、国からの交付

金とかないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

今御質問のありました５番の法改正に伴

うシステム改修でございますけれども、こ

れにつきましてはですね、まだ国から具体

的な補助の内容については示されておりま

せん。 

基本的には、毎年発生するものではある

んですけれども、更新の規模によりまして、

規模が大きなものであれば国のほうも補助

金の措置をしますと、それほど大きなもの



52 

でなければ、補助金が出ないこともあるん

ですけれども、その場合規模がそんなに大

きくないものであればですね、事業者のほ

うと交渉しまして、通常のシステムの保守

の範囲内で対応できないかというようなこ

とでやっていただいているときもあります。 

ちょっと今回に関しましては、そこら辺

がどうなるかっていうのはまだはっきり示

されてないのでわからない状況でございま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今の法改正によるシステム改修なんです

けどね、いろいろ法改正されたら、これシ

ステム改修、改修でお金がかかる、お金が

かかると言うてはったから、私、副町長が

丁寧に私に教えてくれはったんですよね、

ちゃんと説明してくれて納得したんです。 

法改正によって、国の補助金ですること

もある、できないこともある。できること

があったらそれをちゃんとはっきり言わな

ね、システム改修ばっかり、うそばっかり

言われてますやん、毎回、毎回。 

それははっきりそちらからこちらにちゃ

んと伝えるべきやと思うんですね、その辺

が。わかります。 

はい、答弁お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

法改正に伴うシステム改修、様々なもの

が出てくるわけでございますけれども、こ

の辺につきましてもですね、内容をしっか

り精査したうえで、国からの補助があるの

かないのか、それから金額が妥当なことな

のかどうか、その辺のところを精査したう

えでですね、また今後とも説明をしてまい

りたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

53 ページの基金管理事業なんですけど、

これ毎年余剰金等の基金への積立って書い

てるんですけどね、もう、毎回どんどん基

金が減少してると思うんですが、私この間、

個別に聞いたときに今回の予算で財政調整

基金が一旦９億ほどになるけども、決算の

ときに、幾らか余剰金が入るから、若干増

えると思いますとかいうようなこと言って

たんですけど、今回の予算編成によって財

政調整基金はあと幾ら残ってるんでしょう

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

江崎課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江崎純史君） 

すいません。数字を少々お待ちください。 

すいません、お待たせいたしました。 

入のほうで基金繰入金ということで、財

政調整基金繰入金の予算を上げさせていた

だいております。令和６年度予算ですと、

財源不足の見込額として５億 1,400 万程度

基金に繰り入れるということを見込んでお

りまして、それにより、令和６年度の年度

末の残は 10 億 8,500 万程度というふうに見

込んでおります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

令和６年度末で 10 億まで減りますけど、

決算で幾らが余剰金は出てくると思うんで

すけどね。ただ今回も５億 1,000 万取り崩

してる、要するに年度末で 10 億残ってるっ

てことは、もうあと数年したら枯渇するよ

うなもう状態に近づいてるのは間違いない

と思うんです。 

これ、余剰金以外の積立も何かね、使っ
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てない施設を閉めるとか、もうそういうこ

とももうやっていかないと、もう今までど

おりの施設とかもずーっと維持して、それ

で基金取崩して、あと、次の年は５億しか

残ってませんとか、そんなことになったら

予算組めなくなってきますよね。だから、

もう本当にもう、具体に余剰金の積立以外

の基金の積立っていうのももう相当思い切

ったことをしないと、もうちょっと大変な

ことになると私はちょっと懸念してるんで

す。 

なんで、これ毎回余剰金の積立って書い

てるんだけども、何かもう、何て言うんで

すかね、もう本当に使ってない施設ね、利

用者減ってるとか、いうのも調べて、違う

方法も含めて、ちょっと持続可能な財政運

営というの、ちょっと取り組んでほしいと

思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

答弁は。 

（「何かあれば」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

江崎課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江崎純史君） 

行財政課、江崎です。 

おっしゃるとおり、毎年基金を多く取り

崩していくともう枯渇してしまう予算が組

めなくなってしまうっていう懸念は当然あ

ると思います。 

２月 29 日の全員協議会でお示しさせてい

ただきました財政推計では、こちらも決算

ベースになっておりますので、例えば令和

６年度ですと、基金が 10 億というよりはも

う少し積み上がるだろうというふうな推計

をしておりまして、今すぐに予算が組めな

くなるような状況にあるというふうには見

込んではいないです。 

ただ、おっしゃるとおり、今進めており

ます公共施設の再編等で抜本的な歳出の抑

制であるとか、あと、特目基金、特定の目

的の基金として公共施設の整備の基金等も

ございますので、そういったところも活用

しながら財政運営を進めていきたいという

ふうに思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。ほかに。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

50ページの消防広域化事業です。 

箕面市と広域連携になって豊能町は助か

ってるとは思うんですけども、退職者が増

えていったから、予算が増えていくのかな

と思ったりした時期もあったと思うんです

けど、それは一応止まったんでしょうか。 

退職者が増えていってましたよね。今は

それが止まっているんですか。若い人ばっ

かりになってるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

消防担当、田村でございます。 

議員が今おっしゃった、退職者の数なん

ですけども、昨年、もう１年前ですか、た

またまちょっとうちの職員の退職者が多か

っただけで、今後１名とか２名とか、また

はない年もございますので、退職者の数に

つきましては、だんだん落ちついてくると

思います。 

はい。以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

別のことなんですけれど、住民から、救

急車来てくれはったけど箕面から来てくれ

はったわみたいな、豊能町の救急じゃない

のって、ほとんどの人がそうだと思うんで

すね、私も議員じゃなかったら、もしかし

たら、広域でやってることも知らなかった
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かもしれない。で、本当に豊能町って書い

てもらえないんですか。 

わざわざ書かなくてもいいんです。この

フロントガラスのところ、ごみで町委託と

かって書いて貼ってありますよね。そんな

んもやっていただけないんでしょうか、町

長。 

○委員長（永谷幸弘君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。上浦でございます。 

この広域化についてはですね御存じのよ

うに私がですね担当したときに、箕面市に

業務委託をさせていただきました。 

そのときは随分お話しさせていただいて、

消防本部同士でもお話をいただきまして、

結果としてですね箕面市消防本部という名

前で今、出ておりますけれども、そういっ

た御意見がおありでしたらですね、再度、

もう一度ですねこちらから発議をさせてい

ただいてですね向こうの御意見も含めてで

すねどんな具合かというのを求めるという

のも、それはまあまあ、それは話をすると

いうことぐらいはですね、ありかなと思っ

ておりますけれどもね。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今はないんですけど３市２町の合同防災

訓練のときにね、豊中市っていって能勢町

って書いてあったんですね、豊中市はやっ

てくれんのに箕面市はやってくれへんのか

なと思ったりしてるんです。 

そういうことも言ってやっていただけま

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。議会の御意見としてですね、一度

箕面市にですね、確認をとらせていただき

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

私のほうから 42 ページの３番の電算室入

退室管理システム更新事業ですけど、老朽

化ということで取替になるんですが、老朽

化したものの設置年数とですね、あと当然

技術が進歩していますので現状と、今回取

り替える分の要するにシステムのどう違う

かっていうもしわかれば教えてほしいとい

うことと、この予算の 230 万 5,000 円の中

身ですね、これもし何か異常あった場合エ

ラー出た場合に、警備会社が入ってくるか

どうか僕よくわからないんですけど、もう

それも含めての予算措置なのかどうかその

点についてお伺いします。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

電算室の入退室管理システムの件でござ

いますけれども、この件に関しましてはで

すね、まず、この 230 万 5,000 円の分につ

きましては、機械の取替に係る経費で、特

に異常があった場合に警備会社駆けつける

とか、そういったところまでの対策はとっ

ておりません。 

基本的に、いつ、どの組織の人間が出入

りしたのかっていうことを、把握するため

のものとなっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

それでは外部から侵入ということは想定

はされてないということでいいですかね。 

ほかに警備的なやつが、機械系でありま

すけどもそれで対処する、そこをもし越え

て電算室まで行ってということは想定され

てないわけですね。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田です。 
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現時点ではそこまでの想定はしておりま

せん。電算室の扉にはですね、強固な鍵が

ついておりまして、このシステムについて

は、いわゆるＩＣカードのカードキーです

ね、これをタッチすることで、扉が自動的

に解除するというものになっております。 

役場全体の警備等も関わってくるんです

けれども、現状想定される、侵入してくる

リスクとそれから当然経費の部分ですね、

その辺を勘案しまして、現状は、少なくと

も入退室の管理をしっかりする、カードキ

ーによる電子による施錠をしっかりすると

いったところのセキュリティ、これを守っ

ていくということで、今回は改修すると。 

ですので、今現在ついているものと、ほ

ぼ同等のものとなる予定でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これ既設の設置年数ちょっと教えてほし

いのと、実質的に何か故障なり出てきて、

老朽化いうよりもそちらのほうを重視して

今回取り替えるのかどうか、その点お聞き

します。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

これ設置しましたのは平成 13 年、14 年ご

ろだったかと思います。 

耐用年数はとうに過ぎてございまして、

老朽化といいますか実際もう不具合が発生

している状況でございます。カードキーを

当てましてもですね、反応せずに鍵が開か

ないというような事象が発生しておりまし

て、最初のうちはそもそものマスターの電

源を入り切りすれば、直るということで何

とかしのいでおったところなんですけれど

も、いよいよ最近は全くもうそのようなこ

とをしても、動かないというようなことに

なってございましたので、セキュリティ的

には問題がございますので、今回更新さし

ていただくということでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

51 ページの消防団なんですが、これ切畑

のポンプ自動車の更新、ありがとうござい

ます。 

消防団のヘルメットはこれ 51 万 1,000 円、

これは何人分の全体の消防団のヘルメット

なんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

消防担当、田村でございます。 

ヘルメットにつきましては全団員分の整

備を考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

24 ページのふるさと寄附促進事業なんで

すけれど、決算のときに、最終的に赤だっ

たっていうプリントもいただいたんですけ

れど、ふるさと寄附をたくさんいただくよ

うな施策は何か示していただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

令和４年度のふるさと寄附がですね、令

和３年度と比較して 900 万円ぐらい少なか

ったということで、そこは事実として少な

いということは受け止めておりまして何と

かふるさと寄附を増やしていきたいという

ところで、ちょっと実は令和５年度の今年

度の見込みもちょっと少ない状況でござい

まして、増やしていきたいなというところ
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で、ちょっと、もちろん返礼品とかを充実

していくというのは一つの方法でして、こ

れまでにも、例えばその体験型の返礼品、

クレインさんでですね新しいちょっとメニ

ューをつくっていただくとかそういう交渉

は今までもしておりましてそれは実現しそ

うなところでございます。 

あとはちょっとやっぱりＰＲといいます

か魅力をもっと発信していかなあかんなと

いうところの課題で、今回の予算の中で一

応、冊子ですねパンフレットをＡ４版の８

ページぐらいのちょっと冊子になるんです

けども、そのパンフレットをちょっとつく

りたいなと思っておりまして、そのパンフ

レットをつくって魅力発信していくことと、

あとはもう少し全国的にとか広くＰＲせな

あかんだろうということで、新聞の広告枠

ですね、新聞の広告があるんですけども、

そこにちょっと広告枠を掲載したいなとい

うところで、ちょっと新たなところとして

はその２件を考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

みんなここで育って出ていったわけです

よね。お父ちゃんお母ちゃんは住んでいる

んだから、息子や娘にね、豊能町困ってん

ねんって言って、お金入れてやみたいなこ

とを発信していかなあかんのんと違うんで

すか、うちの子どもにも言うときますけど

ね、実は返礼品がいいことなかったからっ

て言って、結局ふるさと寄附はしなかった

んですけどね。 

そこのところのＰＲはどうなんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。 

ふるさと納税のことなんですけども、残

念ながら豊能町目がけてふるさと納税をし

ていただけるっていう例は本当に今、管野

委員おっしゃったような、子どもたちに呼

びかけるというようなことになろうかと思

います。 

いろいろちょっと調査もしておりまして、

やはりまずは商品を人気ある商品をおっし

ゃったように、そこからヒットしていただ

くというのが一つかなというふうに思って

います。例えば、豊能町ですと、農産物、

お米が非常においしいというようなことも

ございます。お米というのは常に１年間、

多かれ少なかれ食べられますので、そうい

ったことを定期的に発送するとかですね、

そういったことも検討していかなければな

らないかなというふうに思っています。 

あとは、品目がまだまだ少ないような状

況ですので、魅力ある品目をですね、探し

出す、事業者の方豊能町内の事業者の方、

特に製造関係の方と連携しながら、連携し

てですね、何とか、豊能町からもちろんヒ

ットしていただくというのは理想なんです

けど、現実的には難しいかと思いますので、

魅力ある商品を何とか探し出して、事業者

の方と連携していく、それがひいては、地

域産業の育成にもつながっていくんではな

いかなというふうに考えておりまして、そ

ういう取組をしていけたらというふうに思

っておるところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

本当にね、それだったら来ないですよ。 

お米って言われて豊能町ってどれだけの

人思うと思います。お米って言ったら魚沼

産とか新潟とか、今お米ブランドむちゃく

ちゃあるんですよね。お米が欲しかったら

そっち行きますよ、みんな。 

真面目に本当に物でどうこうっていうの
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は、やっぱ豊能町の方真面目なんですよね。 

ここ数年って、泉佐野がやらかしましたけ

ど、ねえ、それに似たようなとこ、結構い

ろんなとこでやってるんですよ。 

それは一つの商品では、やっぱり難しい

よね。我々のとこより有名なところの地方

自治体が、いろんな特産物だけではふるさ

と納税見込めないよね。だから、いろんな

家電をくっつけたり、アマゾンの商品券を

くっつけたりっていうようなことをして増

やしてるんですよ。じゃあそこに匹敵する

ぐらいの商品ってあります。 

そういうアマゾンとかそういうところを

くっつけてやってるところよりね。そこで

すら、そういったことをして、ふるさと寄

附を集めようとしているんですよ。 

そしたら商品目がけてなんて、そこを増

やしたところで、そうそう増えるもんでは

ない。逆に減っていく、現に減ってる。 

だから考え方を本当に変えないと、今管

野議員言ってたことって前から言ってます

けど、豊能町はここで育った人たちが外へ

出てる、本来ふるさとっていうところに寄

附してもらう、今豊能町困ってるんだとい

うことで、いろんなそういったとこにＤＭ

を送るなり、ねえ、そういったことをして、

こういう事業に応援してくれませんかとか、

そういうふうなつながりっていうことを、

実際にやっていくほうがいいんじゃない。 

実際冊子つくるって、冊子をどこに配る

の。冊子これ、近隣からもらおうとしてる

んですかこの冊子は。そもそもまずはホー

ムページですごい見やすく、トップページ

にふるさと寄附をお願いしますみたいのが、

ホームページがあんなんやったら、どう考

えても来れないでしょう。 

だからまず、この環境をよくしないと。 

さんざんホームページって言われてあん

な見にくいホームページで検索しても出て

こないような状態だったら、１回来たって

そこまでたどり着かない。 

もうちょっと情報発信というものを、誰

に対してやる、どこからもらいたいってい

うことを考えたうえで、前提となる状況、

環境というものをすぐに整えないと。 

まずはホームページちゃんとしないとい

けないと思いますよ。そのあとですよ冊子

なんて、冊子でどれだけの効果があるか全

く見えてこないんですよ。もうちょっとそ

こら辺の情報発信というものを真剣にとら

えていただきたい。 

お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。 

真剣に考えておりまして、私が今申し上

げたのは、管野議員のおっしゃったことも

あるんですけれども、とにかくしようと思

っても欲しいものがないわっていうような

状況は確かにあると思います。 

ですから申し上げたように、例えばお米

であるとかそういったものをどういうふう

につなげていくかというのを考えていきた

いというふうに思っております。 

そのためには、継続的に魅力ある、それ

は永並議長がおっしゃるようなところも、

当然、必要だというふうに思っております

が、例えば何度も申し上げますが残念なが

ら豊能町っていうところを引いてくれる人

はふるさと納税っていうのは、引いてくる

人はかなり少ないと思います。そういう方

のために、例えばこれが今年の５月に間に

合うかどうかわかりませんけども、固定資

産税の納税通知書を発送する際にですね、

その中に、これから５月までにどこまでで

きるかわかりませんけれども、ヒットする

ようなもの関心を持っていただけるような
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方法をですね、考えていけたらというふう

に思っております。 

もう何億も何十億もっていうのはなかな

か難しいと思うんですが、今 2,000 万円弱

というような数字が出ておりますので、何

とかそこをですね、右肩上がりに持ってい

けるような方法をこれからいろいろな対策

を講じてやっていきたいというふうに思っ

ております。 

その中でホームページも一つであると思

いますので、その辺は検討をしていきたい

というふうに思っておるところでございま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、今のふるさと寄附の話なん

ですけど、先に今の話で、魅力ある商品っ

ていうのは何なのかっていうのを、あれい

ろんな寄附のサイトありますけど、検索の

ランキングの上位って何があるか、もちろ

ん御存じですよね。肉ですよ、肉。もうほ

ぼほぼ上位は肉。それが、牛なのか鶏なの

かその産地によって、例えば、九州のほう

だったら鶏肉でヒットして上位に上がって

きますし、牛肉だったらそれぞれのブラン

ド牛とか、地元でブランド牛と言われるよ

うな名前の肉を上がってきますし、ですよ。 

魅力あるものを選んでっていうたって結

局検索のランキングの上位で探すしかない

んです、それで言うならね。それでやっと

上位で引っかかってくるのもかなり有名な

ところが引っかかってくるからそれ以上も

う全然出てこないんですよ。 

私、前にも一般質問でも言わしてもらっ

てますけど、やっぱりね近隣で伸ばしてい

ってるところがありますよね、すぐ隣の亀

岡市とか、同じ市町であれば島本町とかも

かなり伸ばしていますよね。伸ばしてるに

は何かがあるからですよね。そういうとこ

ろに、参考にするために何か、ちょっと研

修じゃないにしても何かいろんなお話聞き

に行くとかね。そういうこともしていくの

は大事ですし、あと、新聞広告っておっし

ゃいましたけど、今、若い人なんか新聞と

ってないんですよね。年配の人はとっては

るかもしれないですけど。これ新聞広告に

載せて、どれぐらいの効果があるかって、

それ費用対効果で見たときに本当に効果あ

るんですかねそれも。それやったら先ほど

も言ったようにホームページをもう少しち

ゃんとした、ちゃんとしたっていう言い方

悪いですね、もうちょっと見やすい形にし

て、１番トップページのどっかに見たら、

すぐにふるさと寄附できるようなところへ

飛んでいけるようなバナーつくるなり何な

りするなりっていうことが必要だと思いま

すけれどもどうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。 

池田副委員長おっしゃるように、人気商

品はお肉です。 

うちのほうの内容を調べましたら、１番

がイノシシの肉の切り落としで、２番目が

牛肉になっています。 

ほかのところもいろいろ調べさせてもら

ってるんですが、有名な製造業、電化製品

とかあるいはお菓子屋さんとかがあったら

話は別ですけども、そこはなかなか、豊能

町では厳しいところですので、そこはそう

いったものと組合せたり、あるいは先ほど

から言ってます農産物とですね、何とか組

合せてですね、ヒットできないかなという

ふうには思っています。 

農産物もかなり人気の高い、魚介類もも
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ちろんそうですけどもそういうのはちょっ

と望むのは無理なので、今あるもので、町

内で製造されているものを何とか事業者の

方と連携しながらですね、今おっしゃって

いただいたようなことを取り組んでですね、

いろんな形で取り組んで、何とか右肩上が

りになっていくような施策を考えていきた

いというふうに思っておるところでござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

先ほど来からですねふるさと納税につい

て御議論いただいております。 

私もですね、収入をどういうふうに増や

していくのか、１円でも増やすというよう

なことの中ではですね、税収がそんなに伸

びない中、このふるさと納税というのは非

常に一つのツールだなと思っております。 

12 月の議会の委員会の途中でですね、亀

岡市長が来られて私が中断して帰ってまい

りましてちょっと川上議員のほうから怒ら

れたときがあるんですけども、そのときに

ですね亀岡市長といろいろ話させいただき

ました。今、池田副委員長がおっしゃいま

すように亀岡市さんは数千万円だったのを

ですね、数億に上げておられます。その話

をお聞きまして、ぜひうちの職員を行かし

てちょっと勉強させたいんで、視察に行か

してほしいということで、亀岡市長にお願

いをさせていただいて、１月に入って早々、

視察に行かせて、視察というかそこのふる

さと納税をやってる担当のほうに行かして、

どういうふうにやってるのかということを

ちょっと勉強させに行かせました。 

そのうえで今回、すぐには効果は出ない

でしょうけれどもそこもちょっと勉強させ

ていただいて伸ばしているところ、まさし

くそのとおりです。ふるさと納税を伸ばし

ているところを参考にさせていただきなが

ら、私ども豊能町で馴染むこと、どうした

らいいのかなと。亀岡市さんがそれを伸ば

しておられるので、もう一つはですね特出

することは、私がびっくりしたんですけれ

ども、ふるさと納税で大体億単位でとって

おられるところは、工業製品だと私思って

おりました。そこの自治体の中で、いろん

なメーカーがあってそこで製造したやつ、

それはもうそこのふるさと納税使えるので、

それがいってると思ってたんですけども、

亀岡市さんの場合は、お米、お野菜、お肉、

これが大半なんですよ。それを聞いてびっ

くりしたんです。 

豊能町の分水嶺にあるお米、お野菜これ

いけるやんかということで今ある資源をど

れだけ伸ばすか、そういうことができるん

やったら、農業の方々、農業担っていただ

く方々の出口にもなるし、とにかく勉強し

に行かしてくれということで、亀岡市さん、

お隣ですのでね。そこで取り合いするとい

うことじゃないんですけれども、快く市長

もですねオーケーいただいて、ちょっと今

勉強にも行かしてまして、それを、いける

かどうかわからないですけどもいろんなこ

とを試させていただいてですね、もう一つ

はですね、管野委員もそれから議長もおっ

しゃいました。本当にその豊能町から巣立

った子どもたちは真面目な、ちょっと語弊

ありますね、育った子どもたちたくさんお

られます。その子どもたちの親御さんとい

うんですかね、保護者はまだ豊能町におら

れますので、その方々にもですね協力をお

願いしながらというほうも行かなあかんで

しょうし、それから何をもっていくかと、

何を出していくかというのもあるでしょう

けれども、委員の皆さんと私たちも同じで

す。 

とにかくふるさと納税で１円でも多く収
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入を取っていくと、取って収入を得ていく

というのは、我々の一つの方策だと思って

おりますので、またいろんなお知恵をいた

だけたらと思っておりますが、我々は我々

でさせていただきたいというか、できるこ

とを進めてまいりますのでぜひ御協力いた

だきながらいろんな御意見をまたいただけ

たらと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

それでですね同じところなんですけど、

ここ２年間ずっと、特定財源が予算と同じ

金額上がってたんです。今回が少ないのは

何か理由があるんですか。 

ふるさと寄附金事業の１番の予算が 1,334

万 6,000 円に対して、うち特定財源が 97 万

9,000円。ごめんなさい、24ページです。 

去年もおととしの予算書も見たんですけ

ど、予算と同じ金額が上がってたと思うん

ですよ、確か。でも今年は何か急激に低い

金額になってるんですけど、これは何か理

由があるのか。それとも、これ今まで上げ

てたのは、前年のふるさと寄附に対する国

の補助金を翌年に上げてたのか。 

その辺ちょっと疑問に思ったんで、お願

いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  江崎課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江崎純史君） 

行財政課、江崎です。 

すいません。ちょっと数字調べますので

時間をいただきたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにないですか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

すみません、64 ページの職員研修はまだ

でしたかね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

入ってますよ。 

○委員（高尾靖子君） 

入ってますね、はい。 

ここが意図と目的がすばらしいと思うん

ですけども、職員の能力開発やモラルアッ

プのため、職員研修計画に基づく研修を実

施することにより、職員一人一人の 

（発言する者あり） 

○委員（高尾靖子君） 

  64 ページ、ごめんなさい。27 ページです。 

  いいですか。説明資料の 27です。 

能力と意欲ある職員の育成及び職員の資

質の向上を図るっていうこれはすごくいい

ことだと思います。 

その中で、職員研修事業として 157 万

6,000 円が上がっているんですが、派遣や階

層別、専門実務等の職員研修の実施という

ことと２行に書いてありますけれども、こ

れは何人が派遣されて、期間はどれぐらい

の期間で研修されるのか、そういうことを、

どういう計画なのか。聞きたいです。 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

こちらのですね、研修、職員研修事業に

上げてます経費につきましては、職員を派

遣するというようなものではなくてですね、

町の階層別の職員研修をさせていただいた

りとか、コンプライアンス研修をさせてい

ただいたりとか、またマッセ大阪のほうへ

ですね、研修を受けに行っていただく、そ

ういった関係の経費を計上させていただい

ております。 

例年、年度当初にですね、研修計画とい

うのを１年間の研修計画というのを立てま

して、それに基づいて職員の研修、人材育

成に努めてまいるというようなものでござ
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います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

いろいろ研修の目的、ものがあると思う

んですけれども、これはどういうふうに取

決められるんですか、研修の中身のほうで

すね。それはわかりますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

例年、同じにはなってしまうんですけど

考え方は同じなんですけども、基本的には

予算の範囲内で、その時々に今求められて

いる職員像、人材育成計画でありましたり

職員の研修計画でありましたり、そういっ

たところに基づきまして、研修のほうを企

画させていただいております。 

ただ、予算の都合もございますので毎年

できるものと、隔年になったり３年に１回

なったりと、そういったのもございますけ

ども、新規採用する職員もございますので、

基本的には職員の資質向上を目指してです

ね、その時々に必要なものを予算の範囲内

でさせていただくというような形で進めて

おります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

研修されましたら、皆さん、それぞれの

部署に行って、福祉やったら福祉といった

ところで、いろいろ勉強されてね、マスタ

ーしていっていただけるのはすばらしいこ

とだと思ってるんです。 

その中で研修されてきた内容は、全体的

に活かされるということをされてるのかど

うかねその点をお聞きします。 

活かしていってるということになるのか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

そうですね基本的な一般的な研修で言い

ますと、接遇であったりとかですね、窓口

応対であったりとか、専門的な研修でいい

ますと、それぞれの部署で必要とされる知

識を勉強しに行く。税の勉強であったりと

かですね、福祉関係の相談業務の研修であ

ったりと、そういった様々なものがござい

ます。 

当然、戻ってきたあとにですね、現場で

学んだことをフィードバックしながら業務

に取り組んでいただいてるというふうには

考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

この研修の中にハラスメント研修は入っ

てるでしょうね。これハラスメント研修し

てもらわなね、この関係で、一般質問でも

２回もしてますけど、６人の休務者が出て、

３か月間はお給料、人件費払ってますよね。 

払ってますよね。そして、それから１回で

も来たらまた払えるんですよね。 

ちょっとその辺ちょっと詳しく聞かせて

いただけますか。 

休務者の給与体制というか、 

     （発言する者あり） 

○委員（才脇明美君） 

はい、わかりました。 

研修のことを聞きましたね。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

ハラスメント研修でございますけども、

令和５年度につきましては１月、２月に実
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施をしております。 

来年度につきましてはですねまた研修計

画の中で、必要であれば実施をしていくと

いうふうに考えております。 

現時点でするということが決まっている

というものではございません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ハラスメント研修はこれ本当に継続、し

ていってくださいね。１年に１回は必ず。 

よろしくお願いします。答弁お願いしま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本でございます。 

委員おっしゃるようにですねハラスメン

ト研修、大変大事なものだというふうには

考えております。 

令和６年度につきましてもですね、実施

するというような方向で研修計画のほうを

つくってまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

でもね、ハラスメントでもね、パワーハ

ラスメント、セクハラ、そしてマタニティ、

これからどんどんどんどんそういう人もい

てますよ。それだけ言って、パワハラだけ

言ってるんじゃないですからね。 

そして、スメルハラスメント臭いね、香

水や、そういういろんなハラスメントがあ

りますから、これはもうぜひお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

答弁は。 

   （「結構です」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

それでですね、今のこの件なんですけど、

予算が下がってる理由は何ですか。 

もう予算、こういう研修みんなしてもら

うんやったら、もっと上げてもらってもい

いかなと思うんですけど。何で下がってる

んですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

確かに 45 万 6,000 円ほど予算下がってお

りますが、この下がってる原因ですけども、

昨年 10 月の機構改革によりまして総合政策

課のほうへ業務が移管しているもの、そち

らが 33万ほどございます。 

それからですね、報償金、研修講師の謝

礼として報償金を予算組を例年していたん

ですが、近年、全て業務委託で行っており

まして、講師に直接謝礼を払うというよう

なことを行っていなかったということで、

精査させていただき、その分を減額させて

いただいているものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

私からすいません。42 ページの電子申請

システム導入事業で 20 万 1,000 円という、

少ない予算が上げられておりますけれども、

これ大阪府内市町村で構成する云々と書い

てますが、実際にこれがあって今回初めて

豊能町が参画するという、まずこの認識で

いいんでしょうか。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

今質問ございました電子申請システムの

導入に関しまして大阪府の共同調達事業を

使ってということでございますけれども、

これは豊能町としては初めて参加するとい
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うことでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

続きましてですね、これによって財政負

担の緩和を図るというすばらしいことを書

かれておるんですけども、どれぐらいの財

政負担が緩和されるのか、数字が出ておれ

ば聞きたいんですが。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

共同調達をするということで、大阪府の

ほうが業者と交渉等もしていただけると、

あとはまとまった複数の団体が参加するこ

とで、費用が削減できるというふうに聞い

ております。 

ただ、大阪府のほうで実施してますんで

具体的にこの分が本来幾らであって、それ

が幾ら減るのかってちょっと具体的な数字

は持ち合わせておりませんけれども、ただ

この分に関しましては、特に導入の費用と

いうのはかからずに、ランニングの部分だ

けで月々幾らと。今回計上させていただい

ているのは 10 月からをめどに開始するとい

うところで、半年分の予算計上ということ

でこの額になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ということはこれから毎年、これ以上の

お金がかかる、半年ですから倍ぐらいの予

算が来年度も出ていくという解釈でいいで

すか。 

古田課長補佐。 

○総務課課長補佐（古田貴恭君） 

総務課の古田でございます。 

御認識のとおりでございます。 

今回これは初めて豊能町としては試みで

ございますので、まずは、電子申請という

ことでございますけれども、まず職場の中

で、職場の中で職員が特定の課に提出する

ような申請であったり、アンケートであっ

たり調査であったり、そういったところか

らスタートしていって、徐々にトライアン

ドエラーを繰り返していく中で、少しずつ

拡大していくということになっています。 

このサービスにつきましてはいろいろと

オプションがございまして、電子決裁の機

能であったり、あるいは、住民さんに対し

て電子で書類をお送りするような、そうい

った機能もございます。どんどんどんどん

必要なものがあればオプションをつけてい

って、サービスを拡大していくというもの

でございますので、まずは、１番ミニマム

からスタートして、さらに、拡大というこ

とであれば、そのオプションを出していく

というようなことを進めていきますので、

金額に関しましては、精査しまして、必要

なものがあればそのオプションを加えてい

くいうことになります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

職員研修に戻ります。 

先ほど 45 万 6,000 円、ダウンしてますけ

どこれ業務委託とおっしゃいましたけど、

これどこに載ってます業務委託。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

先ほど減額になっているということで御

説明させていただきましたのが報償金と物

件使用料でございます。 

業務委託料につきましては昨年と同額、

119万 3,000円を計上しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ちょっと意味がわからなかったんですけ
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ど、もう一度ちょっとわかりやすくお願い

します。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本でございます。 

予算書 64ページを御覧ください。 

予算書 64 ページの３、職員研修事業でご

ざいます。こちらの業務委託料をですね、

119 万 3,000 円、この金額が、研修を実際業

務委託として発注させていただいてる金額

になります。 

これは昨年度、令和５年度と同額を計上

しているものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

すいません。先ほど報償金減額をという

ことで御説明させていただきましたけども、

近年、講師に直接謝礼を払って研修をして

いるというような実績がございません。全

て業務委託で研修をしておりますので、内

容といたしましては令和５年度と同等の研

修ができるというふうにお考えいただいた

ら結構でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

まだ質疑続くようでしたら、一旦ちょっ

と休憩を取りたいんですが、この時計で 40

分まで休憩とらせていただきます。 

訂正させていただきます。 

引き続いて質問をどうぞ。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

しつこいようですが 30 ページのホームペ

ージの運営管理なんですけれどね、塩川町

政下で３年ぐらいかかって、あれを完成し

たように思うんですね。 

スマホを買いたい言うたけどそれは修正

出して、スマホを買うんやったら先にホー

ムページを充実してくださいみたいな討論

もしたと思うんですけど、これから先はあ

れを変えるとまたお金がかかるんですか。 

私は大切なお知らせと大切ではないお知

らせが何で分けてるのかとか、議会は大切

ではないお知らせに入ってるんで。本当に

そのページ自体を変えてほしいなと思って

るんですけどそんなことはもうできないん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

ホームページの事業でございますけども、

３年の債務負担で実施をしております。 

その３年の中でですね、実は１回リニュ

ーアルができるというような内容になって

おりますので、また、今の契約の中でもリ

ニューアルをさせていただきたいと考えて

おります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ではあと１年残ってるということでいい

んですか。この１年でやり替えることもで

きるということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

現在の契約、令和７年度末までです。あ

と２年ございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

これホームページ随時更新っていうか、

変えれないんですか。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

申し訳ありません、説明が不足しており

ました。 

今申し上げましたリニューアル、更新と

いうのは、抜本的な、トップページから全

て見直すというようなリニューアルでござ

います。 

当然、日々の更新は職員が自分でしてい

ると。ですので日々、内容の更新、修正は

日々できてるというふうに御理解いただけ

たら結構です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

秋元議員も言うてはりましたけど虫眼鏡

で探せないというか、プロンプトっていう

んかな、質問事項が合わへんから、該当し

ませんとかくるけど、それはホームページ

の会社が悪いん違います。それをちゃんと

更新して考えてもらわなあかんの違うんで

すかね。 

私、人に聞いたんです若い子に。豊能町

のホームページこんな感じこんなんやけど、

何でやろと。そしたらホームページの会社

が悪いと、若い子にちょっと教えてもらっ

たんですけど、いかがでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

先日の委員会で御指摘をいただきました

ので、そのあとですね、業者のほうと既に

打合せを始めさせていただいております。 

原因を調査させていただいたんですが、

まずですねページ内検索をするときの検索

エンジンというのがあるんですが、それを

現在は、ほかのホームページをつくってい

る、ＣＭＳというものを使っている業者の

ものを使っているんですが、グーグル社が

提供する検索エンジンを利用するというよ

うな方法もございます。 

おそらくですね、ほかの団体で曖昧な検

索、例えば全角半角の違いを認識してもら

ったりとかですね、また曖昧な検索ができ

るところはグーグル社が提供している検索

エンジンを利用しているところ。現在本町

が利用してますそのＣＭＳを提供している

事業者のところの検索エンジンではですね、

この曖昧な検索ができないというのがわか

りました。全角半角を実際にページの中で

使っているとおり入力しないと検索でひっ

かかってこないということがわかりました

ので、グーグル社が提供する検索エンジン

へ移行ということを現在作業として始めて

いるところですが、ただ使用許諾等の関係

がございまして、二、三か月かかりますと

いうふうにも言われてますので、当面です

けども、今あるＣＭＳを提供している企業

の検索エンジンを使うんですが、表示のさ

れ方ですね、１番最初にインデックスって

いうのが出てきてその下にページというの

が出てくると、ちょっと見にくいというよ

うなこともあったと思いますので、あそこ

の表示のされ方をちょっと工夫してですね、

ページが引っかかるように、最初にページ

が表示されるような形で、一旦は変更させ

ていただきまして、グーグル社のほうの検

索エンジンに移行ができればですね、曖昧

検索が可能になるというようなところで、

今業者と打合せを進めているところでござ

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

この時代に、二、三か月もかかるんです
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か。うなずいてはるけど。 

私もホームページ毎月１万円払ってます。

民泊の更新ですぐに、もう二、三秒でね、

二、三分で更新してくれますよ。 

それに二、三か月かかるなんてちょっと

今の時代考えれないんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

はい、今確認をさせていただいてるのは

使用許諾の関係で手続に時間がかかるとい

うことですので作業に時間がかかるという

わけではございません。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

今のでちょっと気になるのは、そこの会

社、どういうふうな設計の話合いをされた

んですかね。ほかではグーグルの曖昧検索

を使ってる自治体もありますよね。そうい

った中で、そこの業者がそういう提案をし

てきたのか、その話合いの中で、うちんと

ころはもうこっちの検索エンジンでいいよ

っていうようなことをやりとりされたのか。

業者だったらその業者って、センスないで

すよねってなりますよね。そしたら今後の

事業としては、ちょっと豊能町にとっては

あまりよろしくないなってなるし、そこら

辺がちょっとね理解ができない。 

それで、なぜ急ぐかっていうと、検索し

て、豊能町のホームページで常に毎日いろ

んなことを発信してる中で検索して出てこ

ないって致命的なんですよね。そういった

ことがいろんなところで出てきてる、いろ

んな文字を入れても出てきてるっていうこ

とは、本当に急いでもらわないとその何か

月かの間にいろいろ豊能町の情報を見に行

こうとしたけど出てこないわ、もうええわ

ってなる。ほかのところは見れたのに、こ

れってすごい、損失なんですよね。 

ですから、もうちょっとその業者との話

合いで、そっちの追い込むじゃないけどそ

ういう危機感を持って説明するなり何かし

ていただかないと、そういった取組もきっ

ちりしてくださいね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

答弁要りますか。 

    （「はい」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

  池田課長。 

○広報職員課長（池田拓也君） 

広報職員課、池田でございます。 

ホームページのですね以前、１番初めに

ちょっと契約したときに、そこをどういう

ふうな形で町のほうが確認をして、今現在

に至ってるかということでございますが、

申し訳ございません、ちょっとその辺りが

ちょっと勉強不足でございまして、今福本

のほうが説明しましたとおり、委員会のほ

うでですね、非常に曖昧検索ができないと、

住民の皆さんに御迷惑をおかけしてるとい

うお話がありましたので、当然そのあとす

ぐに、業者と今打合せをさせていただいて

るところなんですけれども、ちょっと振り

返りまして、当初からですね、今たまたま

その曖昧検索の話だけがクローズアップさ

れてますが、ほかにもですねもしかしたら

利便性が悪いというようなところももしか

したらあるかもしれませんので、その辺り

をちょっと丁寧にですね、対応させていた

だいて、今議長のほうおっしゃられてると

おりですね、役所のほうで使用許諾が一定

期間かかるという話をさせていただいてる

ところですが、住民の皆さんにとってはそ

ういうのあまり関係なくですね、すぐにや

はり何かを調べるときにですね、もうすぐ
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検索ができるというようなところもあるか

とは思いますので、使用許諾の期間につき

ましても、ちょっと業者のほうとちょっと

調整をさせていただいて、できる限り迅速

に対応できるようにしていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

56 ページの庁舎等修繕事業なんですけど、

ちょっと確認したんですけどこれ老朽化等

による本庁舎の劣化箇所っていうのはどこ、

どの辺りなんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

玉川課長補佐。 

○行財政課課長補佐（玉川 徹君） 

はい。行財政課の玉川でございます。 

今回予算計上させていただいております

のは、本庁舎の旧館の電気系統キュービク

ルの交換の工事になります。旧館の庁舎全

体に係る老朽化の対応工事でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

えっとですね、時間的に黙祷の時間が迫

っておりますので、ここで一旦暫時休憩さ

せていただいて、各職場のほうで黙祷のほ

うをよろしくお願いいたします。 

再開は 50 分に開会しますので、よろしく

お願いします。 

   （午後２時 40分 休憩） 

   （午後２時 50分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

江崎課長補佐。 

○行財政課課長補佐（江崎純史君） 

行財政課、江崎です。 

先ほど池田副委員長から御質問のござい

ました、ふるさと寄附の促進事業のうち特

定財源の件で御説明させていただきます。 

御報告遅くなり申し訳ございません。 

副委員長おっしゃるとおり、例年、この

ふるさと寄附の促進事業には、全額ふるさ

と寄附金を充当するという予算でさせてい

ただきましたが、今年度の 97 万 9,000 円に

つきましては、こちら臨時事業としてパン

フレットの作成ですとか、そういった事業

に使うものの財源になりまして、ちょっと

残りの部分の計上が漏れてございました。

申し訳ございません。 

実際の運用としましては決算とか、決算

状況、使用状況を見ながら充当させていた

だくということでさせていただきたいと思

っております。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに質疑ございません。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

説明書の 61 ページ、町税課税事業の４番、

万博ＰＲ用ナンバープレート製作事業です

けれど、広報はどのようにされるのかとい

うのと、何台分なのか、お答えください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水税務課長。 

○税務課長（清水義和君） 

はい。税務課、清水です。 

現在、予算化をしておりますのは 50cc で

100 台分ですけれども、これは需給状態を見

ながら、50cc ですとか 90cc ですとか、

125cc までの間で、100 枚つくれるかどうか

わかりませんが振り分けて作成をしたいと

考えております。 

完成次第ですね、広報のほうでＰＲのほ

うさせていただきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 



68 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

同じページの２番ですけれども、バック

アップセンターとの接続試験とはどういう

ことですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水税務課長。 

○税務課長（清水義和君） 

はい。税務課、清水です。 

こちらのバックアップセンターとの接続

試験ですけれども、現在、４輪車につきま

して、新規登録等ありましたら電算化で、

ごめんなさい、違います。すいません。 

こちらのほうはですね実際納付がありま

したら、ＪＮＫＳというシステムを通して、

納付状況がわかるようになっておりますけ

れども、このシステムにバックアップの仕

組みがありませんので、車検のところで納

税を確認しようと思っても機械に不具合が

あって見れない場合は市町村の窓口まで納

税証明を取りに来ないといけない状態にな

っておりますので、新たにバックアップセ

ンターをつくりまして、そことの接続試験

を実施するための費用でございます。 

これは試験だけで 22 万かかるのではなく

って、２輪の軽自動車及び２輪の小型自動

車に係る軽自動車税の申告手続、こちらの

ほうがまだ紙ベースですのでこれのオンラ

イン化も含めて 22 万円の計上となっており

ます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

説明資料の 52 ページの消防施設維持管理

事業ですが、これは、消防水利施設、消火

器これ何か所ぐらいありますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

具体的にどのような施設のことでしょう。 

防火水槽とかの分につきましては、すい

ません、ちょっと確認させていただきます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

その間、ほかに質問ございます。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

57 ページの毎回聞いてるんですけど、普

通財産管理事業でこの何か、現在活用に向

けて何か進展してることはあるんでしょう

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  玉川課長補佐。 

○行財政課課長補佐（玉川 徹君） 

行財政課、玉川でございます。 

本年度、令和５年度になるんですけども、

西公民館の向かい、道挟んで向かい側に民

間の土地を借りて本町職員の駐車場に利用

させてもらってるとこあるんですけれども、

そこを令和５年中に買えさせていただきま

して、普通財産として活用をしておるとこ

ろでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今の質問ですけれど、これからの職員さ

んの駐車料金は入っているということです

か。予算の中で。 

○委員長（永谷幸弘君） 

玉川課長補佐。 

○行財政課課長補佐（玉川 徹君） 

はい。行財政課、玉川でございます。 

委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 
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先ほどのページです。61 ページの３番の

家屋評価システム更新事業ですけれど、固

定資産税の税率が変わるとかそういうこと

ではないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水税務課長。 

○税務課長（清水義和君） 

はい。税務課、清水です。 

この家屋評価システムですけれども、家

屋の税金を決めますシステムがこの家屋評

価システムでございまして、はい。 

新築の家屋が建ちましたら、その分を調

査させていただきまして、部材ごとにデー

タを入れましたら、評価額が計算されると

いう、そういったシステムでございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

増築もしはりますよね、それも入ってる

んですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水税務課長。 

○税務課長（清水義和君） 

はい。税務課、清水です。 

少し増築につきましてはこのシステムで

するのが難しいですので、そこは手計算で

計算をしております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

すいません。先ほどの御質問でとよのん

グッズの製作数と在庫数のところの数字な

んですけども、ちょっと回答のほうさせて

いただきます。 

とよのんのまずぬいぐるみなんですけど

も 50 個つくりまして在庫がゼロ。それから

とよのんのＴシャツ、子供用のＴシャツな

んですけども 100 着つくりまして在庫が 12

です。エコバックなんですけども 100 個つ

くりまして在庫が 38。それからストラップ

なんですけども 300 個つくりまして在庫が

56。それから最後ボールペンなんですけど

も 100 本つくりまして在庫が５本というこ

とでなっております。 

すいません。以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

答弁まだですね、田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

大変失礼いたしました。 

消防水利の消火栓の数なんですけども、

381基となっております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

その点検を業務委託してるということで

すよね。そして今さっきおっしゃった防火

水槽、それは消防団が管理してるっていう

ことですね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。消防担当、田村でございます。 

防火水槽につきましては各地域の消防団

員さんが、清掃等を実施していただいてお

ります。はい。 

消火栓につきましては、消防担当のほう

と、水道さんのほう、何かございましたら

水道センターのほうに点検、修理等を依頼

しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 
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もう一度、消火栓は誰で、どなたが。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。消火栓につきましては、豊能水道

センターが点検していただいているんです

けども、うちのほうの消防担当のほうでも

実施しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

この業務委託料は誰に払うてるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。事務委託料ですが豊能水道センタ

ーのほうにお支払いしております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

防火設備の会社ってでありますやん、そ

ういうところには委託してないんですか。

専門業者ですよね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。消火栓につきましては豊能水道セ

ンターに点検等を依頼して負担金を支払っ

ております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかどうですか。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

すいません、消防団なんですけど、新興

住宅街にないわけですよ。それを、例えば

広域で募集をかけていくとかそういった取

組っていうものは、今後どう考えているの

かお聞かせいただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。消防担当の田村です。 

現在のところですね、西地区の消防団員

さんが非常に少なくなっております。 

昨年 11 月に秋フェスタＩＮとよのってい

うのを開催した中でですね、実際に吉川の

消防団員さん出動いただきまして、ティッ

シュを配布するなど消防団員の募集活動を

行っております。 

次の令和６年の消防出初式につきまして

も住民参加型の消防体験フェアっていうの

を実施する予定だったんですけども、能登

の地震によって出初式が中止になりました。 

またこういった消防団員募集に係る事柄

につきまして今後も実施していきたいと思

っております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

本当に新興住宅街に住む人間としては、

本当に申し訳ないなと何かあったときに旧

村の消防団の方が駆けつけてくれたりしま

すんで、そういった意味では何とかつくり

たいなと思うんですけどなかなか人が集ま

らない現実も理解しております。 

やはりこの問題と自主防災会って連携す

ると思うんですよね。旧村の方たちは消防

団持ってるんで、そこにまず災害時とられ

てしまうと。そうすると、残った人で自主

防災会の運営をしていかないといけないと

か、そこら辺の連携とか、もうちょっと横

のつながりを持って自主防と消防団とのつ

ながりっていうものを連携をとって進めて

いく必要が災害対策としては必要かと思う



71 

んですが、そこら辺は考えておられますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田村課長補佐。 

○総務課課長補佐（田村 豊君） 

はい。消防担当の田村でございます。 

実際現在のところ、吉川自治会と吉川の

消防分団、それと川尻の自治会と川尻消防

分団員さんが年に１回合同で訓練等を実施

しております。 

これがだんだんだんだん、他の分団にも

広がっていけばいいなとは考えております

が、今のところ２分団のみとなっておりま

す。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

消防団ってね、もう前も地元の職員さん

の方はすごく大事だと思うんですけど、こ

の防火水槽の水がなくなったりしたらどう

するかというたら、山の中の池、池から水

をまた出すんですけどね。そういうことを

知ってるのが消防団なんですよ。 

消防署の人間は知らないですよ。全然。

例えば山火事とか切畑でも、過去この５年

ぐらいで４件ぐらい火事がありましたけど、

そのときは水が足らないとか、ホースが短

いと防火水槽からそこまで持っていかれへ

ん。そしたら誰が指示するかっていったら、

消防団ですわ。もっと上に行ったら、池が

あると。 

そういうことは大事ですよね、だから新

興住宅地、新光風台とか、光風台でも、池

とかはありますよね。そういうのを消防署

の人は知らないですからね。 

それがなくなったときにどうなるかとい

うことをわかってないでしょう。だから、

水がなくなったり、水が足らなかったり、

ホースが短いという、信じられないことが

本当にあるんですよ。 

首かしげてはるけど、現物見てる、現に

見てるから。本当に、消防というか、防災

のことも真剣にもっと考えてほしいと思い

ます。 

これは要望です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

質疑がないようですのでこれより入替え

も含めてですね、暫時休憩させていただき

ますよろしくお願いします。 

委員の方はこのままの状況で引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

入替えお願いします。 

（午後３時７分 休憩） 

（午後３時 14分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

それでは休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

次に予算説明資料の 63 ページから 114 ペ

ージまでの生活福祉部（福祉課・住民人権

課・保険課・健康増進課）が所管する事業

予算について御説明願います。 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。よろしくお

願いいたします。 

生活福祉部関連の当初予算の説明をいた

します。 

予算説明資料 64 ページ、予算書 85 ペー

ジを御覧ください。地域福祉推進事業でご

ざいます。 

２、第５次豊能町地域福祉計画、第５次

豊能町地域福祉計画、地域福祉活動計画は、

令和８年度から令和 12 年度までの計画の策

定に要する経費を 410 万飛んで 4,000 円を

計上しております。 

次に、予算説明資料 67 ページ、予算書 96

ページ、児童手当支給事業でございます。 
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２、令和６年度児童手当制度改正に伴う

システム改修事業は、児童手当の抜本的拡

充に対応するため、システム改修を行うも

ので、業務委託料 847 万 7,000 円を計上し

ております。 

次に、予算説明資料 71 ページ、予算書 86

ページ、障害者自立支援事業でございます。 

４、障害者グループホーム開設支援事業

は、令和６年度に町内にグループホームが

新たに新設予定であり、豊能町グループホ

ーム開設支援事業補助金交付要綱に基づき、

グループホームを開設する事業者に対し、

費用の一部、上限 100 万円を補助金として

交付するものです。 

続きまして、予算説明資料 76 ページ、予

算書 93ページを御覧ください。 

１、児童虐待防止対策事業でございます。 

昨年 10 月の機構改革に伴い、本事業がこ

ども育成課から福祉課に移管されたもので、

166万円を計上しております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

井上課長補佐。 

○住民人権課課長補佐（井上直彦君） 

はい。住民人権課の井上です。 

そうしましたら、住民人権課の所管業務

のうち主な業務について御説明いたします。 

予算説明資料 77 ページ、予算書 78 ペー

ジを御覧ください。戸籍事務等窓口業務事

業でございます。 

こちらは戸籍や住民票、印鑑登録、パス

ポート申請等に関連する事務を行うための

経費でございます。 

小事業１としまして、戸籍事務等窓口業

務事業は、こちらは経常事業でございまし

て、主なものとしましてはシステムの保守

の経費で 191 万 7,000 円、パスポート発行

事務の池田市への委託料で 150 万 8,000 円、

システムの機器類等の使用料としまして

1,101 万 2,000 円など、戸籍や住民票、印鑑

登録等、日常の窓口業務に関連する経費で

ございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

座って説明してください。 

○住民人権課課長補佐（井上直彦君） 

着座にて失礼いたします。 

こちらの事業の内容は、令和５年度とは

特に変わりはございませんけれども、より

実績に近い予算見積としましたことで、80

万円弱の減額となっております。 

次に小事業２の戸籍振り仮名記載法制化

対応事業は、戸籍法の改正により、戸籍に

振り仮名を記載することが義務づけられた

ため、それに対応するためのシステム改修

の経費でございます。 

見積額が 850 万 3,000 円となっておりま

す。この経費に対する財源としましては、

予算書の 44 ページ、款 15.国庫支出金、項

２．国庫補助金、目１．総務費国庫補助金、

節３．戸籍住民基本台帳費国庫補助金の細

節１．社会保障税番号システム整備費国庫

補助金としまして、この金額は国が定めた

上限額にはなりますけれども 657 万 8,000

円を受ける予定になっております。 

なおこの事業ですが、福祉教育常任委員

会で補正予算の際にも御提案させていただ

きましたシステム改修ですが、住民票シス

テム、附票システムの振り仮名記載のため

の改修というのを上げさせていただいてお

ったんですけれども、そちらと連動するも

のでございまして、令和６年度中にまずシ

ステム改修を実施いたします。以降はまだ

明確な日程や作業内容等は示されておらず、

予定にはなりますが、令和７年度に入りま

すと早々に、まずは対象者に対しまして振

り仮名の確認作業を行います。それにより

正しい振り仮名を届け出ていただき順次シ

ステムに記載していきまして、振り仮名が
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表示されました戸籍謄本等の戸籍に関する

証明書を発行できるようになるという流れ

でございます。 

また、振り仮名を管理することによりま

して例えば同じ漢字であっても様々な旧字

体があったりとか、あるいは、様々な読み

方があるなどで、個人の特定や識別が困難

でという場合があっても、それを振り仮名

を登録することで、個人の特定や識別が容

易になりましてデータベース化なども容易

になると、そして業務の効率化にもつなが

るとそういったことが制度導入の目的の一

つとされております。 

次に、その下の小事業３、附票ネットワ

ーク構築対応事業は、戸籍の附票に住民票

コードを記載することが義務づけられたこ

とに対応するためのシステム改修の経費で

ございます。 

マイナンバー制度は基本的に住民票を基

礎とした制度でございまして、現状におき

ましては、海外、国外に転出された際には

その時点で記録が消除されてしまい途切れ

てしまうとそういった状態でございまして、

その結果、国外に転出された方は、マイナ

ンバーカードによるサービスを利用できな

いという状況に現在はなっております。今

回の改正によりまして附票に住民票コード

を記載することによりまして、国外に居住

される方でも国内のマイナンバー制度との

紐付けが可能になりまして、その結果オン

ライン手続などが、海外にお住まいであっ

ても利用いただけるようになると、そうい

ったことが今回の改正の主な目的でござい

ます。 

住民人権課の昨年度との大きな違いがあ

ります主な事業については、以上でござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。着座にて説明

させていただきます。 

保険課の関係部分のうち、主なものにつ

いて説明します。 

予算説明資料の 91 ページ、子ども医療費

助成につきましては、令和５年度条例改正

により、対象者の適用を拡大したこと等に

より、扶助費が増額になっております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

健康増進課の事業のうち、主なものを御

説明いたします。着座にて失礼いたします。 

予算説明資料の 100 ページをお開きくだ

さい。あと、予算書のほうは 88 ページにな

ります。在宅高齢者支援事業でございます。 

この事業の主なものとしまして、外出が

困難な高齢者に対しまして、介護予防、健

康づくり、生きがいづくりを推進する観点

から、外出支援を行い、生活圏の拡大を図

っておりますが、高齢者の人口増加に伴い

まして、利用実績が増加し、年々事業費が

膨らむ一方で、制度発足当時から据え置か

れております運行協力員への協力費等、利

用者年会費について見直しを行うものです。 

内容としましては、利用者の年会費を年

額 1,000 円から 2,000 円に引上げまして、

運行協力費を１回 500 円から 600 円とする

制度に改めます。 

次のほうに参ります。予算説明資料の 110

ページ、予算書のほうが 99 ページから 100

ページに当たります。成人健康増進事業で

ございます。 

３番目の健康管理システム改修事業の事

業概要欄の表記に誤りがありますので、お

わび申し上げますとともに、訂正のほうを
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させていただきます。 

１行目に書かれております、標準化され

た乳・子宮がん検診結果をっていうところ

の乳・子宮がんが肺がんの誤りでございま

すので、肺がんに訂正させていただきます。 

こちらの事業はですね、肺がん検診結果

の情報を健康管理クラウドシステムへ登録

するための機能を拡充するために、健康管

理システムを改修するものでございます。 

続きまして予算説明資料は 111 ページ、

次のページになりますね。予算書のほうは

そのまま 100 ページになります。予防接種

推進事業でございます。 

こちらの事業も健康管理システムの改修

なんですが、令和５年４月に定期接種化さ

れましたＨＰＶ子宮頸がんワクチン、子宮

頸がんに係るワクチンですね、にかかりま

す予防接種情報を、令和６年６月に改正さ

れますデータ標準レイアウトに対応できる

ように、健康管理システムを改修するもの

です。 

次に参ります。予算説明資料のほうが 114

ページ、予算書のほうは 102 ページになり

ます。保健福祉センター内昇降機機能維持

修理事業でございます。 

この事業は、施設内に設置されている昇

降機、エレベーターですね、これの各機器

のほうが経年劣化によりまして、交換が必

要だということで指摘されておりますので、

利用者の安全のため、また、管理法令で定

められた維持保全のために、各部の機器や

部品取替を実施するものです。 

主な取替機器部品としましては、エレベ

ーターの制御盤内の基盤の取替であります

とか、インバーターの取替、あと調速機の

取替等でございます。 

説明のほうは以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

説明資料の 110 ページの成人健康増進事

業の４番、スマートシティ推進事業のヘル

スケア事業について、現在、テレビプッシ

ュが何台で、ウェアラブルが何台出してい

るのか、お伺いします。現状、お伺いしま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

テレビプッシュはちょっと後で答えてい

ただくんですが、まずウェアラブルのほう

なんですけど、全件 300 件ありまして、300

台あったんですが、今、残り 20 台、280 台

出ております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。松本でございます。 

自治会向いてですが、自治会向いては４

自治会でつけていただいておりまして、こ

れが 65 台、公共施設のほうが 10 台でござ

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そのうち外してはる人は何台ありますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部、小森でございます。 

前回の全協でしたかね、その御意見をい

ただきましてちょっと調べたところ、今現

在ということになりますが、50 台ほどしか

動いてないということが確認できました。 

ただ今年度にお配りしてるもののところ

で若干 40 台ほど出てまして、そこはまたち
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ょっと動いてくるものなのかなと思ってご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

テレビブッシュですね、３月に調整等を

行おうと思っておりまして今のところ正確

な数字つかめておりません。 

申し訳ございません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ウェアラブル最初配って珍しい時はやっ

てますけど、もう外してんねんという人を

何人も見ましたし、外してることを自慢さ

れている、持ってるけど貸したろかとかっ

て言われてんねんけど。 

そんなことでね、スマートシティ事業を

進めていいのか、ここに 469 万も、次、こ

れは何をする費用なんですか。 

７月に聞いたとこで、システム運用、テ

レビプッシュ運用、ルーター回線と書いて

あるんですけど、それが 473 万で、ほぼほ

ぼ同額を計上されているんですけど、何を

するお金かをお聞かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

このヘルスケアサービスにつきましては、

中身なんですけども、まずウェアラブルの

ほうの機器のシステム、バイタル原因とい

うシステムなんですが、そちらのほうのシ

ステムの保守運用、それからテレビプッシ

ュの機械のシステムの保守運用、それから

とよのんコンシェルジュ、データ連携基盤

のほうに接続するというところでございま

すので、そういったところの連携費用、あ

とは健康測定会といいまして、ウェアラブ

ルつけておられる方とか、そういった方に

投げかけていくようなイベントがあるんで

すけども、それを開催する経費と、そうい

ったことを見込んでおります。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今、50 台ぐらいしか動いていない中で、

ＫＰＩは 50台でとるんですか。 

最初は 300 で取らなあかんところ 191 台

でしたか１番最初配ったのは。 

ＫＰＩは、どういう形でとるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課、田中です。 

ヘルスケアのＫＰＩなんですけども、ど

れぐらいその平均の歩数が増加したかとい

うようなところを見るものでございまして、

台数については今つけておられる方という

形にはなるかと思うんですけども、つけて

おられる方が一日の平均歩数がどれぐらい

増加したかというのを見ていくというとこ

ろです。 

あとはサービスの満足度とかいうのをア

ンケートでとっていくというような内容に

なっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そんなもんでいいんかなと思ったら残念

ですねこの事業。 

つけてはれへん人の、あれは貸与なんで

回収されるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 
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生活福祉部の小森でございます。 

先ほどちょっと委員のほうからお話あっ

た、実際問題先ほど私のほうから 50 台程度

というふうに申し上げましたが、実は３月

の 27 日に昨年ちょっとつけていただいた方、

ちょっとその日の機器の問題で、全員に御

案内するわけではないんですけども、つけ

ていらっしゃる方もつけていらっしゃらな

い方も含めて、ちょっと健康測定会、先ほ

どちょっと田中課長ございましたけどする

予定してます。 

そこで実際つけてらっしゃらない方も来

てくださいという御案内もさせていただい

てますので、そこでちょっとフォローアッ

プをしたいなというふうに思ってます。 

こうやりながら実際どのようになってい

くかということなんですけれども、ちょっ

とはっきりわかりましたのは、昨年度につ

きましては、割と健康関心層の方にお話し

た、ですので、おそらく、普段そういうウ

ェアラブルを目新しくて最初はつけていた

だけたのかなあと思ってるんですけども、

そもそもそういう健康の取組にできていた

方なのか、やはりちょっと引き続きの継続

的には使っていただけなかったということ

なのかなと思ってます。 

これはフォローアップをするということ

なんですけれども、今年度お渡しする方に

ついては、健康は比較的無関心層、要は特

定健診を受けられてない方にお渡ししてま

す。 

ですからこの辺ちょっと若干数は少ない

んですけども、ここの人数の方がどのよう

な動きするかということは引き続き注目し

てみたいなと思ってます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

すごく残念でスマートシティってそんな

事業やったんかなって、もうこの時点で結

論づけられたんじゃないかなと思うんです

ね、たった 50 人しかつけてないということ

が。 

それで、この 469万使うんですか。 

これはＫＰＩをとらなあかんから、この

金額は予算上必要だということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

総合政策課の田中です。 

このスマートシティ事業につきましては、

令和６年度までの検証事業が必要だという

ことで今年度に引き続き令和６年度も同じ

ような形で実施したいということで、予算

計上させていただいております。 

確かに実績につきましてはちょっと少な

いというようなところもここはもう十分認

識をしておるんですけども、ただその住民

さんの健康リテラシーが、要はどう変わる

のかというのはそれはデジタルなのかどう

なのかというところも含めて、今回見てい

く事業なのかなというふうに思っておりま

すので、そういうところを検証していくた

めの費用というところで御理解いただけた

らと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これで令和６年度でもう終わりなんです

ね、検証するのが、令和７年度はないって

いうことですね。 

もし令和７年度、続くとしたら、大体毎

年ランニングコストはこんなもんなんです

か。もっと下がるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 



77 

はい。総合政策課、田中です。 

検証事業については令和６年度で終わり

ということになっております。 

仮に令和７年度以降も引き続きやってい

くとするならば、同じような金額はかかっ

てくるのかなと思います。ただ、例えばサ

ービスのプランを有償化にしていくとか、

そういったことも考えられるかと思います

ので、そこは組み方だと思っておりますけ

ども。 

システム経費については、これぐらいの

金額がかかるのかなというふうには見込ん

でおります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

町負担は 460 何万で、あとは個人でお金

を払ってそれが町の収入になるということ

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中課長。 

○総合政策課長（田中久志君） 

はい。総合政策課、田中です。 

サービスを提供するためには環境にかか

ってくる整備、環境整備にかかってくる経

費というのは基本的には町の負担かなとい

うふうに思ってるんですけども、ただその

サービスを実際に受けられる住民さんが例

えば自分に合った例えばサービスを提供し

てもらうための有料のプランであれば、そ

れはサービス会社のほうに払うもんなのか

なと思ってます、町の収入にはならないの

かなというに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

続いて令和７年度にするかしないかは町

が考えるということですね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

今年度までＫＰＩの検証してですねこれ

を町の政策にするかどうかっていうのは今

後検討していくという形になります。 

そして先ほど同額ぐらいかかると申し上

げたんですけれども、今データを連携させ

てる費用がここに入っておりますので、再

来年度以降ですね、町の事業になったとき

にデータ連携をするかどうかっていうのは

今回のＫＰＩのあとに、それが決まるもの

ですので少し減額っていうのは可能性とし

てあると思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次のスマートシティにも関連するような

質問なんですけれど、100 ページの在宅高齢

者支援事業、おでかけくんや民間の介護タ

クシーなんですけれど、ハニタスもわりか

し家の近くまで来ている、ごみステーショ

ンのとこまで来てて、すごい喜んではる人

もいるんですね。おでかけくんを使わなく

てもハニタス呼ぶわっていう人もいてはる

んですけども、それとの絡みなんですけど、

おでかけくんはやっぱり親切だし予約もわ

りかし、いい感じでできるっていう評判も

聞いてるんで、おでかけくんを増やすつも

りはないんですか。 

それでハニタスで頑張るということです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

私が地域公共交通会議のメンバーでもご

ざいまして、その中でも一部発言させてい

ただいたり、まず議会の中でもちょっと一

部発言させていただいたりということを記
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憶してるんですけれども、私ども確かに今

回の４月からまた同じように事業者、やっ

ていただいてます。登録者数も伸びている

のも、これ理解してございます。 

制度は平成 15 年からスタートしてござい

まして、ずっとこうやってきてるんですけ

れども、確かに介護保険側から言いますと

対象者が要支援１、２からもういけるよう

になってますので、ほかのちょっと自治体

から比べるとちょっと要支援１の認定者数

がすごい多いなっていうこともちょっと理

解もしてます。場合によっては、おでかけ

くん利用するために、介護の認定を受ける

という方もいらっしゃることも事実として

出てきてます。 

私どもちょっと考えてますのは、今後、

今まで対象にした要支援１、２も含めた要

介護の方までにするのか、若しくは要介護

の部分だけをちょっと違う別の政策として

考えていくのか、ちょっとこの辺をちょっ

と迷ってるとこでして、このままいくとち

ょっと人数が膨らむということで、先ほど

委員のございました、おでかけくんは御存

じのとおりドアツードアになってます。 

要支援の１の人がドアツードアでなくて

もいけるケースもあるんじゃないかなと一

部ちょっと考えてございまして、そういっ

たところにハニタスの導入が出てきたとい

うところで、こちらのハニタスの部分とで

すね、今年の今年度の秋からということで

聞いてますけれども、その部分と私どもで

今までやっております、おでかけくん。こ

の辺がちょっとすみ分けといいますか、と

ころ、もうちょっと考えてみたいなという

ふうに担当部としては思ってございまして、

現在のところでは、そういうこともちょっ

と思ってございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

一度始めた事業をやめるっていうのはと

ても大変なことだと思うんですね、今まで

家の前に来てくれたのに、ごみステーショ

ンだから少しは近くなったと思うんですけ

どね。それをハニタス乗る、しかもステッ

プ出ない４号車なんかに当たったら最悪じ

ゃないですか。 

そのことを、福祉課と総務部かな、そこ

とも縦割り行政になりつつあるかなと思う

んで、その辺はしっかりと連携とってやっ

ていただきたいなと思うんです。 

しっかり、広報をしないと、いや、せっ

かくおでかけくん使えるから介護認定した

のにって思われないようにしないとあかん

と思います。連携とってください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

要望ですね。 

ほかにありますか。 

浅海福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

今委員おっしゃってるように、その認識

もあるかなと思ってございますが、今回、

この事業一部ですね、運行協力費を 100 円、

一件当たり 100円を上げると。 

それからその財源として、年会費の増額

もお願いするという、これもですね、この

事業をこれから、持続的にしていくための

リフォームと、制度上のリフォームという

ふうに考えておりますので、その点は、御

理解いただけるとありがたいなと思ってご

ざいます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

この在宅高齢者支援事業は一日にどれぐ
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らい利用されてるんですか。 

増額なってるんですけど多分これからま

たどんどん増えてくると思うんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

時間かかるようでしたらほかの質問に入

りましょうか。 

ほか質問ございませんか。 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

今ちょっと一日、一日ということではご

ざいますが、そうですね、月当たりでです

ね多いときで 500 件以上、それから比較的

少ないときで 300 件以上ということですの

で一日少ないときでも 10 件以上、というこ

とで実績としては上がってございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

いいですか。 

私のほうから 100 ページの先ほどと一緒

なんですけどね、在宅高齢者支援事業の中

の説明の中で緊急時通報装置貸与事業、こ

れ鍵預かり事業はこの中に入ってるんです

か。 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課、秋山でございます。 

すいません、こちらのほうの表記がやや

こしくなっておりますが、緊急通報装置貸

与事業につきましては、今年度は特別会計、

介護保険の特別会計のほうでごめんなさい、

次年度は介護保険特別会計のほうに、事業

新たに設けまして、制度を見直して実施す

るようになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

いいですか。 

はい、浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

こちらの事業ですが、６年度から新たに、

新しい制度にですね、鍵預かり事業のほう

とあわせて再構築するということでござい

ますので、しばらくそれが完了するまでは

移行期間は緊急通報装置のこの制度はまだ

一般会計のほうで実施をすると。 

それから鍵預かりの事業につきましては

こちらのほうは社会福祉協議会の事業です

ので、ここは町の事業ではございません。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

引き続いて、この緊急時通報装置貸与事

業ですけども、現在のものと全く一緒の継

続ということで何かいろいろか変わるとか

そういうことはないんですね。確認です。 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

はい。また特別会計のほうで御説明をさ

せていただきますが、こちらのほうは、二

つの事業を合わせてですね、制度自体も大

きく改変する予定をしておりますので、利

用者の負担金とかですね、それからサービ

スの内容なんかについても、向上するとい

うふうに考えてございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

91 ページの子ども医療費助成の小事業名

子ども医療費助成事業なんですけれど、令

和５年から上浦町政下から所得制限を外し

たということで、こんなに増えるものなん

ですか。昨年度との予算で。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。 

この増え幅なんですけれども、所得制限

撤廃だけではなくてですね、それで大体 500

万ぐらい見込んでおります。今年度の決算
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見込が約 3,000万になっております。 

増え幅としては、増え幅として大体 800

万ぐらい扶助費で増えると見込んでおりま

す。そのうち 500 万が所得制限撤廃による

もの、300 万が単純に一人当たりが増えてい

るということなんですが、おそらく、コロ

ナの受診控えの回復、受診控え反動がそれ

なりに出ておると分析しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございません。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

おでかけくんなんですけど、年度末にな

ると足りないチケットが足りないとか、何

かもうちょっと利用枚数を増やしてくれと

か中には利用者の中にもちょっと払うから

使わしてくれとか、そういった声も聞くん

ですけどそういった対応というものは考え

られないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

今委員御指摘のそういった御要望ですね、

窓口のほうでも、もうちょっとこれチケッ

ト欲しいというようなことをお声はこちら

のほうでもよくお聞きしています。 

今の現制度では当面、ちょっとまだそこ

までの対応は難しいかなとは考えてはござ

いますが、やり方をですね、今回制度も新

たに、これまで随分ずっと据置きだったも

のも改めてしておりますので、そういった

ところも、利便性が向上されてですね、そ

れから受益者の方が、その分の負担が、受

益者の方からの負担があるということでし

たら、検討の余地はあるのかなというふう

に考えてございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

僕はハニタスよりこっちを先にすべきだ

ったと思いますよ。だってニーズがあるん

ですから。 

ハニタスはニーズない中で、押しつけ事

業したから、結局、乗らないっていうね、

ことになりましたよね。でもおでかけくん

はもう車ほとんどない人かな、持ってない

人が多いのかなと。要支援を、僕介護認定

をとらないといけないっていうのはもうそ

ういうあっていい話だと思うんですよ。 

それおでかけくんを使うために介護認定

って、介護認定って別に勝手に出せるよう

なわけじゃなくてちゃんと審査して医師会

で判断してちゃんとできますよね。 

ですからそれなりに、介護認定を受ける

ぐらい大変な人なんだなっていうことなん

で要支援が多いっていうのもそれは一つの、

豊能町という環境、交通の移動手段が少な

い環境だからこその結果なのかなと。それ

を見るとある一定の答えが出てるのかなと

思いますよ。 

そっちのほうを充実させる必要がある、

車がまだ使える人、元気な高齢者、歩ける

人なんかはハニタス乗らない。そっちより

もドアツードアで使えるようなおでかけく

んのほうにニーズがあると。ハニタスはも

うちょっと車の免許の返納が増えた、乗ら

なくなった、介護をされ要支援が受けなく

なったぐらいじゃないと乗らないのかなと

いうような感じで、答えが出てるような感

じがあるんですよ。 

ですからもうちょっと、町の事業として

は、そちら側にシフトしていく必要がある

んじゃないかと思うんですけど、そこら辺

はどうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 
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○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

今の委員の御意見なんですけれども、た

だこの事業をですね、事業の出発点からで

すね、高齢者の外出を支援して、閉じこも

りの予防をしていくということ、それから、

住民の方と協働でですね、ボランティアも

含めて事業を展開していくというところか

らスタートしてございます。 

それとですね、市町村有償運送、福祉有

償運送ではあるんですが、当然ながらこれ

は公共交通を担っている事業者、民間ので

すね、事業者へのそれ相応の配慮も必要と

してございます。 

民業圧迫すると、もうこれ以上どんどん

どんどん無制限ではないにしてもこの事業

をですね、利用がすごく多いのでさらに拡

充していくということには一定の民業への

配慮が必要なのかなと思ってございますの

で、先ほど部長が申しておりましたように、

そこについてはある程度のちょっと慎重に

ですね、要件なんかも設定していくという

ことも必要なのかなというふうには考えて

ございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

民業と言ってもどれくらいの民業なのか

なと、タクシー会社かなと思うんですけど

ね。 

それだったら、それだったら豊能町の高

齢化を考えるとそちらを何とかしとかない

と、したうえで民業にどれくらい圧迫して

いるのかを考えてそこに、結局今でも、補

償金出してるわけですから、そこの額って

いうものを決めていけばいい。 

地域公共交通の重要性は十分理解してま

すけど、それを使えない、豊能町という環

境がありますよね。ですからハニタスなん

かもバス文化がないから、もう絶対乗らな

いよと言ったら案の定乗らないですよね、 

有料になった時点で。ですからやはりそう

いうハニタスの実験を活かそうと思ったら、

実際、おでかけくんのほうを何とか充実さ

せていくっていう政策判断になっていくの

かなという感じがしますよ。 

それは町長、副町長でまた真剣に考えて

いただきたい。地域公共交通、高齢者の交

通というものは豊能町にとって本当に死活

問題になりますよ。 

ハニタスで本当にそれにすごい乗ったん

であれば、それが未来につながるかなと思

いますけど、やはりまだ乗る状態じゃない

ってなったら、それであっても、車を返納

している要介護者という要支援者というの

は増えていくわけですから、そこのフォロ

ーというものはしっかりとしていってもら

いたいと思います。 

それと、スマートシティ事業は本当に残

念ですよね。せっかく修正で残した事業な

んですよね。タグにしても、ウェアラブル

にしても。それで何かもう残したのに、何

かあんまりやる気がないのか何かずるずる

いって、配ることすらできないって言った

らもう論外だと思いますよ。もうそれだっ

たらもう来年度本当に必要なのかっていう

話になりますよ。 

残した事業だから本当にやりたいと思っ

ても、タグなんてもう一瞬で配り終わりま

したと。７月に予算認めてすぐに小学生を

対象にして配ったけども、それだったら合

わなかったから今度広げて何とかして間に

合う３月までに 250 配りましたならいいけ

ど、50 個ぐらいしか配れてませんとか、ウ

ェアラブルもそんだけしか動いてませんと

か、いやそれだったら、もう修正でもハニ

タスだけにしておけばよかったなって今僕

本当に思ってますよ。 
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はい、それはもう本当に。 

これはただの感想です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

永並議長にかぶせて言うんじゃないです

けど、やっぱり交通のことで、全然私、行

政がね、一つになってないと思うんですよ、 

交通のこと。 

今民業民業とおっしゃって、民間ってい

う課もあるし、公共施設、公共交通という

部署もありますしね。全然横の連携という

か、なってないなと今もう完全になんかわ

かったなと思うんですよね。 

これー交通、交通、交通の利便性の向上、

向上って言うて、それからもう全員でお話

し合いとかされてるんですかね、今この話

じゃないと思うてますけど、交通の話にな

って福祉の話、そしたら、福祉の話今おっ

しゃいましたけど、そしたら皆さんあれで

すか、60 以上だったら一旦要介護支援の受

けたらいいんですか。受けて、要介護支援

１とかもらったらおでかけくんが使えるん

ですか。 

そういうことになるんですよね。横の連

携がなってないから、わかってはれへんか

ら、まちづくり、いかがですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

先ほどもちょっと申し上げましたように、

先ほど理事が申し上げました、おでかけく

んの継続していくことについてもそこの会

議で諮っていかなあかんということもござ

います。ましてＡＩオンデマンド交通のこ

の分についても、先ほど申し上げました地

域公共交通会議で諮ってるわけです。当然

先ほど申し上げました、私もそのメンバー

であります。 

たまたま田中課長についてはもともと健

康増進課にもおりました関係上、おでかけ

くんのことについても熟知してるというこ

とで、その辺のところは、その会議で僕の

考え方についてはお伝えしましたが、事例

につきましては、ちょっと僕の考え方もお

伝えしてますし、課長からも御意見をいた

だいてるとこです。 

ですので、今すぐこれを決めるというこ

とではないと思うんですけども、ＡＩオン

デマンドの利用者がどういう方が利用して

るかというの僕も非常に興味を持ってます

ので、今後ちょっとそういうことと、内部

ですり合わせもしながら、最終、町長、副

町長にも相談しまして、決定していきたい

なというふうに思ってます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

高尾でございます。よろしくお願いしま

す。 

説明資料の 75 ページです。予算書では 87

ページになります。 

障害児通所支援等事業なんですけれども、

ここにはいろいろ書いてあるんですけれど

も、これ 813 万 1,000 円増になっておりま

すが、増の要因について聞きます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

これは障害児通所支援事業の中に、児童

発達支援、就学前の子どもさんが行かれる

療育と、就学後、高校生までの子どもさん

が行かれる放課後等デイサービスの２種類



83 

がございます。 

これが、特に今回増額を見込んでますの

が、就学前の児童発達支援の利用者数が今

年非常に伸びまして、早期療育を希望され

る親御さんが増えてきたのかなというふう

に感じております。 

放課後等デイサービスに関しまして、数

年前に幼稚園、保育所から小学校に上がっ

た子どもさん対象となられる子どもさんが

一気に増えたときに放課後等デイサービス

の利用実績が増えたんですけれども、今回

はもう本当に健康増進課で乳幼児健診の中

で、いろんな課題のある子どもさんたちが、

発達検査等々の中で療育を進められて親御

さんも希望されてっていう方が増えてるの

かなっていうふうに感じております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

就学前と放課後のほうと、別れていうこ

とをおっしゃっていますが、こういうふう

に人員が増えたことによって、そこに関わ

る人もいるんじゃないかなと思うんですけ

ど、その辺の増員というのはあったのかな

かったのかお聞きいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

これは事業所、町がやってるものではご

ざいませんで、福祉事業所、障害児通所支

援事業所がやってる事業でございますので、

人員の増員っていうことではなく、本当に

扶助費として支払うことになっています。 

豊能町では２か所、放課後等デイサービ

ス、児童発達支援両方の多機能の事業所が

ございまして、そのほかに、もちろん定員

もそれぞれの事業所も定員まだ御利用いた

だける状態ではありますけれども、他市の

事業所さんに通っておられる方も非常に多

ございますので、その分で利用増が見込ま

れてます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

この方たちは自動車で送迎されて通って

られるいうことですか、放課後。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援長（清水珠実君） 

町内の事業所は、町内の子どもさんたち

は全数、送迎バスで出てるんですけれども、

町外の事業所は川西の一部ちょっと北部地

域にある事業所さんは、西地区、東地区も

一部だと思うんですけれども、送迎を出し

てはいただいてますけれども、やはり池田、

箕面の事業所に通っておられる方もいらっ

しゃいまして、その方々に関しましては、

川西の南のほうとかのところも親御さんが

送迎していただいてるというのが現状にな

っています。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

はい、113 ページの子育て世代包括支援セ

ンター運営事業です。 

ここ私、本当に生まれてくる子どもも少

ないんですけどねサービスがとても充実し

てるかなって、この前も言ったと思うんで

すけどね。訪問で、赤ちゃん見てくださっ

たりしているということで。 

３番の新しい事業だと思うんですけれど、

何人いらっしゃるんですか。 

何を配るんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

こちらの３番目というのはこの育児訪問

見守りギフト事業ですね。こちらのほうは

今年度の７月の補正で、お認めをいただい

た事業かなと思ってございます。 

ここの５年度の予算でゼロになってるの

は、これは補正でということでございます。 

もう既に実施をしてございまして、実績

としましては 20 件、希望される方に宅配で

ギフトをお送りさせていただいて、その際

に、声かけもさせていただいているという

ことでございます。 

中身はですね、約１万円相当のギフト、

カタログがございますのでその中で１万以

内で６点お選びくださいということで、で

きるだけお母さん、それからお父さんの御

家庭の子育てをされてる世帯のニーズに合

うように選択できるような形で、物を届け

ているということでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この 20 件というのはこの７月から今まで

に生まれた子どもの数ということですか。 

希望されるじゃなくて全員に差し上げる

ということですよね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅見生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

こちらはですね、昨年、令和５年の４月

２日からですね、それから、令和６年の２

月の末までの間にお生まれになった方々に

御案内を差し上げた中で、申請があったも

のです。はい。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

子どもはこんなに少ないんですか。 

もう要らないっていう人もいたというこ

とですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

こちらはですね出生の２月末までで切り

ましたが、その中で対象の方の件数は確か

21 件だったんじゃないかなあと思ってござ

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

令和５年の４月２日から２月末までに生

まれた子どもがほぼ 20 人っていうことです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

対象者を抽出したところその件数だった

かというふうに記憶してございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

寺脇議員。 

○委員（寺脇直子君） 

104 ページの永寿荘管理事業なんですけど、

私、何か月か前に住民の方から、永寿荘の

利用者数が何か以前よりも減ってきてるっ

ていうのを聞いたんですけど、以前と比べ

てどれぐらい減ってるのかっていうのと、

一日何人ぐらい利用されてるのかお伺いし

ます。 

（「少し時間をください」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

じゃあその間、ほかの質問。 
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才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

112ページの母子健康増進事業ですけど、 

339 万ほど減ってるんですけどこれはやっ

ぱり人口減少とともにですか。 

それとも内容が変わったということです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

こちらはですね、そうですね健診の委託

料の実績が減少しておりますので、それが

予算の額の減に大きく影響しております。 

当然、健診の委託料の実績の減というこ

とはその対象者の数が減っているというこ

とでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

人数が減ってるだけで各種減というのは、

何、費用がなくなったりそんなんはないで

すよね。ちゃんとあるんですよね。 

ただ、人数が減ってということですね、

実績というのは。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

そうです。委員、おっしゃってるとおり

でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。ほかに。 

私のほうから、説明資料 92 ページですね、

未熟児養育医療給付事業なんですけど、こ

れ令和５年度予算が 54 万 4,000 円で今回 20

万 1,000 円で、これに対して４割ぐらいし

かついてないんですけど、これは予測され

るのは令和５年の実績をもとに令和６年度

予算つけたのかどうかという、私の勝手な

予想そうなんですけど、その点についてお

伺いいたします。 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

はい。保険課、奥でございます。 

未熟児養育医療給付事業でございますけ

れども、委員おっしゃってるとおり、令和

５年度が今現在でゼロ件でございまして、

年によって結構ばらつきがございます。 

直近の年度、複数２年、３年度分ぐらい

を平均した分を次年度の予算として組んで

おります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

先ほど、寺脇委員から御質問のありまし

た永寿荘の利用者の数なんですが、今ちょ

っと５年度の分がはちょっとまだ手元にち

ょっとございませんが、４年度の実績で申

しますと、一日当たり約 10 名足らず、延べ

利用者の数としまして 2,386 名ということ

ではございますが、５年度の利用の実績も

ちょっとわかりませんが、減少しているの

ではないかなというふうに想定はしてござ

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

103 ページの老人クラブ支援事業ですけれ

ど、町老連の入っている老人クラブが減っ

たのか、老人クラブそのものがなくなった

とか、そういうことなんですか、減額は。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 
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御質問の答えですが、団体数が減したと

いうところで、はい。 

14 団体ありましたのが５団体に減ってし

まいましたので、その分の補助金という形

になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

個々の老人クラブっていうのは、まだあ

るっていうことですか。 

確認されていますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。個々の老人クラブとしては、存続

して活動されております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

ちょっと確認したいんですけども 96 ペー

ジの診療所の繰出金事業なんですけど、前

年度も 3,878 万ということで、これ、この

額が毎回赤字の額になってるってことでし

ょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本でございます。 

診療所への繰出金につきましては、また、

詳しくは診療所の特別会計のほうで御説明

させていただきたいと思いますが、委員お

っしゃるとおり、内容としては、事業費と

収入の差額を一般会計からの繰入金で賄う

という趣旨のものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

65 ページの障害者自立支援事業のたんぽ

ぽの家の管理運営で指定管理をされている

ので、あんまりこっちから言うことではな

いかもしれないんですけども、町外の人が

爆発的に増えていると聞いたことがあるん

ですけどもね。 

先ほどの放課後デイも川西市の施設に行

くという豊能町の人もいるんですけれど、

これが本当に豊能町民がゼロになったらっ

ていうこともちょっと心配なんですけども、

その辺りはもう指定管理をされているから

そこは何とも言えないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

今登録されてる方の半分近くが半分弱が

他市の方だというふうには聞いておりまし

たが、やはり町内の方で近くでっていうこ

とで長いこと御利用なさっておられる方も

いらっしゃいますので、ちょっとゼロにな

るっていうのがちょっとまだ現実的に今の

ところ考えにくい部分ではあろうかと思う

んですけれども、また、指定管理の中でも

いろいろ検討はしていかないといけないの

かなというふうには考えております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

91 ページの子ども医療費助成制度の先ほ

どの回答で、決算見込が 3,000 万と所得制

限の分が 500 万とその他というようなお話

がありまして、これ令和２年度の予算から

令和５年度までの予算がほぼ横ばいの状態

が、いきなり令和６年度の予算で 1.5 倍に

なってるんですけど、果たして本当にその
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医療費の予算、急に 1.5 倍でっていうのが

何かちょっと違和感があるんですけど、そ

の辺ちょっとコロナだけじゃないような気

もしますが、その辺どんな感じになってる

んですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。 

令和４年度の決算がもう既に 3,000 万円

になっておりまして、５年度の決算見込は

3,100 万ぐらいというふうに見込でおります。 

ちょっとどうしても当初予算ベースでの

比較になりますと、ちょっと去年で言いま

すと 2,600 万、2,700 万ぐらいですね。だか

ら急に伸びてるような感じにはなるんです

けれども、これ去年の５月の補正予算で、

条例改正に合わせて 300 万増額しておりま

す。 

ですので、この段階で補正後の予算が

3,000 万ということで、令和６年度の予算が

扶助費の部分については、先ほど申し上げ

ましたとおり約 800 万の増というところで、

令和５年度の補正額 300 万を年間ベースに

直すと大体 500 万ぐらいの増になりまして、

残りの 300 万が先ほど言いましたように、

一人当たりの扶助費が増えていると、いう

ふうに見込んでおります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

説明書のところで、72 ページでございま

す。１番のところの障害者相談事業なんで

すが、これが予算が少し増えておりまして、

どのように何人利用されているかというこ

とと、相談の件数によって、解決されてい

るいうようなことがあって、それこそ住み

慣れた地域で皆さんが安心して営むことが

できるっていうふうなことになっているの

かどうか、そこをちょっとお聞きしたいん

ですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

この事業に関しましては、福祉相談事業

として、地域生活支援センター、精神障害

者の方の相談事業の二つの箇所に委託して

ます。 

一般の福祉的な相談に関しましては、年

間で延べ件数には、両方の相談件数として

は、令和４年実績で 1,203 件の相談を委託

の中で実施していただいています。 

やはり、どうしても相談その中で解決す

るところと、やっぱり同じ方がずっと継続

しての相談という方もいらっしゃるんです

けれども、私たち福祉相談支援室でも相談

は受けてまして、それでもやはり地域の中

で相談をいろんなところで相談ができると

いうとこで効果が見込まれてるんではない

かというふうに感じてはおります。 

はい、以上です。 

それで今回増額分に関しましては、今ま

での消費税分の分が計上ずっとされてなく

って、今回委託料の中に消費税分を計上し

たことによる増額分になっております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

この福祉関係で消費税っていうのは含ま

なかったんじゃなかったかなと。それはま

た違うんですか、ちょっと聞きたい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

はい。福祉課、清水でございます。 
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福祉的な事業に関しまして消費税が非課

税ということもあるんですけれども、この

福祉の相談に関しまして社会福祉法人では

あるんですけれども、消費税を支払うとい

うことになっております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

73 ページ資料 73 ページ、そしてこっちは

87 ページの上から９番、障害者地域生活支

援事業の 19 番、その他の、わかります。予

算書 87ですね。 

19．その他の 623万円は何でしょう。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

扶助費ということになります。御利用さ

れてる地域生活支援事業の中で、移動支援

であったり訪問入浴であったり、直接的な

障害者に対する支援に関する支払いになっ

ております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

71 ページ、障害者自立支援事業の４番目

の新規のグループホーム開設というのを具

体にお答えいただけますか。 

説明ください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

吉川地内に男性の定員８人の男性専用の

グループホームが設立される予定になって

おります。 

この交付要綱に関しましては、そのうち

の半分以上が豊能町民であれば、このグル

ープホーム開設支援事業として補助金を出

すということで決まっておりますので、そ

の予定になっております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

東ときわ台に女性のそういう施設がある

から、今度は男性のということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

委員のおっしゃるとおりでございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

もう一回、623 万なんですけど、これは誰

に支払っているんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

はい。福祉課、清水でございます。 

訪問入浴であったり移動支援であったり

とかヘルパーさんであって事業所さんが直

接障害者に支援をされますので、その事業

所に対してお支払いをするというものにな

ります。 

以上でございます。 

所得制限がございまして、非課税の方は

御本人様負担がゼロなので、事業所に利用

された方の支払いをするんですけれども、

課税世帯の方は御本人様１割負担ございま

すので、その１割負担は御本人様から、残
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りの９割が事業所、御本人様からいただい

て、９割の分を事業所にお支払いするとい

うことになります。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

その施設は何件ありました。４件ぐらい

あったんですかね、豊能町にはお風呂を入

れたり。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

これ障害福祉サービスでございまして、

介護施設、訪問入浴に関しましては、川西

市内の事業所が、今訪問入浴として機材を

おうちに持ち込んで、おうちで入浴する重

度障害の方に対してあります。 

移動支援に関しましては、もう町内だけ

ではなくて町外の事業所さんの登録がござ

いますので、町外のグループホームとか施

設に入られてる方も御利用になっておられ

ますので、町内だけの事業所ではないとい

うことになります。 

以上でございます。 

町内は、今２か所、移動支援の事業所が

ございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

これの請求っていうか、請求されるのは、

事業所側から請求してお支払いするという

形ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

委員のおっしゃるとおりでございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

それでは最後、最後ですね。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

はい、すいません。 

103 ページの老人クラブ支援事業なんです

けど、私、昨年も全く同じことを聞かせて

もらったんですが、これあくまでも町老連

入ってるのに対してですけど、老人クラブ

自体は単独でも存続してるところがありま

すんで、そこに対する支援も必要じゃない

かということを前回も言わしてもらったと

思うんですが、今回、多少予算は下がって

ますけれども、そこの部分は何も載ってな

いんですが、その辺はどうなってるんです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

今、副委員長おっしゃってるように以前

ですね、そういった御質問をいただいたの

は私も記憶してございます。 

確かに、今、補助金としましては、老人

クラブ連合会のほうに加入をしているとこ

ろに、連合会を通じて補助金が渡るという

流れになってるのは間違いございません。 

ただ今後ですね、この単位クラブ、それ

ぞれの連合会からですね、脱会をされると

いうようなお話をですね、昨年度私来てか

ら令和４年度、随分長い時間をかけて皆さ

んと一緒に検討してまいりました。その中

で今後ですね、脱会された場合にその後に

でですね、例えばやっぱりちょっと戻りた

いとか、それから、連合会のイベントにも

ちょっと参加したいとかいうようなことが

あれば、それはそういったお声をたくさん

聞く中でですね、当然元に戻るというよう
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なことも余地は残していきたいと思います

と、いうようなお話をさせていただいてお

りました。 

ただ、単独の老人クラブの単独の単位ク

ラブのほうへの補助金については、今の時

点ではそこを前向きにちょっと補助金を交

付するという動きにはなってございません

が、予算としましては、できる限りこれは

最終的に町長まで決裁を仰ぐ必要があるか

なと思ってございますので、地元の方々の

お話とかですね、お聞きをする中で、今後

の検討にはつながることがあるのかなとい

うふうには考えてございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

なぜ脱会されるか、なぜ脱会するんでし

ょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海生活福祉部理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海です。 

なぜかという御質問、私もふと今問われ

ると思うんですけれども、皆さんいろいろ

おっしゃってたのはですね、なかなかちょ

うどコロナのこともあったかなとは思いつ

つ、連合会に入ってですね、それに入るこ

とのメリットと、それからやっぱり役員、

役員をやっぱりどうしてもやらないといけ

ないというところでの御負担、負担感が随

分あったのかなあというところで、当然な

がら役員さんを連合会ですので、それぞれ

の単位クラブから役員さん選出していただ

くというようなことの中で、もうなかなか

ちょっとそれが負担だというようなお声は

随分いただいておりました。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

あまり決めつけてものを言うなって、私、

注意されてますので。 

そうみたいなんですよね。光風台、西地

区の老人会の会長に呼ばれまして、東地区

やなあんたと。東地区はみんなやめていく

んやと。何でやと。えらい叱責されて、そ

のときちょっとわからなかったから、そう

なんですかと。そしたら、次の日またその

方から、無礼なことを言いましたと。電話

またあったんですね、ちょっと言い過ぎま

した。 

私、調べたら、何でやめる何で脱会する

んですかとなったら、今おっしゃったよう

に、役員になったら１週間に１回は出席せ

なあかん。そしたら、もう旧村、旧村と言

って申し訳ないんですけど、やっぱり今、

この３月、４月から忙しくなります夜は。

老人は。なぜかわかりますよね。 

それと、また西地区のまた現状が違うと

いうことをね、皆さん周知していただいて、

今、池田委員おっしゃったようにね、この

ぱっともう打ち切らないで、ちょっとその

辺をちょっと考慮して、予算づけはしてほ

しいなと思います。 

１週間に１回なんて無理です。介護、あ

るそうなんですよ。その現状をちょっとち

ょっと調べていただいてわかると思います。 

  要望です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

67 ページの児童手当支給事業、この事業

については別にいいんですけども、２番目

のシステム改修事業でシステム改修のオン

パレードなんですけど、国から交付金はな

いんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 



91 

  清水相談支援室長。 

○福祉課福祉相談支援室長（清水珠実君） 

福祉課、清水でございます。 

このシステム改修費用は全額国庫負担と

いうことでなっております。 

補正予算でまた、はい、出させていただ

きますのでよろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

ないようですので、これで次に移る前に

暫時休憩いたします。 

よろしくお願いします。 

再開は 40分といたします。 

   （午後４時 30分 休憩） 

   （午後４時 40分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

議長、副議長並びに委員の皆様これ引き

継いで、都市建設部をやる予定でございま

したけれども、ちょっと時間もかかりそう

なので、明日の１番に都市建設部、そして

こども未来部、特別会計したいと思います

が、どうでしょうか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

それでは、明日の９時半から再開いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

本日は大変に御苦労さまでございました。 

 

午後４時 41分 延会 
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